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今月の表紙 :
中央を緑の山波で区切り、上方に都市の道路を図案化し、下方には道路管理者が設置する警戒標識の一つ、

"横風注意"を配した。



特
集
メ
華
成
亭
年
度
遇
蹄
関
係
予
算
撥
算
瓣
藻
~

攣
成
十
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要

靴

吉

田

光
市

係
で
は
高
速
道
路
や
拠
点
空
港
な
ど

｢物
流
効
率
化
に
よ

る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠
｣
(
一
、
五
〇
〇
億
円
)、
下
水

道
や
廃
棄
物
処
理
な
ど
｢生
活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化

枠
｣
(二
、
五
〇
〇
億
円
)が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
具
体
的
な
要
求
方
法
は
、
公
共
事
業
の
関
係
省
庁

は
ま
ず
前
年
度
=

%
強
を
減
額
し
た
水
準
で
予
算
要
求

し
、
そ
れ
に
加
算
す
る
形
で
特
別
枠
の
要
望
を
各
省
庁
割

り
当
て
の
一
･
五
倍
ま
で
の
範
囲
で
提
出
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
各
省
庁
最
低
二
五
億
円
の
要
望
を
認
め

ら
れ
て
い
る
。
物
流
関
係
枠
は
首
相
官
邸
、
生
活
関
連
枠

は
政
府
･
与
党
を
中
心
に
年
末
ま
で
に
配
分
を
決
定
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
公
共
事
業
以
外
で
は
、
｢環
境
･科
学
技
術
･情
報
通

信
等
経
済
構
造
改
革
の
特
別
調
整
措
置
｣
(
一
、五
〇
〇
億

円
)が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
各
省
庁
が
社
会
保
障
費
、防
衛

平
成
一
○
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
は
、
七
月

八
日
に
橋
本
首
相
よ
り
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、
省
内
の
事

業
別
調
整
等
を
経
て
、
八
月
二
九
日
に
大
蔵
省
に
提
出
さ

れ
た
。
財
政
構
造
改
革
に
お
け
る
公
共
事
業
費
対
前
年
度

比
七
%
減
の
方
針
等
を
受
け
、
大
変
厳
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
る
が
、
以
下
新
し
い
概
算
要
求
ル
ー
ル
に
つ
い
て
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
建
設
省
及
び
道
路
事
業
の
概
算
要
求

等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
新
し
い
概
算
要
求
ル
ー
ル
に
つ
い
て

平
成
一
○
年
度
予
算
の
概
算
要
求
ル
ー
ル

(い
わ
ゆ
る

キ
ャ
ッ
プ
制
)
の
基
本
方
針
が
七
月
八
日
の
閣
議
で
首
相

よ
り
各
官
僚
に
提
示
さ
れ
た
。
今
回
の
要
求
ル
ー
ル
の
特

徴
は
政
策
別
に
減
額
す
る
歳
出
項
目
や
一
定
の
伸
び
を
認

め
る
項
目
な
ど
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歳
出
上
限

(キ
ャ

ッ
プ
)
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
政
府
･
与
党
の
財
政
構
造

改
革
会
議
の
最
終
報
告
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
一
般
歳
出
を
経
常
的
経
費
、
投
資
的
経
費
、

例
外
事
項
経
費
な
ど
大
く
く
り
に
分
け
て
き
た
従
来
の
概

算
要
求
基
準

(シ
ー
リ
ン
グ
)
は
廃
止
さ
れ
た
。

主
要
経
費
別
の
要
求
上
限
額
は
、
公
共
事
業
が
今
年
度

当
初
比
七
%
減
、
O
D
A
が
一
○
%
減
と
大
幅
に
減
額
と

な
る
一
方
、
社
会
保
障
費
は
三
、
0
0
0
億
円
増
、
科
学

技
術
は
五
%
増
以
内
と
増
額
要
求
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

防
衛
費
や
中
小
企
業
対
策
な
ど
の
経
費
は
前
年
度
実
績
を

上
限
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
な
お
、
歳
出
総
額
を
減
ら

す
中
で
も
各
省
庁
が
構
造
改
革
に
つ
な
が
る
施
策
を
工
夫

し
た
り
、
他
省
庁
と
の
連
携
を
促
す
た
め
、
公
共
事
業
で

二
つ
の
特
別
枠
、
非
公
共
事
業
で
経
済
構
造
改
革
に
つ
な

が
る
特
別
調
整
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
公
共
事
業
関



費
、
人
件
費
な
ど
を
除
く
要
求
額
の
三
%
程
度
ま
で
を
重

点
項
目
に
指
定
し
要
求
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
O

D
A
に
つ
い
て
も
予
算
編
成
の
過
程
で
、
各
省
庁
の
所
管

を
越
え
た
総
合
調
整
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
移
転
関
連
経
費
、
阪
神
･
淡

路
大
震
災
の
復
興
対
策
経
費
や
ウ
ル
グ
ア
イ
･
ラ
ウ
ン
ド

農
業
対
策
費
の
扱
い
に
つ
い
て

｢予
算
編
成
過
程
で
検
討

す
る
｣
こ
と
と
さ
れ
た
。

二

建
設
省
関
係
概
算
要
求
の
概
要

1

概
算
要
求
の
基
本
的
考
え
方

き
わ
め
て
制
約
さ
れ
た
財
政
状
況
の
も
と

｢魅
力
あ
る

国
土
｣
の
構
築
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を
活

か
し
な
が
ら
、
｢本
格
建
築
｣と
も
い
う
べ
き
国
土
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
一

〇
年
度
は
、
特
に
以
下
の
事
業
･
分
野
等
に
思
い
切
っ
た

重
点
化
等
を
図
っ
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

の

経
済
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
物
流
の
効
率

化
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
情
報
通
信
の
高
度
化

な
ど
に
資
す
る
事
業
等

②

生
活
関
連
の
社
会
資
本
に
つ
い
て
、
国
土
の
均
衡

あ
る
発
展
と
整
備
水
準
に
つ
い
て
の
地
域
間
の
格
差

の
是
正
と
い
う
観
点
に
留
意
し
、
真
に
整
備
が
遅
れ

て
い
る
分
野

･
地
域

③

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
安
全
な

国
土
づ
く
り
･
地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
緊
急

に
生
命
･
財
産
を
危
険
か
ら
守

る
施
策

④

経
済
に
与
え
る
影
響
を
も
勘

案
し
て
、
用
地
補
償
費
比
率
が

低
い
も
の
な
ど
短
期
間
に
高
い

事
業
効
果
が
発
現
で
き
る
分
野

な
お
、公
共
事
業
予
算
の
効
率
的
･

効
果
的
執
行
を
図
る
た
め
、
国
と
地

方
、
官
と
民
の
的
確
な
役
割
分
担
を

図
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
縮
減
や
事

業
間
の
連
携
、
費
用
効
果
分
析
の
実

施
な
ど
に
よ
る
効
率
化
、
事
業
の
実

施
･
計
画
過
程
の
透
明
化
等
を
図
る
。

2

概
算
要
求
額

平
成
一
〇
年
度
の
公
共
投
資
予
算

に
つ
い
て
は
、
財
政
構
造
改
革
会
議

の
決
定
を
踏
ま
え
、
前
年
度
比
マ
イ

ナ
ス
七
%
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
建
設
省
関
係
予
算
の
概
算
要
求

額
は
、
特
別
枠
及
び
重
点
化
枠
を
含

め
国
費
六
兆
四
、
六
六
二
億
円

(対

前
年
度
比
○
･九
五
)、
財
政
投
融
資

資
金
一
四
兆
二
三
六
億
円

(対
前
年

度
比
○
･
九
三
)
等
に
よ
り
、
事
業

費
二
五
兆
二
、
0
五
九
億
円

(対
前

表 1 平成10年度建設省関係予算概算要求事業費 ･国費総括表 (単位 :百万円)
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解



年
度
比
○
･
九
0
)
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
災
害
関
係
を
除
く
一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て

み
る
と
、
国
費
六
兆
三
、
一
三
ニ
一
億
円
(対
前
年
度
比
○
･

九
五
)、
事
業
費
二
四
兆
九
、
四
五
三
億
円
(対
前
年
度
比

○

･
九
0
)
と
な

っ
て
い
る

(表
1
･
2
)
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
創
設
さ
れ
た
物
流
効
率
化
に
よ
る

経
済
構
造
改
革
特
別
枠
及
び
生
活
関
連
等
公
共
事
業
重
点

化
枠
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
総
額

四
、二
五
七
億
円
の
要
求
を
行
っ
た
と
こ
姦
て
あ
る
(表
3
･4
)。

三

道
路
事
業
関
係
概
算
要
求
の
概
要

1

平
成
一
〇
年
度
道
路
事
業
関
係
概
算
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

印

概
要

道
路
整
備
特
別
会
計
の
平
成
一
○
年
度
概
算
要
求
に
お

い
て
は
、
一
で
述
べ
た
概
算
要
求
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
、
事

業
費
七
兆
五
、
二
八
四
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
二
)、

国
費
三
兆
三
、
六
九
二
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
八
)

を
計
上
し
て
お
り
、
対
前
年
度
比
率
は
、
物
流
特
別
枠
等

の
活
用
に
よ
り
、
建
設
省
全
体
予
算
の
平
均
を
上
回
る
も

の
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る

(表
5
)。

事
業
別
に
見
た
場
合
の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
は
、
有
料
道
路
事
業
の
事
業
費
が
大
き
く
減
少
し

て
ぃ
る
が
、
こ
れ
は
、
東
京
湾
横
断
道
路
、
本
州
四
国
連

絡
道
路
の
明
石
海
峡
大
橋
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
今
年
度

完
成
す
る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

適
正
な
料
金
水
準
の
も
と
採
算
性
を
確
保
し
つ
つ
有
料
道

路
事
業
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、公
的
助
成
の
拡
充
･

強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
国
費
と
し
て
は
、
対
前

年
度
比
一
･
0
一
と
な

っ
て
い
る
。

第
二
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
も
、
物
流
効
率
化

等
の
緊
急
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
我
が
国
の
幹
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
着
実
な
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
般
道
路
の
中
で
も
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高

規
格
道
路
に
重
点
配
分
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
事
業
費

ベ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
一
･
0
五
、
一
･
0
九
の
伸
び
を
確

保
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
他
の
一
般
改
築
事
業
は

事
業
費
ベ
ー
ス
で
対
前
年
度
比
○
･
九
二
と
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
は
、
要
求
に
当
た
っ
て
は
、
財
政
構
造
改
革
の
趣

旨
に
も
十
分
配
慮
し
、
道
路
関
係
社
会
資
本
と
し
て
、
住

宅
宅
地
開
発
に
必
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
等
整
備
及
び
中
心

市
街
地
の
活
性
化
等
の
再
開
発
を
一
層
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
の
関
連
道
路
等
整
備
を
道
路
整
備
特
別
会
計
に
三

八
〇
億
円
計
上

(前
年
度
八
〇
億
円
)
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

②

新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定

二
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
社
会
･
経
済
･
生
活
活
動

が
人
を
中
心
に
一
層
効
果
的
･
効
率
的
に
展
開
さ
れ
る
よ

う
、
国
民
の
要
請
を
受
け
、
物
流
の
効
率
化
、
市
街
地
の

活
性
化
、
渋
滞
対
策
、
防
災
対
策
等
の
緊
急
課
題
に
対
応

す
べ
く
、
平
成
一
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢新
た
な
道

道々テセ 97.10 3

表 2 平成lo年度建設省関係財政投融資計画等総括表 (単位 ;百万円)

財政投融資 自己資金等との合

備 考10年度要求額

(A)

度

)

年

B

前

(
率
劭

倍
毯

10年度要求額

(C)

度

)
年

D

前

(
率
励

倍
に

9

L

は
a

a

軋

卸

即
刻

卸
卸
卸

夘
夘

50
夘

加
卸
卸

AU
QJ
ĥV
1▲
メ4
膚4
QU

(̂u

nU

風

貌
a

a

晦

第

野
%

兜

戦

石

引

一
87
%

鋭

鋳
鯰

938
“
織
梛
167
012

144
0

421
800

似
830

540

994

045
040

瀦
鵺
鍋
紹

285
81

31
9

448

9

3
贓
撓

z

れ

…
416

416

091
660

芻
解
268
025

畑
145
327

鵜

飼
邨
012

322
高
祖
710
134
644
91

32

9

789

乱
a

烙
5

z

れ

90
04
93
皿
の
乾

元

一
95
田

野
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94
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路
整
備
五
カ
年
計
画
｣
案
を
策
定
し
、
計
画
的
･
重
点
的

に
道
路
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
一
〇

年
度
か
ら
の
五
箇
年
間
の
道
路
投
資
額
は
、現
下
の
社
会
･

経
済
情
勢
、
財
政
構
造
改
革
に
関
わ
る
考
え
方
、
現
行
計

画
規
模
等
を
踏
ま
え
、｢新
た
な
経
済
構
造
実
現
に
向
け
た

支
援
｣、
｢活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
の
支

援
｣、
｢よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
｣、
｢安
心
し
て
住
め

る
国
土
の
実
現
｣
の
課
題
に
緊
急
に
対
処
す
る
た
め
に
必

要
な
七
五
兆
円
に
加
え
、
今
後
の
経
済
情
勢
等
の
不
測
の

事
態
に
備
え
、
計
画
自
体
を
弾
力
的
に
運
用
す
る
た
め
の

調
整
費
と
し
て
の
三
兆
円
を
含
む
、
総
額
七
八
兆
円
を
要

求 調 事 要 る 援 支 画 経 年 に
し 整 態 な 玉 ｢ 規 済 度
て ' に

(単位 :億円) お

区 分
新計画
要求額

(H 1o~ H 14)

前計画 (H 5~ H 9) 倍 率

計画額 実績額 対計画 対実績

一般道路事業
有料道路事業

小 計

地方単独事業
計‐

調 整 費
合 計

295 ,000

180 ,000

475 ,00O

275 ,000

750 ,000

30 ,000

780 ,000

288,000

206 ,000

494,000

252,000

746 ,000

14,000

760 ,000

284 ,600

177 ,140

461,740

249 ,462

71L 202

711,202

1.02

0 ,87

0 .96

l.09

1 .01

2 .14

1.03

1 .04

L 02

l.03

1.10

1.05

1･lo

参考

表 4 生活関連等公共事業重点化枠要望総括表 表 3 物流効率化による経済構造改革特別枠
(単位 :百万円) 要望総括表

区 分
要望額

国 費

1.豊かな環境の創造のための生活関連社会資本の整備
(l)快適なくらしを支える質の高い生活環境の創出
①快適な生活を実現する基盤整備の推進

(ふるさとの下水道の緊急整備、水と緑のネットワークの整
備、安全でおいしい水の確保、電線類の地中化等)

②安全な生活環境を確保するための基盤整備の推進

(雨水排水対策、生活用水確保対策、交通安全対策等)
③交通の円滑化 ･良好な沿道環境づくり
(交通渋滞対策、沿道環境の改善等)

(2)住生活の質の向上のための住宅 ･宅地の整備
①良好な住宅市街地の形成と良質な市街地住宅の供給
②高齢者向け公共住宅の供給
③地方定住促進のための住宅 -住環境の整備

2.安全で安心できる国土づくり ･地域づくりの推進
(1)水害･土砂災害等による被害防御対策の推進
(緊急土砂災害防止対策、重要交通網保全対策、床上浸水解消
対策事業)

(2)安全性の高い住宅市街地整備の推進
(密集住宅市街地整備促進事業の推進)

国公共施設等の安全対策の推進

(道路施設、河川 海岸堤防の耐震化等)
(4渇水頻発地域における緊急的な渇水対策の推進
(5)大震火災時等における広域避難地、一次避難地等の整備
(防災公園等の整備)

(6)高度情報化による防災対策の推進

(河′=等管理用光ファイバーネットワークの整備、河川等情報

基盤の整備)

158,895
123,602

7L 311

1l,937

403 54

35,293

13,564

7,295
14,434

91,105

28,104

3,807

40,245

lo,414

6,803

1,732

合 計 250,000

(単位 :百万円)

区 分
要望額

国 費

l.連携交流を支えるネットワークの骨格となる高規格幹線道路等

の整備

(1)国際交流を促進し、国際競争力の強化を図るため、国際空港･

港湾と高規格幹線道路等との一体的整備、車両大型対応橋梁

補強を推進 (国際交流インフラ推進事業)
(2)国内貨物の複合一貫輸送体系を構築するため、港湾と内陸部

との連絡を強化する道路整備を推進 (複合一貫輸送推進イン
フラ事業)

(3)空港の機能強化と併せて空港粗舘空型の物流拠点等の連絡を

強化する道路整備を推進

(4地域拠点 ･産業拠点の形成等を図り、地方都市の活力を高め

るための道路整備を推進 (21世紀活力圏創造事業)

2.経済 ･社会活動を支える中心市街地の整備

(1)中心市街地における基盤整備、街区再編、公益施設の立地促
進等を図る土地区画整理事業、市街地再開発事業を推進

(2)中心市街地へのアクセシビリティを向上し、物流の効率化や
交通環境の改善を図るため、商店街等と連携して駐車場や関
連道路等の整備を推進

(3)中心市街地を魅力とにぎわいのある都市空間に再生させるた
めの広場、交流センター、公共的空間等の整備を推進

147,045

70,783

35,790

20,728

19,744

28,642
2,131

25,927

584

合 計 175,687

孕 道ネテセ 97,10



表 5 道路関係予算概算要求総括表

区 分
10年度要求 (A ) 前 年 度 (B ) 倍率 (A )/ (B )

備 考
事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路
一 般 改 築
区 画 整 理 ･ 再 開 発

交 通 安 全

雪 寒
調 査
機 械
補 助 率 差 額 等
住 宅 宅 地 関 連
都 市 再 開 発 関 連
沿 道 整 備 融 資
(緊急地方道路整備事業)
(電線共同溝整備事業)

4,861,693

742 ,410

345,761

2,807,757

322,913

396,966

124 ,852

22,933

2上201

70･000

6 ,000

900

(1,264,440)

( 153,912)

2 ,920 ,395

540 ,511

208 ,051

1,583 ,913

170 ･101

217 ,124

8上358

19 ,928

14,479

46.330

35,000

3,000

600

( 663 ,300)

( 81,074)

5 ,019,901

704 ,999

318 ,421

3,042 ,309

342 ,576

415 ,637

129 ,522

27,180

22 ,357

16,000

900

(L 252,180)

( 150,585)

2 ,994,798

511,500

192 ,020

1･715 ,175

178 ,965

226,260

84 ,131

21,037

15 ,237

41,873

8 ,000

600

( 657 ,000)

( 79 ,595)

0 .97

1.05

1･09

0-92

0 .94

0 ･96

0 ･96

0 .84

0 .95

4.38

1.00

(1.01)

(1.02)

0 .98

1.06

1.08

0 .92

0 .95

0 .96

0.97

0･95

0‐95

1･11

4 -38

1.00

(1‐01)

(1.02)

(注) 1 . 道路整備の各区分には、 (物流効率化による経済構造改

革特別枠) 及び (生活関連等公共事業重点化枠) を含
む。 ただし、 前年度は (公共投資重点化枠) である。

2 .一般道路の各区分の計数には、(緊急地方道路整備事業)
及び (電線共同溝整備事業) を含む。 また電線共同溝

整備事業には、 新設、 改築に伴って整備される電線共

同溝の事業費、 国費相当分を含む。
3 . 一般道路の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、

調査を含まない。
4 . 一般改築には、高規格幹線道路及び地域高規格道路を

除く一般国道、 地方道及び街路を計上している。
5 . 住宅宅地関連には、住宅宅地関連公共施設整備促進事

業費を、 都市再開発関連には、 都市再開発関連公共施

設等整備促進事業費 (仮称) を計上している。
6 . 日本道路公団の下段 ( ) 書きは、 事業費の内書きで

高速自動車国道の建設費である。
7 . 道路開発資金の事業費には、 本州四国連絡橋公団 (前

年度は東京湾横断道路株式会社を含む。)への融資予定

額10年度要求20,000百万円、 前年度57,340百万円を含

む。
8 . 地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体に

対する有料道路融資である。
9 . N T T - A 型事業は含まない。
10. この他に街並み ･まちづくり総合支援事業 (建設省全

体で事業費389億円、 国費131億円) がある。

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団

首 都 高 速 道 路 公 団

阪神 高速 道路 公団
本州 四 国 連 絡 橋 公団

東京湾横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等

小 計
道 路 開 発 資 金

2 ,666,691

1,838,226

(1,195,000)

282,675

227,717

143 ,323

134 ,750

2 ,626 ,691

6 ,000

448,755

269,295

30 ,750

29,800

53 ,333

35 ,577

418 ,755

30 ,000

3,155,778

1,886,000

(1,168 000)

322,733

316,904

313,331

124,767

166,455

3 ,130,190

82,928

443 ,964

25q 522

25 ,000

39,400

43 ,377

44,166

402 ,465

4上499

0.85

0.97

(L 02)

0･88

0.72

0.46

0･81

0.84

0･72

1‐01

1.07

1.23

0‐76

1.23

0 .81

1.04

0 .72

道 路 整 備 計
(物流効率化による

経済構造改革特別枠)

(生活関連等公共事業
重点化枠)

7,528 ,384

( 284 ,754)

( 136,887)

3 ,369 ,150

( 172 ,200)

( 78,035)

8 ,175,679

ね懲)

3 ,438 ,762

( 116 ,396)

0･92 0.98

住宅宅地関連幹線道路
整備事業 (一般会計) 7,313 3 ,720 7,873 4 ,000 0.93 0･93

(単位 :百万円) h
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ま
た
、
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
の
所
要
の
財
源
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
揮
発

油
税
、
地
方
道
路
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
取
得
税
及

び
自
動
車
重
量
税
の
暫
定
税
率
の
適
用
期
限
を
五
カ
年
延

長
す
る
こ
と
を
併
せ
て
要
望
し
て
い
る
。

③

道
路
事
業
の
進
め
方
の
改
革

事
業
目
的
と
社
会
的
な
効
果
を
十
分
に
確
保
し
な
が
ら

投
資
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
道
路
事
業
の
効
率
的
、
透

明
性
の
確
保
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
新
た
な
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
に
お
い
て
も
道
路
事
業
の
進
め
方
の
改
革
を
大

き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
平
成

一
〇
年
度
に
お
い
て

は
以
下
の
と
お
り
一
連
の
改
革
を
強
力
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

①

道
路
事
業
の
効
率
化

D

重
点
投
資
を
行
う
分
野
の
明
確
化

社
会
、
経
済
、
生
活
が
直
面
す
る
課
題
解
決
を

支
援
す
る
た
め
、
経
済
構
造
改
革
の
支
援
等
の
緊

急
課
題
に
対
応
し
て
、
重
点
投
資
を
行
う
分
野
を

明
確
化
し
、
道
路
政
策
を
進
め
る
。

の

投
資
効
果
の
早
期
発
現

厳
し
い
財
政
制
約
の
下
、
道
路
事
業
全
体
の
一

層
の
重
点
化
を
図
る
た
め
、
新
規
の
事
業
着
手
は
、

真
に
緊
急
な
箇
所
に
つ
い
て
限
定
的
に
行
う
。
ま

た
、
さ
ら
に
事
業
効
果
の
早
期
発
現
を
目
指
す
た

め
、
用
地
取
得
の
目
途
が
立
ち
早
期
供
用
が
可
能

な
箇
所
に
投
資
の
重
点
化
を
図
る
。

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路

等
、
大
規
模
な
事
業
箇
所
に
つ
い
て
は
、
事
業
実

施
時
に
用
地
買
収
等
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

事
業
化
前
に
、
十
分
な
環
境
面
の
評
価
、
住
民
の

合
意
形
成
等
を
行
う
た
め
、
都
市
計
画
決
定
、
環

境
影
響
評
価
、
事
業
手
法
の
確
定
等
の
｢着
工
準

備
｣
を
行
う
。

め

事
業
コ
ス
ト
の
縮
減

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
道
路
事
業

を
効
率
的
･効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
｢公
共

工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
関
す
る
行
動
指
針
｣
及

び
同

｢行
動
計
画
｣
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
縮
減
に

努
め
る
。
さ
ら
に
、
用
地
取
得
や
埋
蔵
文
化
財
調

査
等
に
よ
る
遅
延
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
。

(例
)
･
鋼
橋
上
部
構
造
の
詳
細
設
計
と
工
場
製
作

の
一
体
発
注
に
つ
い
て
の
試
行

･
ト
ン
ネ
ル
換
気
設
計
基
準
の
改
訂

の

多
様
な
連
携
の
推
進

横
断
的
な
製
作
に
つ
い
て
は
、
省
庁
間
等
の
連

携
を
推
進
し
、
事
業
効
果
の
最
大
化
を
図
る
。

)

省

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　

輸

)

省

察

運

運
)
称

輸
援
警
)

、

、
省
仮

運
支
(

省
庁

省
輸
(

)

、
の

進

輪

土

産
運
業
省
省
り
推
達
国

通

(

事

産

産

く

の

、
(

(

業

ラ

通

通

づ
ム

庁
進

進
事
フ
(

、
市

ラ
察
推

推
進
ン
業

庁

都

グ

瞥

の

の
推

イ

事

察

･
口
(

策

援

策

ラ
進

造

警

リ

ブ

進

施

支
対
フ
推

創

(

く

策

推

ル

の

流

ン
送

圏

進

づ

対
の
ダ

革
物
イ
輸
力
准
域
滯
策

一

改
な
流
貫
活
の

地

渋

施

モ

造

的

交

一
紀
S

る

次

M
チ

機
合
際
合
世
T

あ

3

D

ル

済
総
国
複
れ
I

力
第
T

マ

経
D
の
め
の
め
活
D
の
め

0

O
1)第 3次渋滞対策プログラムの推進 (警察庁、 運輸省)

2)T D M 施策の推進 (警察庁、 運輸省)

3)マルチモーダル施策の推進 (国土庁、 運輸省)

4)路上工事の集中工事化等に向けたモデル工事の実施、 マニュアルの策定

(警察庁)
5)オムニバスタウン構想の推進 (警察庁、 運輸省)

6)駅内外歩行者快適化作戦 (運輸省)
7)電線類地中化の推進 (警察庁、 通産省、 郵政省、 自治省)

8)新産業創出基盤形成事業の推進 (通産省)

0 よりよい生活環境の確保

1)総合的な交通安全施策の推進 (警察庁 他)
2)バリアフリーの歩行空間整備 (厚生省、 運輸省)

3)生態系保全ネットワーク (農水省、 運輸省)

4)歴史的な道の整備活用の推進 (文化庁)

5)C 0 2排出抑制 (警察庁、 環境庁、 通産省、 運輸省)

6)道路交通騒音、 N o x排出抑制対策 (警察庁、 環境庁、 通産省、 運輸省)

○安心して住める国土の実現

1)治山事業と連携した道路上部斜面の落石対策 (林野庁)

2) G I S の整備 (国土庁 他)
0 道路事業の進め方の改革 )

擶
　
　

土
改
減

国
の
縮

　
　
　

　
　
　

　　の

の
事

:

s

業
工
叡

1
事
共
鑿

G

路
公
師

　
　
　
　 農道に関する連絡調整会議｣による両事業の効率的推進(農水省)

6 達箋行セ 97.10



②

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

D

個
別
事
業
の
評
価

平
成
九
年
度
の
事
業
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、
費

参
1

用
便
益
分
析

(B
/
C
)
を
含
め
た
評
価
指
標

(案
)
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
踏
ま
え
事
業
の
評
価

を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
評

価
手
法
を
充
実
さ
せ
、
平
成
一
○
年
度
新
規
箇
所

採
択
に
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、
事
業
途
中
段
階
、

事
業
完
了
後
に
お
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
評
価

を
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
。

の

施
策
の
評
価

個
別
事
業
の
評
価
に
加
え
て
施
策
の
評
価
を
実

施
す
る
た
め
、
渋
滞
対
策
、
交
通
安
全
等
の
施
策

別
に
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
状
況
等
に
つ
い

て
客
観
的
な
指
標
を
用
い
た
評
価
手
法
を
検
討
の

う
え
試
行
す
る
。

め

社
会
実
験
の
積
極
的
な
実
施

新
規
施
策
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
場
所
や
期

間
を
限
定
し
て
、
国
民
と
共
に
施
策
･
事
業
を
試

行
･
評
価
す
る
社
会
実
験
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
当
事
者
で
あ

る
市
町
村
と
国
と
が
直
接
協
力
す
る
体
制
を
構
築

し
、
必
要
な
費
用
に
つ
き
重
点
的
に
支
援
す
る
。

(例
)
･
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施

策

札
幌
市
、
金
沢
市

等

･
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
整
備

浜
松
市

等

③

透
明
性
の
確
保
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ

ン
ト

(P
I
)
の
実
施

D

道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
都
市
計
画
道
路
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
公
表

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
た
な
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
の
策
定
に
あ
わ
せ
、
高
速
自
動
車
国

道
か
ら
市
町
村
道

(共
同
溝
、
駐
車
場
を
含
む
)、

都
市
計
画
道
路
の
事
業
着
手
及
び
完
了
年
度
等
を

明
示
し
た
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、
公
表
す
る
。

の

パ
ブ
リ
ッ
ク

･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
実
施

国
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
す
る
た
め
、
パ

参
2

ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
方
式
を
導
入

し
、
対
話
を
行
い
な
が
ら
施
策
の
展
開
を
図
る
。

の

国
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

複
数
の
道
路
管
理
者
が
道
路
に
関
わ
る
意
見
、

相
談
、
提
案
等
を
総
合
的
に
受
け
る
窓
ロ
を
充
実

さ
せ
る
。
(｢道
の
相
談
室
｣
の
設
置
)

④

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

国
民
と
行
政
･
官
と
民
･
国
と
地
方
が
適
切
に
役

割
分
担
し
た
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す

る
-0

9

国
民
と
行
政
の
役
割
分
担

生
活
に
密
着
し
た
地
域
的
な
道
路
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
地
域
住
民
の
参
加
の
下
に
管
理
が
行
わ
れ

る
仕
組
み
を
検
討
し
、
具
体
化
を
図
る
。

(例
)
･
地
域
住
民
等
と
連
携
し
た
斜
面
等
の
監
視

等
を
行
う
手
法
の
試
行

"

官
と
民
の
役
割
分
担

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
I

セ

C
や
S
A
等
に
お
い
て
、
民
間
の
資
金
、
技
術
力
、
新

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
っ
た
民
間
活
力
の
一
層
の

活
用
を
図
る
。

(例
)
･
I
C
等
の
利
用
可
能
地
に
お
け
る
民
間
利

便
施
設
の
設
置

･
民
間
に
よ
る
I
C

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ

ス
の
整
備

･
S
A
･
P
A
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
多
様
化

97 .10 7

へ参
〉
1

費
用
便
益
分
析

(B
/
C
)

事
業
に
投
じ
た
費
用
と
生
じ
る
便
益

(効
果
)
の
比
に
よ

り
投
資
効
果
を
評
価
す
る
分
析
手
法
。

2

パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
メ
ン
ト
方
式

計
画
策
定
、
意
志
決
定
等
の
段
階
で
国
民
参
加
の
機
会
を

確
立
す
る
方
式
。
参
加
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
様
々
な
手
法
で

行
う
。

2

重
点
施
策
の
概
要

三

経
済
構
造
改
革
の
支
援
-

の

総
合
的
な
物
流
効
率
化
の
支
援

参

総
合
物
流
施
策
大
綱
に
基
づ
き
関
係
省
庁
と
の
連
携
の

も
と
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
。

①

物
流
効
率
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

D

高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備

広
域
的
な
物
流
体
系
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を



果
た
す
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
等

の
整
備
を
推
進
し
、
物
流
の
効
率
化
を
図
る
。
そ

の
際
、
国
土
空
間
の
有
効
活
用
を
図
り
、
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
の
自
立
的
な
発
展
を
支
え
る
循
環
型
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
重
点
的
に
整
備
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
推
進

･
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
推
進

建
設
費
=

、
九
五
〇
億
円

(倍
率
一
･
0
二
)

･
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路

建
設
費

七
、
八
六
四
億
円

(倍
率
一
･
0
三
)

･
高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用
予
定

高
速
自
動

車
国
道
の
拡
幅
供
用
園
一
蹴
を
含
め
一
五
三

　
･本
州
四
国
連
絡
道
路

(尾
道
･今
治
ル
ー
ト
)

の
海
峡
部
の
橋
梁
の
完
成
に
よ
り
経
路
の
選

択
性
高
ま
る

･
新
規
着
工
準
備

東
海
環
状
自
動
車
道

(養
老
-
北
勢
)
等

七
箇
所

･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進

事
業
費
三
、
四
七
八
億
円

(倍
率
一
･
0
九
)

･
地
域
高
規
格
道
路
の
供
用
予
定

の

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

国
際
港
湾
、
空
港
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
、
広

域
物
流
拠
点
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
重
点

的
な
整
備
を
連
携
し
て
行
う

｢国
際
交
流
イ
ン
フ

ラ
推
進
事
業
｣
を
推
進
す
る
。

②

車
両
の
大
型
化
へ
の
対
応

(重
点
事
項
)

物
流
拠
点
、
重
要
港
湾

･

･
国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

対
象
地
域

一
三
地
域

め

港
湾
、
空
港
等
と
連
携
し
た
道
路
整
備

港
湾
･
空
港
な
ど
の
交
通
拠
点
の
機
能
向
上
を

図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道

路
の
一
体
的
整
備
や
高
規
格
幹
線
道
路
等
か
ら
交

通
拠
点
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
を
整
備
す
る
。

特
に
国
内
輸
送
に
つ
い
て
は
、
陸
上
輸
送
か
ら

の
転
換
を
行
い
、
内
航
海
運
の
利
用
促
進
を
図
る

複
合
一
貫
輸
送
を
推
進
す
る
。
こ
の
た
め
内
貿
タ

ー
ミ
ナ
ル
等
の
整
備
と
連
携
し
つ
つ
、
港
湾
と
内

陸
部
と
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
等
を
重
点
的
に

整
備
す
る

｢複
合
一
貫
輸
送
推
進
イ
ン
フ
ラ
事
業

(仮
称
)｣
を
創
設
す
る
。
[新
規
]

(重
点
事
項
)

･
複
合
一
貫
輸
送
推
進
イ
ン
フ
ラ
事
業

(仮
称
)

の
創
設

(新
規
)

国
内
貨
物
輸
送
に
お
け
る
内
航
海
運
の
利
用

促
進
の
た
め
の
港
湾
へ
の
連
絡
道
路
を
重
点

的
に
整
備

へ参
〉
総
合
物
流
施
策
大
網

(平
成
九
年
四
月
四
日
閣
議
決
定
)

こ
の
大
網
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
、
社
会
資
本
整

備
、
規
制
緩
和
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
な
ど
の
総
合
的
な

物
流
施
策
を
推
進
。

物
流
拠
点
、
重
要
港
湾
等
を
連
絡
す
る
高
規
格
幹

線
道
路
、
一
般
国
道
等
を
中
心
と
す
る
約
六
万
鹸
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
車
両
の
大
型
化

(車
両

総
重
量
二
五
t
)
へ
の
対
応
の
た
め
平
成
一
四
年
度

ま
で
に
既
設
橋
梁
の
補
強
等
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
フ
ル
積
載
し
た
I
S
O
規
格
背
高
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
の
通
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

構
造
物
の
再
改
築
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
箇
所
の

事
業
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
車
両
の
大
型
化
に
対
応
す
る
橋
梁
の
補
強
等

整
備
量

約
三
、
0
○
○
如

②

中
心
市
街
地
の
活
性
化

①

中
心
市
街
地
の
活
性
化
基
盤
の
充
実

都
市
環
状
道
路
、
バ
イ
パ
ス
、
放
射
道
路
、
都
心

環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
的
な
整

備
を
推
進
し
、
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ

ィ
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
等
が
駐
車
需
要
や
土
地
利

用
状
況
等
を
勘
案
し
て
行
う
市
街
地
型
の
駐
車
場
整

備
に
対
し
て
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の

補
助
の
拡
充
、
有
料
融
資
事
業
の
無
利
子
貸
付
の
拡

充
等
の
支
援
を
図
る
。
[新
規
]

さ
ら
に
、
街
区
の
再
編
や
各
種
施
設
の
立
地
誘
導

等
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再



開
発
事
業
を
拡
充
す
る
。
[新
規
]

(重
点
事
項
)

･
駐
車
場
整
備
の
推
進

事
業
費
五
九
五
億
円

(倍
率
一
･
0
二
)

②

中
心
市
街
地
活
性
化

(賑
わ
い
の
地
区
形
成
)
方

策
の
充
実

中
心
市
街
地
の
関
係
者
と
地
元
自
治
体
が
一
体
と

な
っ
て
策
定
す
る
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
道
路
事

業
の
各
種
メ
ニ
ュ
ー

(電
線
類
の
地
中
化
、
モ
ー
ル

化
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
)
を

一
括
し
て
採
択
し
、

短
期
集
中
的
に
事
業
を
推
進
す
る

｢賑
わ
い
の
道
づ

く
り
事
業
｣
を
創
設
す
る
。
[新
規
]

中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
都
市
の
再
開
発
を
一
層

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
促
進
に
資
す
る
関
連
道
路
、

広
場
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
等
の
施

設
整
備
を
推
進
す
る

｢都
市
再
開
発
関
連
公
共
施
設

等
整
備
促
進
事
業
(仮
称
)｣
を
創
設
す
る
。
[新
規
]

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
の
道
路
整

備
を
、通
産
省
施
策
と
の
連
携
の
も
と
実
施
す
る
｢21

世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣を
推
進
す
る
。
(二
七
圏
域

で
認
定
済
)

(重
点
事
項
)

･
賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
の
創
設

(新
規
)

約
二
○
箇
所

･
都
市
再
開
発
関
連
公
共
施
設
等
整
備
促
進
事
業

(仮
称
)
(新
規
)

事
業
費

六
〇
億
円

③

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
支
援

高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け
た
民
間
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
支
援
の
た
め
、
収
容
空
間

(情
報
B
O

X
、
電
線
共
同
溝
、
共
同
溝
)
を
整
備
す
る
。
二
〇
一
〇

年
ま
で
に
概
ね
一
五
万
蝿
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
平
成

一
○
年
度
は
都
市
の
中
心
部
や
都
市
間
の
主
要
幹
線
道
路

な
ど
情
報
通
信
ニ
ー
ズ
の
高
い
区
間
に
お
い
て
整
備
を
推

進
す
る
。(重

点
事
項
)

･
情
報
B
O
X
の
整
備

約
二
、
三
〇
〇
蝿

上
記
を
含
む
収
容
空
間
整
備
事
業

事
業
費
二
、
六
九
六
億
円

(倍
率
一
･
一
0
)

印

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
情
報
化
(-
T
S
)の
推
進

渋
滞
･
交
通
事
故
等
の
道
路
交
通
問
題
解
決
の
切
り
札

で
あ
り
、
か
つ
新
産
業
創
出
が
期
待
さ
れ
る
I
T
S
に
つ

い
て
、
｢I
T
S
全
体
構
想
｣
に
基
づ
き
、
実
用
化
･展
開

や
研
究
開
発
、
シ
ス
テ
ム
の
共
通
基
盤
の
構
築
、
国
際
標

準
化
活
動
の
支
援
を
強
力
に
推
進
す
る
。

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)

に
つ
い
て
は
、
実
用
化
に
着
手
す
る
。
ま
た
A
H
S

(自

動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
)
や
道
路
管
理
の
情
報
化
に
関
す

る
研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
物
流
の
効
率
化
に

関
す
る
研
究
開
発
に
着
手
す
る
。

さ
ら
に
I
T
S
の
統
合
化
に
不
可
欠
な
汎
用
的
な
通
信

規
約
な
ど
の
調
査
･
研
究
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
I
T
S
の
研
究
開
発
等
の
総
合
的
な
推
進

事
業
費
九
二
億
円

(倍
率
一
･
一
八
)

1

一二
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
の
支
援

一

の

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
推
進

(渋
滞
対
策
)

①

第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

平
成
九
年
度
中
に
策
定
す
る

｢第
三
次
渋
滞
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
き
、
都
市
規
模
、
交
通
特
性

に
応
じ
た
環
状
道
路
な
ど
の
幹
線
道
路
整
備
、
交
通

需
要
の
調
整
･
抑
制
策
で
あ
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

(T
D
M
)
施
策
、
交
通
需
要
の
転
換
策
で
あ

る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
、
全
国

の
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
渋
滞
解
消
を
図
る
。
[新
規
]

(重
点
事
項
)

･
渋
滞
の
解
消
又
は
緩
和
さ
れ
る
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン

ト

約
三
、
二
〇
〇
箇
所
の
う
ち
約
一
八
〇
箇
所

･
連
続
立
体
交
差
事
業

J
R
仙
石
線
(仙
台
市
)、

J
R
山
陰
本
線

(出
雲
市
)
等

六
三
箇
所

･
路
面
電
車
の
延
伸
、
新
設
へ
の
支
援
拡
充
(新
規
)

広
島
市
等

･
環
状
道
路
の
整
備

一
般
国
道
一
九
二
号

徳
島
南
環
状
道
路
等

三
五
箇
所

②

路
上
工
事
の
縮
減

道
路
の
掘
り
返
し
を
抜
本
的
に
削
減
す
る
た
め
、

電
力
･
通
信
線
等
の
基
幹
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
収
容
す



る
共
同
溝
整
備
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。
[新
規
]

主
要
な
都
市
に
お
い
て
、
年
末
･
年
度
末
の
路
上

工
事
の
抑
制
期
間
の
拡
大
、
年
間
路
上
工
事
件
数
の

目
標
値
の
設
定
･
総
量
規
制
の
徹
底
を
図
る
。
ま
た

工
事
期
間
の
短
縮
を
促
進
す
る
制
度
を
検
討
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
共
同
溝
整
備
事
業

一
般
国
道
一
号

麻
布
共
同
溝
等

整
備
量

約
二
〇
蝿

事
業
費
五
七
四
億
円

(倍
率
一
･
○
○
)

②

地
域
･
都
市
の
基
盤
の
形
成

住
宅
宅
地
開
発
に
必
要
不
可
欠
な
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の

整
備
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
宅
地
関
連
公
共

施
設
整
備
促
進
事
業

(関
公
)
の
拡
充
を
図
る
。
[新
規
]

ま
た
、
関
係
機
関
等
と
の
協
力
の
も
と
電
線
共
同
溝
の

整
備
を
推
進
し
、
平
成
=

年
度
ま
で
に
二
、
○
○
○
畑

程
度
の
電
線
類
地
中
化
を
目
標
と
す
る
第
三
期
電
線
類
地

中
化
五
箇
年
計
画
を
一
年
前
倒
し
て
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
電
線
共
同
溝
の
整
備
推
進

整
備
量

約
七
五
〇
蛔

③
地
域
づ
く
り
の
支
援

活
力
あ
る
地
方
圏
を
形
成
す
る
た
め
、
交
流
ふ
れ
あ
い

ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
、
新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事

業
、
道
の
駅
等
を
引
き
続
き
整
備
す
る
と
と
も
に
、
複
数

の
市
町
村
が
策
定
す
る
連
携
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
市

町
村
間
連
絡
道
路
の
整
備
を
重
点
支
援
す
る

｢地
域
連
携

強
化
支
援
道
路
事
業
｣
を
創
設
す
る

[新
規
]
な
ど
、
地

域
の
連
携
強
化
を
支
援
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
の
創
設

(新
規
)

約
四
○
箇
所

･
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

宮
城
県
風
越
ト
ン
ネ
ル
等

八
〇
箇
所

一
三

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
-

=

安
全
な
生
活
空
間
の
確
保

①

交
通
安
全
施
策
の
着
実
な
推
進

｢第
六
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇

年
計
画
｣
に
基
づ
き
、
公
安
委
員
会
と
連
携
し
、
事

故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ

ー
ン
形
成
事
業
な
ど
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業

一
般
国
道
一
号

一
ノ
坪
交
差
点

(京
都
府
八

幡
市
)
等

約
一
、
三
〇
〇
箇
所

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業

旗
の
台
地
区

(東
京
都
品
川
区
)
等

約
一
二
○
地
区

②

良
好
な
生
活
環
境
の
形
成

バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
い
役
割
が
変
化
し
た
道

路
や
補
助
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
等
の
利

便
性
向
上
を
前
提
と
し
て
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

の
導
入
、
歩
道
拡
幅
、
自
転
車
道
の
設
置
等
を
行
う

な
ど
道
路
空
間
の
再
構
築
を
進
め
る
。

ま
た
、
幅
の
広
い
歩
道
の
整
備
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
歩
行
空
間
整
備
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域

の
参
加
に
よ
る
歩
行
空
間
の
点
検
に
基
づ
き
、
横
断

歩
道
橋
の
撤
去
･
ス
ロ
ー
プ
化
･
沿
道
建
築
物
へ
の

直
結
化

(建
築
物
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
等
の
活
用
)
等

の
必
要
な
改
善
を
行
う
。

(重
点
事
項
)

･
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

事
業
費
三
、
六
〇
八
億
円

(倍
率
一
･
0
二
)

平
井
駅
周
辺
地
区

(東
京
都
江
戸
川
区
)
等

約
二
〇
○
地
区

･
道
路
空
間
の
再
構
築

ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入

浜
松
市

②

良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成

①

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
な
ど
地
球
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
我
が
国
の
二
酸
化

炭
素
排
出
総
量
の
二
割
弱
を
占
め
る
自
動
車
交
通
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
排
出
抑
制
等
に
努
め
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
環
状
道
路
の
整
備
や
交
差
点
改
良
、
交

通
重
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
な
ど
に
よ

る
交
通
流
の
円
滑
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車

(電
気
自

動
車
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
等
)
の
普
及
な
ど
、
総
合

的
な
施
策
を
推
進
す
る
。
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②

沿
道
環
境
の
改
善

夜
間
騒
音
の
要
請
限
度
を
超
え
る
区
間
に
つ
い
て

低
騒
音
舗
装
、
遮
音
壁
の
設
置
な
ど
の
道
路
構
造
対

策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
｢幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備

に
関
す
る
法
律

(沿
道
法
)｣
を
活
用
し
、
建
物
防
音

工
事
助
成
や
緩
衝
建
築
物
の
誘
導
な
ど
道
路
交
通
騒

音
対
策
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
道
路
交
通
騒
音
低
減
の
た
め
の
道
路
構
造
対
策
、

沿
道
整
備事

業
費
四
〇
一
億
円

(倍
率
一
･
0
五
)

一
四

安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
一

道
路
は
、
国
民
生
活
、
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も

基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
国
土
保
全
、
危
機
管
理
の

観
点
か
ら
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
空
間
の
確
保
を

推
進
す
る
。
特
に
、
安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
体
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
が

重
要
で
あ
る
o

①

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
の
推
進

｢阪
神
･
淡
路
地
域
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
方

針
｣
(阪
神
･
淡
路
復
興
対
策
本
部
決
定
)
に
基
づ

き
、
被
災
地
域
の
生
活
の
再
建
、
経
済
の
復
興
、
安

全
な
地
域
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
道
路
事
業
、
土
地

区
画
整
理
事
業
等
を
推
進
す
る
。

②

道
路
の
防
災
対
策
･震
災
対
策

広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
平
成
八
、
九
年
度
に
実
施
し
た
道

こ
の
た
め
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て

｢物
流
効
率
化
に

路
防
災
総
点
検
に
基
づ
く
防
災
対
策
、
耐
震
補
強
を

よ
る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠
｣
な
ら
び
に

｢生
活
関
連
等

引
き
続
き
実
施
す
る
。
特
に
緊
急
輸
送
道
路
に
つ
い

公
共
事
業
重
点
化
枠
｣
を
要
望
す
る
。
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引
き
続
き
実
施
す
る
。
特
に
緊
急
輸
送
道
路
に
つ
い

て
は
、
橋
梁
等
の
耐
震
補
強
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
防
災
総
点
検
に
基
づ
く
防
災
対
策
･
震
災
対
策

事
業
費
四
、
六
七
九
億
円

(倍
率
二
･
0
二
)

③
防
災
管
理
体
制
の
強
化

大
規
模
な
道
路
災
害
の
発
生
に
対
し
て
、
復
旧
の

た
め
の
道
路
管
理
者
間
の
相
互
支
援
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
防
災
カ
ル
テ
や
移
動
電
子
端
末
等
を

用
い
た
災
害
要
因
を
よ
り
効
果
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

管
理
方
法
を
導
入
す
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
等
と
連

携
し
て
、
斜
面
等
の
監
視
、
異
常
の
通
報
を
行
う
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

3

物
流
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠
及
び
生

活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化
枠
概
算
要
望
概
要

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
健
全
で

活
力
あ
る
経
済
の
実
現
と
い
う
明
る
い
展
望
を
切
り
開
く

た
め
、
経
済
構
造
改
革
関
連
の
社
会
資
本
に
つ
い
て
、
物

流
の
効
率
化
に
資
す
る
も
の
を
中
心
と
し
て
、
優
先
的
、

重
点
的
に
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
国
民
生
活
の
豊
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
相
対
的
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
生
活
関
連
の
社

会
資
本
へ
の
重
点
化
を
図
る
。

1

物
流
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠

ゆ

連
携
交
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
と
な
る
高

規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備

①

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

国
際
交
流
を
促
進
し
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図

る
た
め
、
国
際
空
港
･
港
湾
、
高
規
格
幹
線
道
路
等

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
導
入
に
伴

う
車
両
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
補
強
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
運
輸
省
と
連
携
し
て
行
う
国
際
交
流
イ

ン
フ
ラ
推
進
事
業

(計
画
策
定
一
三
地
域
)
に
つ
い

て
、
特
に
効
果
の
高
い
箇
所
に
つ
い
て
重
点
的
な
整

備
を
図
る
。

事
業
費

一
、
-
-
四
億
円

国

費

七
〇
八
億
円

②

国
内
貨
物
の
複
合
一
貫
輸
送
体
系
の
構
築

(複
合
一
貫
輸
送
推
進
イ
ン
フ
ラ
事
業

(仮
称
))

国
内
貨
物
の
効
率
的
な
輸
送
体
系
を
構
築
す
る
た

め
、
運
輸
省
の
行
う
複
合
一
貫
輸
送
に
対
応
し
た
内

貿
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
整
備
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
港

湾
と
内
陸
部
と
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
整
備
に
つ

い
て
、
特
に
効
果
の
高
い
箇
所
に
つ
い
て
重
点
的
な

整
備
を
図
る
。



事
業
費

六
三
九
億
円

国

費

三
五
八
億
円

③

空
港
及
び
臨
空
型
の
物
流
拠
点
の
支
援

物
流
の
効
率
化
と
併
せ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
、
空
港
の
機
能
強
化
と
連
携
を
図
り
つ

つ
、
空
港
と
臨
空
型
の
物
流
拠
点
等
の
連
絡
を
強
化

す
る
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
特
に
効
果
の
高
い
箇
所

の
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

事
業
費

三
〇
九
億
円

国

費

二
〇
七
億
円

④

21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

地
域
拠
点
･
産
業
拠
点
の
形
成
な
ど
を
図
る
地
域

の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
通
産
省
の
産
業
支
援
と
併

せ
て
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
地
方
都
市
の
活
力
を
高
め
る

｢21
世
紀

活
力
圏
創
造
事
業
｣
に
つ
い
て
、
重
点
投
資
す
る
こ

と
に
よ
り
特
に
物
流
の
効
率
化
に
資
す
る
箇
所
に
つ

い
て
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

事
業
費

二
九
三
億
円

国

費

一
九
七
億
円

②

経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
中
心
市
街
地
の
整
備

①

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
道
路
整
備

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商
店
街
へ

の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
や
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス

確
保
の
た
め
の
道
路
･
駐
車
場
等
の
整
備
を
商
店
街

等
と
連
携
し
て
行
う
事
業
の
う
ち
、
早
期
に
効
果
を

発
揮
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

事
業
費

四
九
四
億
円

国

費

二
五
〇
億
円

2

生
活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化
枠

◎

快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
質
の
高
い
生
活
環
境
の
創
出

①

環
状
道
路
の
整
備

市
街
地
へ
の
通
過
交
通
の
流
入
を
減
少
さ
せ
、
交

通
渋
滞
を
解
消
し
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

環
状
道
路
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
平
成
一
〇
年
度

供
用
予
定
箇
所
を
中
心
に
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

事
業
費

一
四
九
億
円

国

費

九
七
億
円

②

渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解
消

平
成
九
年
度
に
策
定
す
る
新
た
な
渋
滞
対
策
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
交
差
点
等
の
主
要
な
渋
滞
ポ
イ

ン
ト
の
混
雑
を
解
消
･
緩
和
す
る
た
め
、
特
に
渋
滞

の
著
し
い
箇
所
の
う
ち
平
成
一
〇
年
度
に
事
業
が
完

了
す
る
箇
所
に
つ
い
て
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

事
業
費

一
九
〇
億
円

国

費

三
一
億
円

③

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
整
備

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
移
動
の
利
便
性
･
快
適
性
の

向
上
に
よ
り
、
快
適
で
豊
か
な
都
市
生
活
を
創
出
す

る
た
め
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
整
備
に
つ
い
て
、

平
成
一
○
年
度
供
用
予
定
箇
所
の
重
点
的
な
整
備
を

図
る
。

事
業
費

九
五
億
円

国

費

四
八
億
円

④

交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

地
形
的
な
制
約
か
ら
相
互
の
交
流
が
遅
れ
て
い
る

都
道
府
県
間
、
市
町
村
間
等
を
連
絡
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
間
の
連
携
･
交
流
を
促
進
し
、
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る

｢交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁

整
備
事
業
｣
に
つ
い
て
、
平
成
一
○
年
度
供
用
予
定

箇
所
の
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

事
業
費

七
八
億
円

国

費

三
九
億
円

⑤

電
線
類
地
中
化
の
推
進

良
好
な
都
市
景
観
の
形
成
と
安
全
で
快
適
な
歩
行

空
間
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
質
の
高
い
生

活
を
実
現
す
る
高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け

た
全
国
的
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
推
進
す
る
た
め
、
電
線
類
の
地
中
化
と
情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ
の
収
容
空
間
に
つ
い
て
人
ロ
一
〇
万
人
以

上
の
都
市
に
お
け
る
平
成
一
〇
年
度
完
了
予
定
箇
所

の
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

事
業
費

二
一
五
億
円

国

費

一
一
五
億
円

⑥

事
故
多
発
地
点
に
お
け
る
交
通
安
全
施
策
の
集
中

的
実
施

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
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② ⑧ ⑦
の い 設 る 成 備 る 壁 過 騒 の の 予 る ｢

　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 　　　 　　　　　 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
土 る 成 お 、 者 行 加 造 低 限 区 実 く 整 う 対

　 　　　 　 　 　　　　 　　　
　 　　　　　 　 　 　　 　 　　
づ 了 れ 院 加 ワ 歩 的 敷 ね 沿 三 総 ○ し

　 　　　　　 　 　　　　　 　 　　
の 箇 の 祉 援 を 間 進 遮 黛 夜 市 施 完 わ
推 所 広 施 ず 形 整 ず 音 超 間 圏 策 了 れ

物流効率化による経済構造改革特別枠及び 及 て た 生
①

進
生活関連等公共事業重点化枠事業要望総括表 び 、 め 活 阪 震

(単位 ;百万円) 市 市 、 再 神 災
要 望 額 街 街 復 建 . 復

X 地 地 皿 を 湯 圃区 分
要 望 額

事業費 国 費

1,物流効率化による経済構造改革特別枠 284,754 172 ,000

(1)連携交流を支えるネットワークの骨格となる高規格幹線道路

等の整備
235,404 147,045

①国際交流インフラ推進事業 111,376 70 ,783

②国内貨物の複合一貫輸送体系の構築

(複合一貫輸送推進インフラ事業 (仮称))
63 ,863 35,790

③空港及び曲空型の物流拠点の支援 30,872 20,728

④21世紀活力圏創造事業 29,293 19,744

(2)経済 ･社会活動を支える中心市街地の整備 49,350 24,955

①中心市街地活性化のための道路整備 49,350 24 ,955

2.生活関連等公共事業重点化枠 136,887 78 ,035

(1)快適なくらしを支える質の高い生活環境の創出 97,121 56 ,325

①環状道路の整備 14 ,940 9 ,734

②渋滞ポイントの解消 18,972 11,073

③都市モノレール等の整備 9,540 4 ,770

④交流ふれあいトンネル ･橋梁整備事業 7,800 3,900

⑤電線類地中化の推進 21,530 11,512

⑥事故多発地点における交通安全施策の集中的実施 8,458 5 ,251

⑦良好な沿線環境づくりのための総合的施策の実施 8,474 5,626

⑧高齢者等の社会参加を支援する歩行空間整備 7 ,407 4,459

(2)安全で安心できる国土づくり ･地域づくりの推進 39,766 21,710

①震災復興支援のための道路整備 11'000 5,500

②法面防災対策の推進 17,542 10 ,073

③耐震性向上のための道路橋の補強 11,224 6 ,137

道 路 整 備 計 42上641 250,035

街 街 復 建 ･ 復
地 地 興 を 淡 興
再 の 推 支 路 支
開 再 進 援 大 援
発 生 地 し 震 の
事 等 城 、 災 た
業 を に 安 に め
を 行 指 全 お の
推 う 定 な け 道
進 土 さ 市 る 路
す 地 れ 街 被 整
る 区 た 地 災 備
0 画 地 を 者
整 域 形 の
理 に 成 早
事 お す 急
業 い る な

に が ン
②

対 必 ネ 豊 法 国 事
策 要 ル 浜 面 業
を と 坑 ト 防 費 費
完 さ ロ ン 災
了 れ 部 ネ 対 一
し た 等 ル 策 五 一
、 筒 の 崩 の 五 〇
道 所 緊 落 す雀 億 億
路 に 急 事 進 円 円
交 っ 点 故
通 い 検 を
の て 結 踏
安 、 果 ま
全 平 に え
性 成 基 実
を 一 づ 施
確 O き し
保 年 対 た
す 度 策 ト
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　事

業
費

一
七
五
億
円

国

費

一
〇
一
億
円

③

耐
震
性
向
上
の
た
め
の
道
路
橋
の
補
強
対
策
の
推

進
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
災
害
を
踏
ま
え
た
、
道
路

防
災
総
点
検
の
結
果
、
緊
急
的
に
対
策
が
必
要
と
さ

れ
た
橋
梁
の
う
ち
、
地
震
防
災
の
た
め
の

｢観
測
強

化
地
域
｣
及
び

｢特
定
観
測
地
域
｣
に
指
定
さ
れ
た

地
域
等
の
緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
に
つ
い
て
、
橋

脚
補
強
等
所
要
の
対
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

事
業
費

一
三
一億
円

国

費

六
一
億
円

四

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
財

源
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
従

来
か
ら
受
益
者
負
担
･
損
傷
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ
く

道
路
特
定
財
源
制
度
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
道
路
特
定
財
源
諸
税
に
つ
い
て
は
、
来
年
春
で

暫
定
税
率
の
期
限
が
到
来
す
る
が
、
新
た
な
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
の
実
施
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
暫

定
税
率
の
適
用
期
限
を
五
年
間
延
長
す
る
要
望
を
し
て
い

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
一
般
財

源
化
や
転
用
等
の
声
も
あ
り
、
道
路
特
定
財
源
を
取
り
ま

く
諸
情
勢
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
今
後
年

末
に
向
け
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
旧
国
鉄
債

務
に
つ
い
て
も
、
道
路
特
定
財
源
を
転
用
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
旧
国
鉄
債
務
は
旧
国
鉄
経
営
、

国
鉄
改
革
後
の
資
産
売
却
の
遅
れ
等
が
原
因
で
あ
り
、
自

動
車
利
用
者
に
そ
の
負
担
を
求
め
る
の
は
合
理
的
根
拠
が

な
く
、
納
税
者
で
あ
る
自
動
車
利
用
者
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
考
え
て
い
る
o

関
係
業
界
の
方
々
か
ら
は
、
暫
定
税
率
の
軽
減
や
転
用

反
対
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
事

情
の
中
、
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
着
実
な
推
進

の
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
自

動
車
利
用
者
に
負
担
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
、
暫
定
税
率
の

維
持
と
道
路
特
定
財
源
の
全
額
道
路
整
備
へ
の
充
当
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

(道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官
)

な
に
で
も
ゞ
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特
集
/
平
成
亭
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
波

◎椴
国
道
関
係
予
算
の
概
要

下
保

修
※

上
野

進

一
郎
※
※

ワ
ー
ク
の
重
点
的
な
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
高
度
情
報

通
信
社
会
の
進
展
を
図
る
た
め
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構

築
支
援
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
整
備

等
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
交
差
点
立
体
化
等
に
よ
る
渋
滞
対
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
、
良
好
な

環
境
の
保
全
･
形
成
の
た
め
遮
音
壁
や
環
境
施
設
帯
の
設

置
な
ど
道
路
構
造
対
策
等
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
の
た
め
、
橋

梁
等
の
耐
震
補
強
、
及
び
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の
道
路

防
災
総
点
検
や
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
等
緊
急
点
検
結
果
に
基
づ

く
防
災
対
策
を
推
進
す
る
。

以
下
に
平
成
一
○
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算

(概
算

要
求
)
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五
三
、

0
0
0
如
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
般
国
道
は
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹
線
道
路
と
一

体
と
な
っ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
し
、
全
国
的

な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保
、
地
域
連
携
の
強
化
及
び
地
域
振
興
支
援
等

の
機
能
を
有
し
、
我
が
国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的

交
通
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
都

市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻
化
、
交

通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等
で
は
狭
隧
区

間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能
区
間
等
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線
以
上

で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
五
、
四
〇
九
如

(
一

0
･
一
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
改
良
済
み

区
間
四
六
、
六
〇
一
如

(八
七
･
四
%
)
で
あ
っ
て
も
交

通
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間

(混
雑
度
一
･

○
以
上
の
区
間
)
が
二
四
、
一
六
九
蝿

(四
五
･
三
%
)

に
達
し
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
平
成
一
○
年
度
を
初
年
度

と
す
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
平
成

一
〇
年
度
は
そ
の
初
年
度
と
し
て
、
広
域
的
な
物
流
の
効

率
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
指

定
さ
れ
た
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
や
地
域
高
規
格

道
路
を
重
点
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
都
市
環
状
道
路
、
バ

イ
パ
ス
、
放
射
道
路
、
都
心
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
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表 1 平成10年度新規着工準備箇所一覧
(1) 一般国道自動車専用道路

路 線 名 箇 所 名 長
塒

延
は 露 県 名

醸
鑓
轆

動

動

動

ム日

白
目
白
ロ

貫

貫

状

縦

縦

環

陸

豆

海

三

伊

東

期q路道
靜勢

路
だ
田
歌北

道
比
下

~

@桑
づ津
躬老

鳩唐
赫河
め養

碍
鰐
踞
計

4

狙

館

道

道

道

国

国

国

合

3

6

18

27

轄

轄

轄

直

直

直 重

城

同

三

宮

静

阜岐

(2) 高速自動車国道と並行する一般国道自動車専用道路

並行高速国道路線名 箇 所 名 長
"

延
俶

業
体

事
主 県 名

道
鞠

車

目

道

動

北

車

目

東

動

道

断

岸

目

車

横

沿

央

動

道

海

中

目

海

本

北

陰

北

日

東

山

繊
路

拶荘

路

道

路
臥本

道
接山

道
は保
款北
め中

努室
盡
貝
閉止
4
は伯

な根
に仁
↓新
3東

号

号

号

号

計

44

7

13

9

道

道

道

道

国

国

国

国

合

7

12

5

12

節

轄

轄

諸

轄

直

直

直

直

道

印

形

取

海北

秋

山

鳥

(注)1.新規着工準備箇所 :事業着手に向け、 都市計画決定手続き、 環境影響評価手続

き、 事業手法の確定等を進める箇所。
2.合計は端数調整の関係で各区間の延長の累計とは一致しない。

一
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
し
、

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
0
0
0
畑
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
如

(本
州
四

国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い

る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
海
環
状
自
動
車
道
、

京
奈
和
自
動
車
道
等
大
都
市
圏
を
中
心
に
積
極
的
な
事
業

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道

(国
道
四

五
号

唐
桑
道
路
)、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
(国
道
四
一
四

号

河
津
下
田
道
路
)
等
二
七
如
の
区
間
の
新
規
着
工
準

備
を
要
求
し
て
い
る
o

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行

す
る
一
般
国
道
に
お
い
て
既
に
事
業

に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路

の
整
備
を
促
進
し
、
当
面
そ
の
活
用

を
図
る
と
と
も
に
北
海
道
横
断
自
動

車
道

(国
道
四
四
号

根
室
道
路
)、

山
陰
自
動
車
道

(国
道
九
号

東
伯

中
山
道
路
)
等
三
五
蝿
の
区
間
の
新

規
着
工
準
備
を
要
求
し
て
い
る

(表

1
参
照
)。

さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事

業
と
密
接
に
関
連
す
る
東
京
外
か
く

環
状
道
路
、
名
古
屋
環
状
二
号
線
等

の
事
業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す
る
。

=

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道

路
網
を
形
成
し
、
地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
図
る
た
め
、

重
点
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
長
期
的
に
は
六
、
0
0
0
如
i
八
、
○
○
○
師
整
備

を
目
標
と
し
て
い
る
o

地
域
高
規
格
道
路
は
平
成
六
年
三

月
に
｢候
補
路
線
｣

と
し
て
一
〇
七
路
線
、
｢計
画
路
線
｣と
し
て
一
三
八
路
線

が
指
定
さ
れ
、
平
成
九
年
九
月
一
〇
日
付
け
で

｢整
備
区

間
｣
七
四
如
が
新
た
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
一
〇
年
度
は
直
轄
事
業
と
し
て
、
上
越
魚

沼
地
域
振
興
快
速
道
路
(国
道
二
五
三
号

八
箇
峠
道
路
)

等
二
九
虹
、
補
助
事
業
と
し
て
、
知
立
バ
イ
パ
ス
(延
伸
)

等
二
○
如
の
区
間
の
着
工
準
備
を
要
求
し
て
い
る

(表
2

参
照
)。

三

一般
道
路
の
整
備

1

一
次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
及
び
幅
員

狭
縊
区
間
の
解
消
、
冬
季
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
等
に
極
め
て
大

き
な
役
割
を
有
す
る
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及
び
権
限

代
行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の

区
間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進

め
て
い
る
。
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(2) エ区延伸箇所

路 線 名 箇 所 名 焉 霊 県 名

聾山沿福

海
皺
榊 だ麟

路
購

燃剛
盤雑

鴉
鯛
計

釀
離
合

3

9

12

直

直

島

岡

広

福

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、富
山
･

岐
卓
三
六
〇
号

(宮
川
細
入
道
路
)、
高
知
･愛
媛
一
九
四

号

(寒
風
山
道
路
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
宮
崎
･
大
分
三
二
六
号

(三
国
峠
道

路
)
に
つ
い
て
供
用
を
図
る
ほ
か
、
新
た
に
福
岡
･
大
分

四
四
二
号
の
竹
原
峠
道
路
及
び
三
重
･
滋
賀
四
二
一
号
の

い
し
ぐ
れ

石
榑
峠
道
路
の
新
規
着
工
準
備
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、

指
定
区
間
で
は
北
海
道
三
九
三
号
(赤
井
川
道
路
)、
二
七

四
号

(徹
別
道
路
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実

2 平成10年度地域高規格道路 (直轄) 新規着工準備箇所一覧平
鰤

2

新

路 線 名 箇 所 名 長
の

延
& 繋 県 名

繊総麒
鱗

撒
鰤

麒
鰯

上

中
路
鰯

道
づ津

洲峠
拂大

か箇
そ蘇

わ八
あ
阿

鍔
愕
計

第

5

道

道

国

国

合

10

7

17

轄

轄

直

直

潟

本

表

朝

施
す
る
。
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
交
通
不
能
区
間
の
解

消
を
図
る
べ
く
長
崎
四
四
四
号

(黒
木
道
路
)
の
供
用
を

図
る
ほ
か
、
福
島
三
四
九
号
、
新
潟
三
五
二
号
、
奈
良
一

六
八
号
、
高
知
四
三
九
号
、
宮
崎
三
八
八
号
等
の
整
備
を

促
進
す
る
。

平成10年度地域高規格道路 (補助) 新規着工準備箇所一覧
(1) 新規箇所

路 線 名 箇 所 名 裔 縦陳

繊
路

連

路

道
鞭
崎

道

沁
西
畝前
6官

め束
お御
鼠新

め岡
や谷
勘條

娚長
餓金
ご
五

鵡
鰍

約
西
ら良

路

3
東
勢相

道

助岡
や谷
じ路

娚
長
鳩金
糺越

鰐
鍔
膀
計

40

47

桁

道

道

道

国

国

国

合

3

5

5

蜷

具

県

躁

潟

剛

姐

新

静

帽

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混
雑
の

緩
和
、
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
の
交
通
拠
点
へ

(2) エ区延伸箇所

路 線 名 箇 所 名 長
砂

延
@ 魁府令都

政

路道

路

線

道

幹

た田
Q草

は豊
穣
天

%浦
秘本

劭衣
は熊

仲

仲

延

延

玖

敦
熱
瑯
"立
は島

ち
知
れ松

勢
鍔
計

遊
戯

国

国

合

リム
RU
ワ‘

県

県

知

本

愛

熊

の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
等
の

観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
整
備
効
果
が
発
現
で
き

る
箇
所
等
を
中
心
に
、
計
画
的
か
つ
重
点
的
に
事
業
の
展

開
を
図
る
。
ま
た
、
防
災
･
震
災
対
策
や
、
よ
り
よ
い
生

活
環
境
の
確
保
･
良
好
な
環
境
の
保
全
形
成
の
た
め
の
緑

化
･
環
境
対
策
等
を
推
進
す
る
。

○

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
交

通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と

と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る

役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
一
〇
年
度
は
、
既
着
手
箇
所
を
中
心
に
交
通
混
雑

や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重
点
を
お
く

と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
な
道
路

事
業
の
う
ち
、
早
期
完
成
に
よ
り
大
き
な
事
業
効
果
が
期

待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
へ

の
連
絡
を
強
化
す
る
整
備
に
つ
い
て
重
点
的
に
整
備
を
推

進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
愛
知
二
三
号

(岡
崎
バ

イ
パ
ス
)、
広
島
二
号

仝
ニ
原
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を
図

る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
岐
卓
二
五
六
号

(佐
賀
-
粟
野
バ
イ
パ
ス
)、
香
川
一
九
五
号
(川
東
香
南

バ
イ
パ
ス
)
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

②

渋
滞
対
策
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都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ

の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
需
要
の
大

き
な
伸
び
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て

お
り
、
渋
滞
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ロ
ス
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び

騒
音
･
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成

一
○
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
交

通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線
化
に
よ
る
幅
の

確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、

お
瞑
な
い

秋
田
四
六
号
(生
保
内
改
良
)、
神
奈
川
ニ
ハ
号
(相
模
原

拡
幅
)等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
大
阪
三
〇
九
号
(富

田
林
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を
図
る
。

③

交
通
安
全
対
策

改
築
事
業
の
推
進
が
交
通
の
安
全
確
保
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
現
道
拡
幅
、
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
う
歩
道
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

@

防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
豪
雪
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･

信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
と
し
て
、

平
成
八
･
九
年
度
実
施
の

｢道
路
防
災
総
点
検

(豪
雨
･

豪
雪
等
)｣
に
基
づ
き
、
緊
急
的
に
対
策
を
実
施
す
る
斜
面

等
に
つ
い
て
防
災
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
豊
浜
ト

ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
踏
ま
え
た
緊
急
点
検
結
果
に
基
づ
く

法
面
対
策
を
平
成
一
〇
年
度
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
予
定

で
あ
る
。

ま
た
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
教
訓
を
踏
ま
え
、

平
成
八
･
九
年
度
に
実
施
の
道
路
防
災
総
点
検
に
基
づ
き
、

被
災
の
危
険
性
の
あ
る
緊
急
輸
送
道
路
に
お
け
る
橋
梁
等

の
耐
震
補
強
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

③

沿
道
環
境
対
策

自
動
車
交
通
の
集
中
や
そ
れ
に
伴
う
渋
滞
の
た
め
、
騒

音
･
大
気
汚
染
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
良

好
な
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
夜
間
騒
音
の
要
請
限
度
を

超
え
る
区
間
に
つ
い
て
低
騒
音
舗
装
、
遮
音
壁
の
設
置
な

ど
道
路
構
造
対
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
｢幹
線
道
路
の
沿

道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(沿
道
法
)｣
を
活
用
し
、
建
物

防
音
工
事
助
成
や
緩
衝
建
築
物
の
誘
導
な
ど
道
路
交
通
騒

音
対
策
を
推
進
す
る
。

㈱

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

都
市
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
道
路
の
空
間
を
利

用
し
て
、
道
路
交
通
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
の
建
設
を
推
進
す
る
。

の

そ
の
他

耐
荷
力
の
不
足
し
て
い
る
老
朽
橋
の
架
替
、
踏
切
道
の

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、半
島
循
環
道
路
(昭

和
六
三
年
一
二
月
三
日
官
報
告
示
)
の
整
備
促
進
を
図
る
。

四

共
同
溝
…

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話
･
電
気
亀

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･

管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
昭
和
三
八
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
て
き
て
お
り
、
平
成
九
年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、

約
三
九
〇
蹴
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
一
○
年
度
は
、
東
京
器
区
･
名
古
屋
市
･
大
阪
市

な
ど
全
国
の
主
要
な
都
市
に
お
い
て
整
備
を
推
進
し
、
さ

ら
に
約
二
○
如
の
延
伸
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

五

電
線
共
同
溝

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の
防
止
、

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地
中
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
早

期
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
を
活
用
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を
収
容
す
る
空
間

｢電
線
共
同

溝

(C
･
C
･
B
O
×
)｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
一
〇
年
度
は
、
商
業
業
務
地
区
、
景
観
を
保
全
又

は
形
成
す
る
地
区
、
地
域
の
情
報
化
を
図
る
地
区
を
中
心

に
整
備
を
推
進
す
る
。
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六

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
と
と
も
に
沿
道
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
経

常
的
な
業
務
と
し
て
維
持
･
修
繕
は
必
要
不
可
欠
な
重
要

な
業
務
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す

る
道
路
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業

に
よ
り
維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の
補

修
な
ど
を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
て
い
る
。

橋
梁
等
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
健
全
な
状
態
で
維
持
し
、

次
世
代
に
良
好
な
状
態
で
引
き
継
ぐ
た
め
、
計
画
的
な
維

持
管
理
を
推
進
す
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
一
〇
年
度
よ
り

道
路
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
た
定
期
点
検
、
健
全
度
評

価
の
仕
組
み
、
点
検
技
術
、
評
価
結
果
に
基
づ
く
計
画
的

な
維
持
管
理
手
法
の
開
発
に
着
手
し
、
一
般
国
道

(指
定

区
間
)
に
お
い
て
試
行
す
る
。

指
定
区
間
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、
路
側

部
、
橋
梁
等
構
造
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維
持
、
補
修

の
ほ
か
、
清
掃
･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の
経
常
的
作
業
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地
の
処

理
を
行
う
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
歩
道
、
ト
ン
ネ

ル
、
側
溝
等
の
修
繕
の
ほ
か
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
橋
脚
耐
震
補
強
等
、
橋
梁
の
補
修
を
行
う
。

さ
ら
に
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の
道
路
防
災
総

点
検
及
び
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
踏
ま
え
た
平
成
八

年
二
月
ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
等
緊
急
点
検
に
基
づ
く
防
災
事

業
を
実
施
す
る
。

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
維
持
及

び
補
修
を
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
維
持
は
、
沖
縄
県
の
未

買
収
用
地
の
処
理
を
行
い
、
補
修
は
、
舗
装
の
補
修
、
橋

脚
耐
震
補
強
、
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
強
、

道
路
防
災
総
点
検
及
び
平
成
八
年
二
月
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部

等
緊
急
点
検
に
基
づ
く
防
災
事
業
を
実
施
す
る
。

七

雪

裏
、

平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る
、
新
た
な
積
雪
寒
冷

特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
害
防
止
事
業
を
推
進
す
る
。

平
成
一
〇
年
度
は
、
防
雪
事
業
や
除
雪
の
実
施
、
冬
期

の
交
通
支
障
箇
所
と
な
る
凍
結
路
面
箇
所
等
に
つ
い
て
消

雪
施
設
の
設
置
、
中
心
市
街
地
や
通
学
路
、
福
祉
施
設
周

辺
等
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
確
保
、
流
雪
溝
の
整
備
に
よ

る
地
域
と
連
携
し
た
雪
処
理
の
推
進
、
気
象
情
報
収
集
装

置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

八

交
通
安
全

平
成
一
〇
年
度
は
、
第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
五
箇
年
計
画
の
三
年
度
目
と
し
て
、
交
通
事
故
の

削
減
と
道
路
交
通
環
境
の
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
改
良
等

に
よ
り
、
事
故
多
発
地
点
に
重
点
投
資
を
お
こ
な
う
。
ま

た
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
、
幅
の
広
い
歩

道
や
使
い
や
す
い
立
体
横
断
施
設

(昇
降
機
付
)
を
整
備

す
る
。
二
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明
･
道
路
標
識

及
び
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
等
道

路
情
報
提
供
装
置
の
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
自
動
車
地

下
駐
車
場
に
つ
い
て
も
整
備
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
疲
労

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
個
性
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
一
般
道
路
の
休
憩

施
設

｢道
の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

お
わ
り
に

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及
び

補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道

路
の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間
や

危
険
箇
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め
て

大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
重
点
的
･
効
率
的
な
整
備
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

(※
･
※
※
道
路
局
国
道
課
建
設
専
門
官
)
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特
集
/
平
成
÷
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求

有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
稾

増

田

博

行
※

後
藤

貞

二
※
※

2

高
速
自
動
車
国
道
の
建
設

高
速
自
動
車
国
道
に
つ
い
て
は
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
支
え
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
た
め
、
第

二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
四
国

縦
貫
･
横
断
自
動
車
道
、
北
関
東
自
動
車
道
等
の
建
設
を

重
点
的
･
積
極
的
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
東
北
縦
貫
自

動
車
道
等
の
改
築
事
業
を
促
進
す
る
。

平
成
一
○
年
度
は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
と
名
神
高
速

道
路
の
直
結

(東
海
北
陸
自
動
車
道
一
宮
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
-
尾
西
間
三
･
九
如
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
高
速
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
着
実
な
整
備
を
進
め
、
四
道
四
区
間
五
一
.

"

八
畑
の
供
用
を
図
る
ほ
か
、東
北
縦
貫
自
動
車
道
鹿
沼
-
大

セ行

谷
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
間
七
･
八
蹴
の
六
車
線
化
等
五
道

道

五
区
間
の
拡
幅
事
業
の
完
成
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

0　
　

成
一
○
年
度
末
に
は
全
体
計
画
延
長
(
一
一
、
五
二
〇
如
)

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、
財
政
投
融
資
資
金
や
民
間
か
ら
の

借
入
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
整
備
を
進
め
る

も
の
で
、
極
め
て
少
な
い
国
費
で
事
業
を
推
進
で
き
る
と

い
う
特
色
が
あ
り
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で

は
、
有
料
道
路
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
一
○
年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
要
求
額
は
、
五
箇

年
計
画
対
象
事
業
で
、
二
兆
六
、
六
六
七
億
円
で
あ
り
、

有
料
道
路
関
係
事
業
費
が
全
体
事
業
費
に
占
め
る
割
合
は
、

三
五
%
と
な

っ
て
い
る

(表
1
)
。

あ
わ
せ
て
、
有
料
道
路
事
業
の
事
業
基
盤
の
強
化
を
図

る
た
め
、
各
公
団
等
に
お
け
る
よ
り
徹
底
し
た
建
設
･
管

理
費
の
節
減
等
事
業
の
一
層
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
償
還
期
間
の
見
直
し
等
と
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
助
成
措
置
の
拡
充
を
要
求
し
て
い
る
。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
要
求
の
概
要
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

一

日
本
道
路
公
団

1

要
求
の
概
要

平
成
一
○
年
度
要
求
額
は
、
日
本
道
路
公
団
全
体
で
五

兆
三
、
二
八
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
○
○
倍
)
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
高
速
自
動
車
国
道
が
四
兆
五
、
六
一
六
億

円

(対
前
年
度
比
○
･
九
九
倍
)、
一
般
有
料
道
路
が
七
、

六
六
五
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
五
倍
)
と
な
っ
て
い

る

(表
2
)。



表 - 平成10年度道路整備予算総括表 (単位 :百万円)

区 分
10年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率(A )/ (B )

備 考
事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団

首 都 高 速 道 路 公 団
阪 神 高 速 道 路 公 団
本州四国連絡橋公団
東京湾横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等

小 計
道 路 開 発 資 金

2,666,691
1,838,226
(上195,000)

282,675

227,717
143,323

134,750
2,626,691

60,000

448,755
269,295

307 50
29,800

53,333

35,577
418,755
30,000

3,155,778

1,886,000
(1,168,000)

322,733
316,904

313,331
124,767
166,455

3,130話90
82,928

443,964
250,522

25,000

39,400
43,377

44,166
402,465
41,499

0.85

0.97
(1.02)

0.88

0,72

0.46

0.81
0.84

07 2

1･01
1･07

12 3

0.76
1.23

0.81
1.04
0.72

(注)
1.道路整備の各区分には、(物流効率化に
よる経済構造改革特別枠)及び (生活関
連等公共事業重点化枠)を含む。ただし、
前年度は (公共投資重点化枠)である。
2,日本道路公団の下段( )書訓ま、事業
費の内書きで高速自動車国道の建設費で
ある。
3.道路開発資金の事業費には、本州四国
連絡橋公団 (前年度は東京湾横断道路株
式会社を含む。)への融資予定額10年度要
求20,000百万円、前年度57,310百万円を
含む。
4.地方道路公社等は、地方道路公社及び
地方公共団体に対する有料道路融資であ
る。
5. N T T - A型事業は含まない。

道 路 整 備 計
(物流効率化による

経済構造改革特別枠)

(生活関連等公共事業
重点化枠)

7,528,384

( 284,754)

( 136,887)

3,369,150

( 172,000)

( 78,035)

8,175,679

声総

3,438,762

( 116,396)

0.92 0.98

住宅宅地関連幹線道路
整備事業 (一般会計) 7,313 3,720 7,873 4,00O 0.93 0.93

表 2 平成10年度日本道路公団概算要求額 (高速 ･一般別) (単位 :百万円)

区 分
10年度概算要求 (A ) 前 年 度 (B ) 倍率(A )/ (B )

高 速 一 般 計 高 速 一 般 計‐ 高速 一般 計･

(事業計画)
建 設 費
維持改良費
調 査 費
建 設 利 息
小 計
業務管理費等
業務外支出等

1,195,00O
344,900
6,415

141-885
1,688,200
253,063

2,620,291

80,000
37,960

950
31,116
150,026
51,566
564,952

L 125,00O
382,860
7,365

173,ool
1,838,226
304,629

3,185,243

1,168,000
353,660
5,783

155,867
1-683,310
253,010

2,657,188

113,00O
41,360
1,080

47,250
202,690
48,318
477,575

1,281,000
395,020
6,863

203,117
1,886,000
301,328

3,13偽763

1.02
0.98
1･11
0.91
1･00
1･00
0.99

0･71
0.92
0.88
0.66
0.74
1･07

0.97
L 07
0.85
0.97
1･01

合 計 4,561,554 766,544 5,328,098 4,593,508 728,583 5,322,091 0.99 L 05 1･00

(資金計画)
政府出資金等
財 投 資 金
縁 故 債
外 積
民間借入金
業務収入等

266,600
1,612,100
128,700
101,200
459,700

上993-254

2,695
411,500
11,300
8,800
40,300
291,949

269,295
2,023,600
140,000
110'000
500,000

2-285-203

245,600
1,774,900
113,400
85,900
407,000

1,966,708

4,922
415,100
15,600
9-100
43,000
240,881

250,522
2,190-000
129,000
95,000
450,000

2,207,569

1.09
0.91
1.13
1.18
1.13

0.99
0.72
0.97
0.94
1.21

L 07
0.92
1.09
1.16
1･11
1.04

合 計 4-561,554 766-544 5-328,098 4,593,508 728,583 5,322,091 0.99 1.05 1･00

(注) 社会資本整備事業は含まない。

表 3 平成10年度高速自動車国道供用予定区間
道 路 名 区 間 延長(kの

東北横断自動車道
常 磐 自 動 車 道
東海北陸自動車道
四国縦貫自動車道
小 計

寒 河 江~西 川
い わ き 中 央~ い わ き 四 倉
一宮ジャンクション~尾 西
美 馬~井 川 池 田

14.O
12.8
3.9
21,1
51.8

〔拡 幅〕
東北縦貫自動車道
東北横断自動車道
北 陸 自 動 車 道
近 畿 自 動 車 道
九州横断自動車道
小 計

鹿 沼~大谷パーキングエリア
関 沢~山 形 蔵 王
越中境パーキングエリア~朝 日
松 阪~ 勢 和 多 気
杷 木~日 田

( 78 )
( 4.0)
( 4.8)
(12,7)
(11.3)
(40.6)

〔開発 I C〕
九州縦貫自動車道 益城熊本空港 I C

平成9年度末 併用予定延長 6,394.9 km
平成10年度末 併用予定延長 6,446.7 km

(注) 1. インターチェンジ等の名称については、仮称である。
2, 拡幅延長は供用延長には含めない。

道行セ 97,10 2 !



の
五
六

･
0
%
に
あ
た
る
六
、
四
四
六

･
七
如
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

(表
3
)。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
〇
年
度
に

お
け
る
建
設
費
は
一
兆
一
、
九
五
〇
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
0
二
倍
)
を
計
上
し
て
い
る
。

表 4 完成予定路線

道 路 名 路線名 区 間 延長(km)

中部縦貫自動車道
(油坂峠道路)

国道158号
岐阜県郡山郡白鳥町向小霧太良~

岐阜県郡上郡白鳥町郡留 第
京奈和自 動車道

(京奈道路)
国道 24号

京都府相楽郡精華町山田~
京都府相楽郡木津町市坂 蜘

今治小松自動車道

(今治小松道路)
国道l96号

一日“婢翻廓
科
癩

周
愛鰤嬢愛 拗

東 水 戸 道 路 国道 6号

階稿拗
~
ち

田
た

仲

ひ

字

県
硼
緘

大市kト炉県緘 姥

富 津 館 山 道 路 国道127号

繭津
~

騙
間
葉

欲
千

耶鱗廟櫟 凹

表 5 新規路線

道 路 名 路線名 区 間 延長(km)

仙台東部道路(延伸) 国道 6号
棚簸禧台

~謝牀師 肛

3

一
般
有
料
道
路
の
建
設

前
年
度
に
引
き
続
き
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
一
環
を
形

成
す
る
道
路
、
大
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
、
渋
滞
対

策
と
し
て
の
道
路
、
地
方
都
市
の
バ
イ
パ
ス
等
四
九
路
線

の
建
設
を
推
進
し
、
う
ち

｢富
津
館
山
道
路
｣
等
五
道
路

三
二
･
一
如
の
供
用
を
図
る

(表
4
)。

ま
た
、
新
規
道
路
と
し
て

｢仙
台
東
部
道
路

(延
伸
)｣

(五
･
一
畑
)
を
要
求
し
て
い
る

(表
5
)。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
有
料
道
路
建

設
費
等
と
し
て
一
、
五
〇
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
七

四
倍
)
を
計
上
し
て
い
る
o

4

維
持
･
改
良

高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
安
全
性
、
定
時
性
等
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
良
好
な
道
路
環
境
を
保
全
す
る
観
点
か

ら
、
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

①

｢高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

に
関
す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画
(第
二
次
)｣
に
基

づ
き
、
重
大
事
故
や
雨
天
時
の
事
故
の
防
止
を
目
的

と
し
た
強
化
型
防
護
柵
の
設
置
や
排
水
性
舗
装
の
整

備
等
を
重
点
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
付
加
車
線
、

休
憩
施
設
の
拡
充
等
の
各
種
交
通
安
全
対
策
を
推
進

す
ノる
。

②

平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
渋
滞
対

策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
車
線
拡
幅
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
改
良
、
料
金
所
ブ
ー
ス
増
設
等
を
推
進
し
、

本
線
部
及
び
料
金
所
部
で
の
渋
滞
の
緩
和
･
解
消
を

図
る
。

③

沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
、
道
路
環

境
緊
急
対
策
に
基
づ
き
遮
音
壁
、
新
型
遮
音
壁
、
裏

面
吸
音
板
、
排
水
性
舗
装
な
ど
の
道
路
騒
音
対
策
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。

④

E
T
C

(
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ

ム
)
の
実
用
化
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
い
て
既
サ

i
ビ
ス
区
間
に
お
け
る
情
報
の
充
実
と
新
規
路
線
に

お
け
る
整
備
を
推
進
す
る
。

二

首
都
･
阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
首
都
高
速
中
央
環
状
新
宿
線

等
八
路
線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。

特
に
、

①

都
心
部
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
首
都
高
速
中

央
環
状
新
宿
線

②

東
京
湾
岸
道
路
の
一
部
を
形
成
す
る
高
速
湾
岸
線

(五
期
)

③

業
務
核
都
市
の
育
成
･
機
能
強
化
に
資
す
る
高
速

大
宮
線
、
高
速
川
崎
縦
貫
線
の
整
備
に
努
め
る
。

　

④

埼
玉
県
中
枢
都
市
と
東
京
都
心
部
を
結
び
、
新
大

館

宮
バ
イ
パ
ス
等
の
混
雑
緩
和
を
図
る
高
速
大
宮
線
の

ャ行

一
部
区
間

(美
女
木
-
円
阿
弥
八
･
0
蹴
)
の
早
期

首

開
通
を
目
指
す
。

ま
た
、



⑤

営
業
路
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
車
線
拡
幅
、
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
の
改
良
等
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
小
菅
J
C
T
付
近
改
良
、
晴
海
出
入
口
に
着
手

す
る
。

⑥

利
用
者
の
情
報
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化
の
要

請
に
応
え
、
所
要
時
間
表
示
板
等
の
道
路
交
通
情
報

提
供
の
充
実
を
図
る
た
め
の
交
通
管
制
施
設
の
改
善
･

整
備
を
継
続
実
施
す
る
。
な
お
、
新
た
に
料
金
所
渋

滞
の
解
消
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
等
を
図
る
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金

収
受
シ
ス
テ
ム
)
の
実
用
化
に
向
け
て
試
行
運
用
を

開
始
す
る
。

⑦

高
速
道
路
の
安
全
性
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、

支
承
･
連
結
装
置
の
耐
震
性
向
上
対
策
、
地
盤
流
動

対
策
等
を
継
続
実
施
す
る
。

⑧

道
路
交
通
騒
音
低
減
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

緊
急
環
境
対
策

(新
型
遮
音
壁
･
裏
面
吸
音
板
の
設

置
等
)
等
を
継
続
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
事

業
費
等
と
し
て
二
、
八
二
七
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八

八
倍
)
を
、
計
上
し
て
い
る

(表
6
)。

2

阪
神
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
大
阪
東
大
阪
線
等
一
七
路
線

の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。

特
に
、

①

大
阪
地
区
の
内
陸
部
と
臨
海
部
と
の
ア
ク
セ
ス
機

能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
既
設
環
状
線
の
渋
滞

を
緩
和
す
る
た
め
の
淀
川
左
岸
線
･
大
和
川
線
等

②

明
石
海
峡
大
橋
関
連
事
業
と
し
て
、
神
戸
山
手
線

?

等

m

の
整
備
促
進
を
図
る
。

新
た
に
着
工
準
備
と
し
て
、

ャ行

③

湾
岸
線

(九
期
)
西
区
間
に
つ
い
て
は
、
着
工
準

満

備
の
た
め
の
現
地
測
量
等
に
着
手
す
る
。

④

利
用
者
安
全
確
保
の
た
め
、
防
災
対
策
等
と
し
て
、

支
承
取
替
等
の
地
震
防
災
対
策
を
継
続
実
施
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
橋
梁
連
続
化
構
造
改
築
に
着
手
し
、

耐
震
性
の
向
上
を
図
る
。

⑤

沿
道
地
域
に
対
す
る
道
路
環
境
対
策
の
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
、
緊
急
環
境
対
策

(新
型
遮
音
壁
等

設
置
･
裏
面
吸
音
板
設
置
･
緩
衝
帯
設
置
)
等
を
継

表 6 首都高速道路公団 (単位 :百万円)

区 分
求麟

"
鮮
(

度
)

年
B

前
( 焼

等
費
金
費
費
息

等
等

)
費
築
担

艀

計
費
戟

画

設

蚊

掛

縄
川

蝉
津

計
建
叡
髯
墜
参
え

理

支

,

路

認

祁

窒

仂

を

管
外

事
道
遅
往

寺

詔

粁
彩

(

速

速

達

す

小
形
務

高
高
関
調
維
建

業
業

御
初
加
数
855

嫌
675

662

830

129

40

1

ー

範

“

282

56

425

御
蕗
御
214

知
識
筏
鍋
301

襲
似
1
ー
蜷
“
翔
留
瀦

37

39

75

00

94

89

部
似
m

計

磁㈱ 則
金
府
体
金
借
金
等

園

団

･

共
資

入

入

鍋
資

公

故
借
収

資

方
投

間
務

(

政
地

出

財
緑
民
業

椰
750

徹
700

加
出
猟

錠
卸
即
網
野
野
芻

⑪
"
000
200

500

500

458

50

25

第
00

25

%
"

器
第
第
勉
“
“
雌

合 計

礪鵺 則
(注)社会資本整備事業は含まない。 (ただし、前年度

資金計画内訳は、 社会資本整備事業に係る借入

　　高
)

神

　
　

金

葛 (単位 :百万円)

区 分
求要

)
度
A

年
(

m 度
)

年
B

前
( 鯛

等
費
金
費
費
息

等
等

)
費
築
担

睾

計
費
姓

面

設

孜

掛

繹
刈

理
≠

言

建

祝

祝

璧

参

ネ

理

支

業
路
誰
認
至
伐

と

管
朴

事
道
道
往

寺

設

騎
彩

(
速
速
達

"

小
形
務

高
高
関
調
維
建

業
業

100

446

0

瑯
篤
280
717

370

925

戦
乱

貎
獨
翔
踞
鯛

000

組
25

836

鯛
848

鰍
僻
擬

廊
埖

鱒
臨
臨
銘
鰡

似
船
滅

00

%
71

72

04

飼

主

○

皆
L

Q

Q

Q

L

L

合

蹴燧 鰡
金
府
体
金
債
金
等

動

団

鉗
資

鰈
“

故
似
臥

資

方
投

間
務

(

政
地

出

財
緑
民
業

600

柳
800

800

回
m
製
612

59

“

“

310

40

49

195

概
400

400

卿
…
㈱
681

78

約

39

415

33

9

176

76

76

76

零
れ
“
u

nU
nU
nU
nV
14
にU
1上

合 計

攣燃 概
(注)社会資本整備事業は含まない。 (ただし、前年度

資金計画内訳は、 社会資本整備事業に係る借入
金を含む)



こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
事

業
費
等
と
し
て
二
、
二
七
七
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
七

二
倍
)
を
計
上
し
て
い
る
。
(表
7
)。

⑦

渋
滞
対
策
と
し
て
、
空
港
料
金
所
拡
幅
等
を
継
続

こ ⑦
実 実

ら 施 渋 施
ず 滞 す
る ヌ、 る

続
実
施
す
る
。

⑥

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
情
報
提
供
施

設
等
整
備
及
び
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
設
置
等
を
継
続

表 8 これまでの整備状況 (単位 :km、 % )

基本計画
延長(A )

8年度末供用
延長 (B )

供用率
(B / A )

9年度末
完成延長

神戸 ･鳴門ルート 80.2 44.6 55.6 35.6

児島 ･坂出ルート 37,3 37.3 100･0 0

尾道 ･今治ルート 59.4 25.9 43.6 3.4

計 176.9 107.8 60.9 39.O

(注)この他に西神地区8.8kmがある。

表 9 今後の供用予定 (単位 :km)

三
ル
ー
ト
か
ら
成
る
本
州
四
国
連
絡
道
路

(基
本
計
画

延
長
全
体
一
七
六
･
九
如
)
の
う
ち
、
現
在
一
〇
七
･
八

蝿

(六
一%
)
を
供
用
中
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
児
島
･

坂
出
ル
ー
ト

(三
七
･
三
如
)
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
三

年
四
月
に
全
線
供
用
し
て
い
る

(表
8
)。

の

今
後
の
供
用
予
定

(平
成
九
年
八
月
現
在
)
(表
9
)

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

1

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
と
今
後
の
供
用
予
定

罐
でん

　
.-、隣

基本計画
延 長

供 用 延 長

平成8年度末 平成10年 4月 平成11年春

神戸 ･鳴門ルート 80.2 44.6 80.2* 80.2*

児島 ･坂出ルート 37,3 37.3 37.3 37.3

尾道 ･今治ルート 59.4 25.9 29,3 46.6

計 176.9 107.8 146.8 164.l

(注)この他に西神地区8.8kmを供用。

表10 本州四国道路橋公団

区 分

10年度要求
(A )

前 年 度
(B )

倍 率
(A ) / (B )

全 体 室為 全 体 羞路努 全 体 羞路努
(事業計画)

建 設 費
調 査 費
維 持 管 理 費
建 設 利 息 等

小 計
業務管理費等
業務外支出等

93 ,800

548

10 ,897

39 ,504

17 ,722

390 ,525

93,764

531

9,524

39,504

143 ,323

16 ,672

377 ,149

209 ,469

548

10 ,068

94 ,839

18 ,697

484 ,592

209 ,436

531

8 ,525

94 ,839

313 ,331

17 ,348

380 ,094

にU
n=U
RU
′̂“

rリ
ー基

4

0

0

4

一

9

8

nU
1ユ
ー鼻
nY

ハU
nU

0.45

1･00

1.12

0 .42

0 ,46

0 .96

0 .99

合 計 552 ,996 537,144 818 ,213 710 ,773 0 .68 0 .76

(資金計画)
出 資 金
政 府
地方公共団体

補 助 金
道路開発資金

財 投 資 金
縁 故 債
民 間 借 入 金

業 務 収 入 等

80 ,000

53,333

26,667

32

20,000

188,700

138,700

10 ,800

114 ,764

80 ,000

53 ,333

26 ,667

20 ,00O

188 ,700

138,700

10 ,800

98 ,944

65 ,066

43 ,377

21,689

28

220

309,700

260,400

17,500

165 ,299

65 ,066

43 ,377

21,689

220

309 ,700

260 ,400

17 ,500

57 ,887

1.23

1.23

1.23

1,14

90.91

0,61

0.53

0.62

0.69

1 ,23

1 ,23

1 ,23

90 .91

0 .61

0 .53

0 .62

1.71

合 計 552 ,996 537 ,144 818 ,213 710 ,773 0.68 0 .76

平
成
一
〇
年
四
月
に
因
島
島
内

(三
･
四
畑
)
を

供
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
一
一
年
春
に
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅

大
橋
及
び
来
島
大
橋
を
供
用
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
本
州
と
四
国
が
三
ル
ー
ト
で
連
結
さ
れ
る

平
成
一
〇
年
四
月
五
日
に
明
石
海
峡
大
橋
を
含
む

四
四
･
四
頬
を
供
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
線
供
用

の
予
定
で
あ
る
o

②

尾
道
･
今
治
ル
ー
ト

(五
九
･
四
蝿
)

(単位 :百万円)
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①
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト

(八
○
･
二
蝿
)



2

平
成
一
〇
年
度
概
算
要
求
の
概
要

御

要
求
事
業
費

平
成
一
○
年
度
の
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
及
び
来

島
大
橋
の
完
成
等
に
向
け
建
設
費
九
三
八
億
円

(対
前
年

度
比
○
･
四
五
)
を
要
求
す
る
の
を
始
め
、
維
持
管
理
費

九
五
億
円
、
調
査
費
五
億
円
、
建
設
利
息
二
〇
〇
億
円
及

び
交
付
金
一
九
五
億
円
を
要
求
す
る
た
め
、
全
体
事
業
費

要
求
額
は
て

四
三
三
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
四
六
)

と
な
る

(表
m
)。

②

建
設
事
業
の
内
容

①

神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト

･
明
石
海
峡
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
造
園
工

事
を
継
続
し
完
了
す
る
。

･
大
鳴
門
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
四
国
横
断
自

動
車
道
と
の
連
絡
の
た
め
の
鳴
門
I
C
接
続
工
事

に
着
手
す
る
。

②

尾
道
･
今
治
ル
ー
ト

新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
及
び
来
島
大
橋
の
建

設
を
完
了
し
、
平
成
一
一
年
春
に
海
峡
部
橋
梁
の
供

用
を
図
る
。

･
尾
道
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
新
尾
道
大
橋

上
部
工
工
事
、
陸
上
部
の
土
工
･
橋
梁
工
事
、
電

気
通
信
設
備
工
事
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新

尾
道
大
橋
の
仮
設
備
撤
去
工
事
、
舗
装
工
事
、
標

識
工
事
、
機
械
設
備
工
事
等
を
実
施
す
る
。

･
生
口
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
電
気
通
信
設
備

工
事
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
機
械
設
備
工
事
、

料
金
所
建
築
工
事
等
を
実
施
す
る
。

･
多
々
羅
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
多
々
羅
大

橋
の
仮
設
備
撤
去
工
事
、
陸
上
部
の
土
工
･
橋
梁

工
事
、
舗
装
工
事
、
電
気
通
信
設
備
工
事
等
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
標
識
工
事
、
機
械
設
備
工
事
、

料
金
所
･
休
憩
施
設
建
築
工
事
等
を
実
施
す
る
。

･
来
島
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
来
島
大
橋
の

補
剛
桁
工
事
、
ケ
ー
ブ
ル
後
期
工
事
、
ア
ン
カ
レ

イ
ジ
上
屋
工
事
、
陸
上
部
の
土
工
･
橋
梁
工
事
、

舗
装
工
事
、
電
気
通
信
設
備
工
事
等
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
標
識
工
事
、
機
械
設
備
工
事
、
料
金

所
･
休
憩
施
設
建
築
工
事
等
を
実
施
す
る
。

四

有
料
道
路
融
資
事
業

概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
は
、
N
T
T
-
A
型
事
業
を
除

い
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

ー

一般
有
料
道
路
の
建
設

=

一
般
有
料
道
路

継
続
七
路
線
一
七
･
二
如
の
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
福
島
空
港
道
路

(福
島
県

道
路
公
社
)
六
･
六
如
等
二
路
線
を
要
求
し
て
い
る

(表

=
)。の

駐
車
場

岐
阜
市
駅
西
駐
車
場

(岐
阜
市
)
等
一
二
箇
所
の
事
業

表= 平成10年度有料道路融資事業 (一般有料道路) 新規要求箇所 (km)

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 延 長

福島空港道路 福島県(公) 轢鍬住
尉珪刃右

叫
効

吹

県
矢
島

郡
福

河白
[願鶴 稀

日塩有料道路(延伸) 栃木県(公) 線原塩原藤G王
原藤

~
字

滝
町

字
原

大
藤

町

郡

原

谷
藤
塩

郡

県
谷
木

塩
栃獺 芻



表12 平成10年度有料道路融資事業 (駐車場) 新規要求箇所 (台)

道 路 名 事業主体 路 線 名 事 業 箇 所 台 数

高岡中央駐車場 高岡市 線哺絋肺 禰肺賄劃 鰡
境駅前自動車駐車場 縣 縣出鴉篩 丁峨鶚競煽 130

表13 平成10年度有料道路融資事業 (指定都市高速道路) 新規要求箇所 (km)

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 延 長

線号
織

速
熔

隔
燭

妙
炉

北
社

州
公

九

路

北

道
間
遠

福
高

号速
線

高

谷
州
大

九

畑

北

戸
儒

画
畑

神枦
駆

欧
蝸

枷
~

肺馴 郁

を
推
進
し
、
う
ち
、
郡
山
駅
西
口
駐
車
場

(郡
山
市
)
等

2

指
定
都
市
高
速
道
路
の
建
設

六
箇
所
の
完
成
を
図
る
。

印

名
古
屋
高
速
道
路

ま
た
、
新
規
事
業
箇
所
と
し
て
、
高
岡
中
央
駐
車
場
(高

名
古
屋
高
速
二
号
等
継
続
五
路
線
の
事
業
を
推
進
す
る
。

岡
市
)
等
二
箇
所
を
要
求
し
て
い
る

(表
惨
)。

②

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

福
岡
高
速
道
路
は
、
福
岡
高
速
二
号
線
等
継
続
二
路
線

の
事
業
を
推
進
し
、
う
ち
、
高
速
二
号
線

(月
隈
北
I
C

-
太
宰
府
I
C
)
及
び
高
速
四
号
線

(貝
塚
J
C
T
ー
戸

原
I
C
)
を
供
用
す
る
。

ま
た
、
北
九
州
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
高
速
一
号
線

(延
伸
)
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
高
速

五
号
線

(戸
畑
大
谷
線
)
七
･
六
畑
を
要
求
し
て
い
る
。

(表
博
)。

③

広
島
高
速
道
路

広
島
高
速
一
号
線

(延
伸
)
二
･
三
如
の
整
備
を
推
進

す
る
。

26 道行セ 97.10



特
集
〆
平
成
亭
年
度
通
路
関
係
予
算
概
算
要
求

地
膚
週
関
係
芻
算
⑭
概
要

尾
藤

勇
※

藤
森

祥

弘
※
※

未
だ
に
、
交
通
不
能
区
間
･
通
行
規
制
区
間
･
バ
ス
等
の

大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
区
間
等
の
整
備
を
要
す
る

箇
所
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
道
の
早

急
な
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

重
点
的
な
地
方
道
補
助
事
業
の
推
進

地
方
道
の
管
理
･
整
備
の
大
半
は
地
方
公
共
団
体
の
財

源
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
方
道
の
整
備
に
対
す
る
補

助
金
は
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
重
点
的
な
支
援
が
必
要
な

一
部
の
地
方
道
に
対
し
て
交
付
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
国
と
し
て
の
支
援
が
必
要
な
次
の
四
つ

の
観
点
を
中
心
に
、
整
備
効
果
の
高
い
事
業
に
対
し
て
重

点
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

[地
方
道
整
備
の
観
点
]

①

広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

一

は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
約
一
三
万
如
、
市
町

村
道
約
九
六
万
如
で
あ
り
、
我
が
国
の
一
般
道
路
延
長
の

九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
状
況
は
ま

だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
地
域
の
期
待
と
要
望
は
表

ー
の
と
お
り
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
を
反
映
し
て
、
平
成
一
○
年
度
は
、
都
道
府
県
道
･

市
町
村
道
の
事
業
の
う
ち
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
国
の
支

援
が
真
に
必
要
な
も
の
に
対
し
重
点
的
に
支
援
を
行
い
、

効
率
的
な
地
方
道
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
に
要
す
る
事

業
費
と
し
て
、
表
2
の
と
お
り
の
要
求
を
行
っ
て
い
る
。

二

地
方
道
整
備
の
現
況

都
道
府
県
道
及
び
幹
線
的
な
市
町
村
道
は
、
高
速
自
動

車
国
道
や
一
般
国
道
等
を
補
完
す
る
地
域
の
幹
線
道
路
網

の
一
部
を
構
成
す
る
重
要
な
社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
。
ま

た
、
空
港
･
港
湾
･
鉄
道
駅
等
の
交
通
拠
点
、
工
業
･
流

通
団
地
や
観
光
･
リ
ソ
ー
ト
施
設
等
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
す

る
道
路
と
し
て
各
種
地
域
振
興
施
策
の
推
進
に
資
す
る
と

と
も
に
、
通
勤
･
通
学
、
買
い
物
、
病
院
や
福
祉
施
設
の

利
用
な
ど
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
う
え
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
水
準
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
改
良

率
は
、
国
道
が
八
七
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
都
道
府
県
道

は
六
○
%
、
市
町
村
道
に
お
い
て
は
一
四
%

(
一
車
線
改

良
含
み
四
八
%
)
に
と
ど
ま

っ
て
い
る

(表
3
)
な
ど
、
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表 1 予算配分を増やすべき項目 (55項目のうち上位10項目)

順位 都道府県の回答 市町村の回答

1 高速道路などの高規格幹線道路の整備 廃棄物処理施設の整備

2 廃棄物処理施設の整備 地方道の整備

3 地方道の整備 市街化区域で行う公共下水道の整備

4 歩道、 交差点改良、 駐車場整備など交通安全施設の整備 道路改築、 土地区画整理など街路整備

5 水質浄化、 緑地整備など河川の環境整備 街並み、 まちづくりの支援

6 流域下水道 (市町村をまたがる大規模な下水道) の整備 歩道、 交差点改良、 駐車場整備など交通安全施設の整備

7 一般国道の整備 高速道路などの高規格幹線道路の整備

8 市街化区域で行う公共下水道の整備 水質浄化、 緑地整備など河川の環境整備

9 浸水被害の解消対策などの都市河川の改修、 堤防整備 洪水などから国民を守るための河川改修、 堤防整備

lo 都市鉄道、 幹線鉄道の整備 流域下水道 (市町村をまたがる大規模な下水道) の整備

〈資料〉 公共事業費に関するアンケート調査 (平成 9年 財政構造改革会議企画委員会)

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
、
半
島

振
興
法
、
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
等
の
特
別

立
法
や
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
法
、
高
度
技
術

工
業
集
積
開
発
促
進
法
等
の
地
域
振
興
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
国
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
道
路
整
備

地
域
高
規
格
道
路
等
の
地
域
間
を
連
絡
す
る
広
域

的
な
幹
線
道
路
や
、高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
･

空
港
･
港
湾
等
の
交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
、

都
市
の
主
要
な
放
射
環
状
道
路
等
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
に
資
す
る
道
路
整
備

②

特
別
立
法
等
の
法
律
に
よ
る
地
域
の
支
援

工 立 振 ク 都 空 的
業 法 典 奥 特 の 市 港 な 地
集 や 法 地 別 形 の ･ 幹 城 表 2 平成10年度概算要求状況 (単位 :億円)主 、 、

、 立 成 主 港 線 高
建設省 伸率 北海道 伸率 沖 縄 仲率

地方道 国 費
事業費

4 ,05l

7 ,829

0.93

0.93

700

1 ,252

0 .94

0 .94

395

485

0 .94

0 .95

過 産 法 に

疎 業 等 資
地 開 の す
　 　 　 　

離 島 伸率 奄 美 伸率 合 計 仲率

地方道 国 費
事業費

272

478

0.99

0.96

81

130

0 .95

0 .95

5 ,500

lo江73

0 .93

0 .93

(注) 地方道路整備臨時交付金を含む

表 3 地方道の整備状況 (平成 7年 4月現在) (km)

橋
梁
補
強
等
の
震
災
対
策
、
環
境
対
策
、
渋
滞
対

策
、
ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
等
の
法
面
防
災
対
策
、
住
宅

宅
地
の
整
備
促
進
や
電
線
類
地
中
化
等
の
緊
急
課
題

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
国
際
空
港
等
の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
現
に
不
可
欠
な
道
路
整
備
や
、
都
道
府

県
界
･
市
町
村
界
等
を
連
絡
し
地
域
の
連
携
を
強
化

す
る
長
大
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
で
地
方
自
治
体
の
財
政

力
の
観
点
か
ら
地
方
単
独
事
業
の
み
で
は
集
中
投
資

が
著
し
く
困
難
な
大
規
模
事
業

④

特
定
の
施
策
や
新
技
術
の
促
進

③

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
支
援

④ ③ 実延長
改 良 済 舗 装 済

延 長 % 延 長 %

都道府県道

市 町 村 道

125,512

957 ,792

74,967

134,421
(457,658)

59 .7

14 .O
(47 ,8)

64 ,991
(117 ,836)

152 ,529
(664 ,719)

51.8
(93 .9)

15 .9
(69 .4)

国 道 53 ,327 46 ,601 87 ,4 46 ,230
( 52 ,545)

86 .7
(98 .5)

(注) 1 . 改良済延長は幅員5.5m 以上の延長。
2 . ( )書きは一車線改良及び簡易舗装を含んだ延長と比率である。
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図 1 道路の整備に関するプログラムのスキーム

地域の将来ビジョン

上位計画、 各種A P

に
対
応
し
た
道
路
整
備

四

事
業
の
計
画
性
･
透
明
性
の
確
保

①

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

地
方
道
事
業
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
計
画
性
･
透
明
性
の

高
い
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、各
地
方
自
治
体
が
｢地

方
道
路
計
画
｣
を
策
定
し
、
中
期
的
･
具
体
的
な
地

方
道
の
整
備
計
画
を
地
域
に
公
表
し
て
い
る
。

･
｢地
方
道
路
計
画
｣
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
、

高
速
道
路
や
国
道
の
整
備
計
画
と
の
整
合
を
と

り
つ
つ
、
都
道
府
県
道
や
主
要
な
市
町
村
道
に

関
す
る
中
期
的
･
具
体
的
な
整
備
計
画
と
し
て

策
定
･
公
表
す
る
。

地
方
道
補
助
事
業
の
採
択
、
事
業
展
開
は
、
基
本

的
に

｢地
方
道
路
計
画
｣
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
地
方
道
路
計
画
に
定
め
た
事
業
計

画
に
つ
い
て
、
地
元
調
整
状
況
、
用
地
買
収
状
況
等

と
整
合
を
と
り
な
が
ら
、
各
年
度
の
事
業
費
を
決
定

し
て
い
る
。

②

今
後
の
取
り
組
み

今
後
、
よ
り
計
画
的
･
効
率
的
な
道
路
の
整
備
及

び
道
路
事
業
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
高
速

自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
等
も
含
め
た
今
後
一
〇
年

間
の
完
成
予
定
箇
所
及
び
五
年
間
の
着
手
予
定
箇
所

　　

を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ

2

ラ
ム
｣
を
各
道
路
管
理
者
が
策
定
し
、
平
成
一
〇
年

m

度
か
ら
の
新
た
な
道
路
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ

9

公
表
す
る
o

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
表
に
よ
り
･

道
路

微

事
業
の
情
報
開
示
が
よ
り
一
層
進
む
も
の
と
期
待
し

道

て
い
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
策
定
後
も
適
宜

見
直
す
予
定
と
し
て
い
る

(図
1
)。

五

平
成
一〇
年
度
新
規
事
業

①

賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
の
創
設

(図
2
)

国
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、

魅
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
中
心
市
街
地
で
は
、
集
客
力

が
低
下
し
、
商
店
街
が
不
振
に
陥
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
各
地
で
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
店
街
を
再
度

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
街
並
み
の
快
適
性
の
向

上
の
た
め
に
、
総
合
的
か
つ
重
点
的
な
対
策
を
緊
急

に
施
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
中
心
市
街
地
の
関
係
者
と
地
元
自
治

体
が
一
体
と
な
っ
て
策
定
す
る
活
性
化
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
の
道
路
整
備

(中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
道
路
、
歩
道
設
置
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
道
路
修
景
、
電
線
共
同
溝
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
)
を
一
括
し
て
採
択
し
、
短
期
集

中
的
に
事
業
推
進
す
る
｢賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
｣

を
創
設
し
、
街
並
み
の
快
適
性
の
向
上
を
重
点
的
に

道路の整備に関するプログラム (県版)

擁
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/
!
/

′

都
市
的
及
び
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
場

"

/

合
が
多
く

地
域
の
選
択
に
よ
る
広
域
的
な
市
町
村

靴

連
携
に
よ
り
、
既
存
の
公
共
公
益
施
設
の
効
率
的
な

｣( ミ
　　　　　　　　　　　

　

祠

図
る
場
合
に
、
当
該
市
町
村
が
協
力
し
て
策
定
す
る

連
携
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
市
町
村
連
絡
道
路
等

の
整
備
を
重
点
的
に
支
援
す
る

｢地
域
連
携
強
化
支

援
道
路
事
業
｣
を
創
設
す
る
。

覆
、
、
-

、

六

新
燈
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画

(案
)
の
概
要

(
緘　

へ
血緘

賤

綻

①
鱗
鶯
“蜷
定
及
“
膜
産
道
路
の醸

図 3 地域連携強化支援道路事業

新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画

(案
)

加

、)

“

職

の
前
提
と
な
る
奥
地
等
の
指
定
地
域
と
し
て
、
生
活

環
境
の
改
善
も
新
た
に
加
味
し
、
二
四
五
市
町
村
(前

指
定
に
お
い
て
は
二
六
八
市
町
村
)
を
指
定
す
る
。

/

、.

･

　

　　
　　　
　　

　

　

　
　
　
　　
　
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　　
　
　　
　
　
　

②

新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画

(案
)

の
事
業
規
模



新
た
な
計
画
に
お
い
て
は
、
奥
産
道
路
と
し
て
指

定
さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て
、
平
成
一
四
年
度
末
の
改

良
率
を
概
ね
六
割
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
平
成

一
〇
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
地
方
公
共
団
体
の
行
う

単
独
事
業
を
含
め
て
総
額
三
、
○
四
〇
億
円
を
奥
産

道
路
に
投
資
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
う
ち
国
の
補

助
金
そ
の
他
の
経
費
の
交
付
に
係
わ
る
道
路
の
整
備

に
関
し
、
新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画

(案
)
と
し
て
、
総
額
二
、
二
九
〇
億
円
を
も
っ
て

五
八
二
蝿
を
整
備
す
る

(表
5
)。

七

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地
方
単

独
事
業
と
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助
事
業
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、
国
と
地
方
の

関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
範
囲
を
、

先
に
述
べ
た
四
つ
の
観
点
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
周
辺
の
環
境
と
も
調
和
し
た
道
路
整
備
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
施
策
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
o

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
に
実

施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

(絲※繃鯛腸鰤務凝隷穂畷欖瀞鏥建設専門官)

表 5 奥地産業開発道路整備計画の計画規模
(単位 :km、 億円)

区 分

新たな奧産道路
整備計画 (案)

前奥産道路
整備計画 解

鮠
事業量 暮事 事業量 鰔

B
事

一般道路事業 582 “ 575 “ 則
地方単独事業 159 630 135 620 祕

計 741 劾 710 獄 則
調 整 費 120 一 印 加
合 計 醒 鯏 知 鰡 鵬

表 4 興産道路の指定路線

区 分
新たな指定路線 前指定路線

路線数 延長(km) 路線数 延長(km)

道

道

県

計

府
木

道

丁

般

小

寸J開門、計二市
163

醇
232

密
滋

174

鋭

258

榔
刎

主要 地 方 道 m 鰡 101 吻
合 345 燃 鰡 纖

32 道行セ 97,10



平
成
地
年
度
『通
路
防
災
週
間
』に
つ
い
て

鰤

松
本

豊

和

災
へ
の
備
え
や
緊
急
時
の
協
力
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
へ
の
知
識
･
意
識
の

向
上
等
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

三

一期

間

平
成
九
年
八
月
二
五
日
側
-
平
成
九
年
八
月
三
一

日
㈲三

主

…俺

道
路
防
災
週
間
中
、
全
国
各
地
の
道
路
管
理
者
の

主
催
に
よ
り
各
種
行
事
･
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

主
催
者
“
建
設
省
、
北
海
道
開
発
局
、
沖
縄
総
合

事
務
局
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、

阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡

一
目

.的

平
成
九
年
度
の
道
路
防
災
週
間
に
つ
い
て
は
、
八

月
の
最
終
週
に
以
下
の
よ
う
な
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。

①

道
路
は
生
活
に
必
要
な
物
資
の
輸
送
や
通
勤

通
学
な
ど
、
日
常
的
な
生
活
や
経
済
活
動
を
支

え
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
移
動
や
輸

送
の
た
め
の
動
線
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
、

最
も
根
幹
的
か
つ
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
る
。

②

ま
た
、
円
滑
な
道
路
交
通
は
地
域
社
会
に
お

け
る
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
支
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
適
切
に
道
路
を
維
持
管
理
し
、

い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
性
･
信

頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③

さ
ら
に
効
果
的
な
防
災
対
策
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
防
災
対
策
の
み

な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
の
防
災
に

対
す
る
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
例
え

ば
、
住
民
･
道
路
利
用
者
一
人
一
人
の
防
災
に

対
す
る
役
割
と
責
任
の
認
識
、
道
路
利
用
者
の

通
行
規
則
へ
の
理
解
や
緊
急
輸
送
の
妨
げ
と
な

る
通
行
の
自
粛
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

④

し
た
が
っ
て
、
｢道
路
防
災
週
間
｣
の
行
事
を

行
い
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
防
災
施
設
･
設

備
の
点
検
、
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
、
防
災
管

理
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
方
々
や
道
路
利
用
者
な
ど
に
、
安
全
性
･

信
頼
性
の
高
い
道
路
通
行
機
能
の
重
要
性
と
防



し
て
役
割
と
責
任
を
持
っ
た
、
地
域
が
一
体
と

o
地
震
、
降
雨
、
降
雪
等
の
気
象
観
測
機
器
や

な
っ
た
防
災
体
制
の
必
要
性

そ
れ
ら
情
報
の
収
集
･
伝
達
･
提
供
装
置

･

o

平
成
一
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
道
路
政
策
全
般
と
道
路
防
災
対
策

の
方
向
･
方
針
に
つ
い
て
の
周
知

(写
真
1
･

2
0
3
)

□

道
路
管
理
者
に
よ
る
防
災
管
理
体
制
の
確
認

①
防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
る
危
機
管
理
体
制
の
確

認
、
再
検
討

o
災
害
の
突
発
性
、
偶
発
性
を
考
慮
し
、
可
能

な
限
り
事
前
情
報
を
持
た
な
い
状
況
で
、
地

震
に
よ
る
大
規
模
災
害
の
発
生
等
を
想
定
し

た
実
践
的
な
情
報
収
集
訓
練
、
非
常
参
集
訓

練
の
実
施

o
被
災
情
報
等
の
収
集
･
伝
達
･
提
供
の
訓
練
、

緊
急
輸
送
道
路
、
迂
回
路
等
の
設
定
、
道
路

管
理
者
間
相
互
の
情
報
連
絡
･
支
援
活
動
等

の
相
互
連
携
体
制
を
考
慮
し
た
一
連
の
災
害

対
応
訓
練
の
実
施

o
地
震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
映
像
情

報
収
集
機
器
等
の
防
災
情
報
機
器
･
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
情
報
収
集
、
応
急
復
旧
活
動

訓
練
の
実
施

(写
真
4
･
5
)

②
道
路
防
災
に
係
る
施
設
、
復
旧
体
制
の
確
認

そ
れ
ら
情
報
の
収
集
･
伝
達
･
提
供
装
置
等

の
機
器
に
つ
い
て
稼
働
の
点
検
を
実
施
し
、

操
作
方
法
を
確
認

o
応
急
復
旧
人
員
の
確
保
、
復
旧
資
機
材
の
備

蓄
状
況
の
確
認

(写
真
6
0
7
)

③
管
内
施
設
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

0
管
内
施
設
の
巡
視
･
点
検
の
強
化
(写
真
8
)

各
道
路
管
理
者
が
道
路
防
災
週
間
期
間
中
に
実
施

し
た
主
な
行
事
･
活
動
内
容
を
表
1
に
示
す
。

(道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室
防
災
対
策
係
長
)

橋
公
団

四

実
施
内
容

平
成
九
年
度
の
道
路
防
災
週
間
に
お
い
て
は
、
阪

神
･
淡
路
大
震
災
、
北
海
道
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事

故
、
各
地
の
道
路
災
害
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
道
路

防
災
対
策
の
一
層
の
強
化
･
推
進
を
図
る
た
め
、
下

記
の
方
針
を
参
考
に
全
国
の
道
路
管
理
者
に
よ
る
各

種
行
事
･
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

H

広
報
活
動

道
路
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
の
開
催
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
新
聞
記

事
へ
の
話
題
提
供
等
を
通
じ
て
、
以
下
の
内
容
に
よ

る
地
域
住
民
･
道
路
利
用
者
へ
の
防
災
知
識
･
防
災

意
識
の
普
及

0

い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
性
･

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
常
生

活
･
社
会
生
活
の
関
わ
り

o

我
が
国
の
災
害
が
多
発
し
や
す
い
自
然
条
件

と
そ
の
下
で
実
施
し
て
い
る
道
路
防
災
対
策
事

業
の
現
状

o

防
災
点
検
、
防
災
カ
ル
テ
な
ど
か
ら
成
る
道

路
防
災
管
理
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
構
築
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
の
周
知

0

災
害
時
に
地
域
住
民
一
人
一
人
が
災
害
に
対

J4 道行セ 97.10



表 1ー 1 道路防災週間中の行事 ･活動等の実施内容
広 報 活 動 災 訓 練 防災システム ･復旧体制の確認 呂-【 ]駕池

北海道
開発局

防災パネル展の開催、ポスターの掲
示、パンフレットの配布

情報伝達凱
情報通信司

練、土砂崩落訓練、災害
練

防災システム点検、緊急用資機材の
点検

災害の発生する恐れのある箇所の点
検

東北地方
建 設局

講演会の開催 非常参集訂
映像情報j轤

線、災害対策本部訓練、
信訓練

道路情報システム、情報板操作確認
応急復旧資機材備蓄状況確認

のり面、トンネル坑口部、橋梁等の
重点的点検

関東地方
建 設局

シンポジウムの開催、ポスターの掲示、
チラシの配布、垂れ幕 ･ラジオ広報

情報収集 ･伝達訓練、交通規制訓練
応急復旧立案訓練

道路情報システムの点検、交通遮断
機の点検、防災備蓄資材の点検

のり面等道路構造物の点検

北陸地方
建設局

講演会の開催、ポスターの掲示、懸
垂幕 ･情報板での広報

情報収集 ･伝達訓練、映像情報通信
訓練

防災施設点検 橋梁下部、トンネル坑口部等の点検

中部地方
建設 局

シンポジウムの開催、マスコミ･情報
板での広報、通行規制マップの配布

非常参集訓練、災害対策本部設置訓
練、情報収集 ･提供訓練

防災情報機器の稼働点検、防災備蓄
の点検

落石、のり面崩壊等の恐れのある箇
所の点検

近畿地方
建設局

講演会の開催、ポスターの掲示、ラジ
オ広報、行政情報システムでの提供

災害対策本部の設置訓練、情報収
集 ･伝達訓練、画像情報注.

中国地方
建設局

講演会の開催、懸垂幕 ･横断幕 ･情
報板での広報、ポスターの掲示

非常参集訓練、情報収集 ･伝達訓練
女達三:÷~発議練

トンネル非常用施設、情報板の稼働
状況、操作方法の確認

災害の発生する恐れのある箇所の点
検

四国地方
建設局

シンポジウムの開催、インターネット･
懸垂幕･情報板での広報、チラシ配布

非常参集訓練、情報に二三:≦ 災害
対象4A司)双置訓練

トンネル内非常用施設の点検 災害の発生する恐れのある箇所の点
検

九州地方
建設局

シンポジウムの開催、道路交通情報
センターでの広報、防災展の開催

非常参集訓練、情卸信}…蝸 応急
復旧訓練、映像伝送訓練

橋梁、トンネル、のり面等の構造物
点検

沖縄総合
事務局

防災パネル展、ラジオ ･情報板での
広報

災害対策本部設置訓練、情報伝達訓
練、災害復旧訓練

雨量計、道路情報システム、情報板
移動無線 ･多重無線設備の点検

災害発生の恐れの箇所、防災対策箇
所点検

日本道路
公 団

SA ･PA、料金所等でのポスターの掲
示、小冊子の配布、懸垂幕での広報

災害対策本部設置訓練、応援派遣訓
練、応急復旧計画立案訓練

防災用機材、非常開ロ部の点検 のり面点検
講習会の開催

首都高速
道路公団

防災フェアー展示、パンフレットの
配布

災書対策今部設置訓練、情報収集･
伝達 ･提供訓練

(( 口

P

阪神高速
道路公団

講演会の開催、パンフレットの配布 非常参集訂
通行規制、

練、情報収集 ･伝達訓練、
救助 ･救出訓練

防災備品点検

本州四国
連絡穫公団

シンポジウムの開催、新聞･雑誌等て
の広報、ポスターの掲示、パネル展示

非常参集匐
施設点検刊

練、情報伝達訓練、道路
線

情報通信施設点検、防災用機材 ･器
具･機能点検

のり面等の重点点検箇所の再点検

北海道 ポスターの掲示、情報板 ･懸垂幕で
の広報

情報収集･伝達訓練、道路啓開訓練、
救助 ･救出訓練

トンネル非常用施設、道路情報施設
の点検

防災点検、緊急点検の箇所の再点検

青森県 情報板 ･横断幕による広報 災害の発生する恐れのある箇所の点
検

岩手県 ポスターの掲示、情報板 ･電光広告
塔での広報

災害対策本部設置訓練、応急復旧訓
練、情報収集 ･伝達訓練

災害の発生する恐れのある箇所の点
検

宮城 県 講演会の開催
、

秋田県 トンネル関係非常用設備の点検

山形県 情報伝達訓練、交通規制訓練、
救助 ･救出訓練

福島県 トンネル内防災システムの点検 主要構造物の点検

茨城 県 情報板による広報、ポスターの掲示 防災点検結果、要対策箇所の重点的
点検

栃木 県 ポスターの掲示、パンフレットの配
布

情報収集 ･伝達訓練 重要構造物の点検

群馬県 情報板での広報、ポスターの掲示 情報収集 ･伝達訓練

埼玉県 道路応急復旧訓練、瓦総汚濁衰亀ム訓
練

千葉県 防災展への展示、ポスターの掲示 情報伝達訓練、施設点検訓練、
道路啓開訓練

東京都 非常参集訓練、情報連絡訓練、施設
点検訓練、上縦]

神奈川県 シンポジウムの開催、新聞 ･テレビ
での広報、ポスターの掲示

非常参集訓練、情報伝達訓練、
道路啓開訓練

防災施設 ･機器 ･装置の点検 防災点検の結果を踏まえた点検

山梨 県 ポケットティッシュの配布 災害の発生する恐れのある箇所につ
いて点検

長野県 ポスターの掲示 情報伝達訓練、災害対策本部設置訓
練、映像情報通信訓練

情報装置、無線施設、雨量計等の点
検

新潟県 ポスターの掲示、情報板での広報 情報板の点検 通行規制区間、災害発生の恐れ箇所
の点検

富山県 講演会の開催、ポスターの掲示 情報収集唯云達訓練

石川 県 救助･救援訓練、交通規制訓練 緊急点検の結果、要対策箇所の再点
検

岐阜県 シンポジウムの開催、ポスターの掲示、パンフレットの配布、規制マップの配布
情報収集 ･伝達訓練

静岡県 ポスターの掲示、情報板での広報 非常参集訓練、情報伝 . …
情報収集 ･伝達訓練

防災無線、情報板の点検、
応急備蓄資材の管理状況点検

防災点検の結果、要対策箇所につい
て再点検

愛知県 横断幕 ･情報板での広報、通行規制
区間マップの配布、ポスターの掲示

救助 ･救援訓練、秀二““三縦
現地対策本部の設置運営訓練

三 重県 ラジオでの広報、横断幕 ･ポスター
の掲示、通行規制マップの配布

情報伝達訓練、画像伝送訓練 防災設備点検、遮断機点検 のり面等の構造物点検

福井県 道路災害復旧訓練 防災事業箇所の点検

活 動 防 災 訓 練 防第システム ･
北海道 防災パネル展の開催、ポスターの掲 情報伝達訓練、土砂崩落訓練、災害 防災システム点検、緊急用資機材の 災害の発生する恐れのある箇所の点
開発局 示、パンフレットの配布 情報通信訓練 点検 検
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表 1‐ 2 道路防災週間中の行事 ･活動等の実施内容
広 報 活 動 防 災 訓 練 防災システム増期日体制の確認 管内施設点検他

滋賀 県 情報板での広報、マグネットプレー
トの公用車への貼り付け

情報伝達訓練、緊急点検訓練、
障害物、除去訓練

情報板、遮断機の点検 落石等の発生する恐れの箇所を重点
的に点検

京都府 情報板での広報 非常参集訓練 点検結ハ･““"ム
管内施設の点検

大 阪府 講演会の開催、パネルの展示

兵庫県 日常パトロールから災害時パトロー
ルへの切替え訓練、情報伝達訓練

防災点検結果、要対策箇所について
点検

奈良県 ポスターの掲示、通行規制マップの 緊急輸送路確鯛
線、無線通信秒

のための週=
練

道路防災会議開催

和歌山県

己 1
トンネル防災刀
災害対策本部“

線、道路贅テ三雲÷-
置訓練

鳥取県 懸垂幕･横断幕の掲示ゞ情報板での広
報、広報ステッカーを公用車へ貼付

ロ

島根県 横断幕 ･懸垂幕、ポスターの掲示、
情報板での広報

救助 ･救出訓練、道路啓開訓練 防災点検箇所の再点検

岡山県 講演会の開催、パネル展の実施、新 情報収集･
情報提供勣

伝達訓練、交通規制訓練、
練

管内施設の点検

広 島県 懸垂幕 ･ポスターの掲示 情ゞ報板で
の広報

防災施設、情報板の表示確認

山口県 道の駅での道路被災写真の展示、
防災グッズの配布

徳島県 シンポジウムの開催、懸垂幕の掲示、
情報板での広報

情報収集･伝達訓練 トンネル非常用施設点検

香川 県 パネル展、ポスター･懸垂幕の掲示 災害発生時の通行規制訓練 防災情報システムの操作、情報板の
点検

落石、のり面崩壊の恐れのある箇所
の点検

愛 媛県
パネル展の開催、ポスター ･垂れ幕
の掲示、情報板での広報

情報伝達訓練 防災システム、体制の点検 災害の発生する恐れのある箇所の点
検

高知県 シンポジウムの開催、ポスターの掲示、
情報板･インフォメーションタワーでの広報

被災状況収集訓練、緊急輸送道路の
設定訓練

トンネル非常用施設点検 防災カルテを使用した施設点検

福岡県 情報収集･伝達訓練

佐賀県 ポスターの掲示、情報板での広報 情報収集･伝達訓練、道路啓開訓練、
映像情報通信訓練

長崎県 情報板での広報、ポスターの掲示

1 呂訓

多 1訓 ･ ぬく、
連絡体制の確認

マ ヤのき生頻度の高い路線の重点
熊本県 ラジオ ･情報板での広報、ポスタ

の掲示
情報収集旬
規制実施勘

線、連絡体制訓練、交通
線

トンネル非常用施設点検 落石等
的点検

大分県

、
情報収集･伝達訓練、野災害復旧訓
練

災害の発生する恐れのある箇所の点
検

宮崎県 ラジオ、新聞での広報、パネル展示、
情報板での広報

地震情報、津波情報伝達訓練 情報板 ･トンネル内ラジオ再放送設
備等の情報機器点検

橋梁、トンネル等の重点的点検

鹿児島県 ポスターの掲示 トンネル防災訓練

沖縄県 ポスターの掲示、通行規制マップの
配布

情報機器の作動確認、防災機器の点
検

災害の発生する恐れのある箇所の点
検

札幌市 ポスターの掲示

仙台市 講演会の開催、ポスターの掲示 非常参集訓練、情報収集･伝達訓練、
対策本部設置運営訓練、復旧訓練

道路情報提供装置の点検、情報機器
の稼働確認

防災点検箇所について再点検

千葉 市 情報収集 ･伝達訓練、災害対策本部
設置訓練、道路啓開訓練

道路防災に係る施設の点検
応急復旧資機材の備蓄状況確認

防災点検結果、要対象凹′射について
点検

川 崎市 シンポジウムの開催 情報収集訓練、救助 ･救出訓練、道

横浜市 情報収集･伝達訓練、進路者÷三度÷

名古屋市 横断幕 ･ポスターの掲示 情報板、遮断機の操作及び点検 災害の発生する恐れのある箇所の点
検

京都市
災害の発生する恐れのある箇所での
点検

大阪市 講寅会の開催、行政情報提供システ
による情報提供

道路応急復旧訓練、中央分離帯撤去
訓練

神戸 市

- ′、
道路啓開訓練、道路障害物撤去訓練
情報収集･伝達訓練

広 島市 懸垂幕 ･横断幕 ･ポスターの掲示、
情報板での広報

北九州市 ポスターの掲示

福岡市 ポスターの掲示 災害の発生する恐れのある箇所の点
検

(注)防災訓練については、防災の日 (9月 1日)等に実施している関係機関との合同の総合防災訓練等を含む
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写真 1 道路防災シンポジウムの開催(四国関係機関)
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写真 3 道路情報板による広報活動(島根県)
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~ 写真 2 懸垂幕による広報活動　　 　　　
　 　

(本州四国連絡橋公団)

写真 4 道路啓開訓練(埼玉県)
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写真 6 防災備蓄資機材の確認(関東地方建設局)

写真 7 トンネル内情報施設の点検
(四国地方建設局)



東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

◎

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
料
金
に
関
す
る
施
策

道
路
局
有
料
道
路
課

本
年
一
二
月
一
八
日
に
開
通
予
定
の
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
の
料
金
に
つ
い
て
、
当
初
五
年
間
は
普
通
車
四
、
○

0
0
円
(基
本
料
金
四
、
九
〇
〇
円
の
約
二
割
引
)、
さ
ら

に
開
通
後
六
ヵ
月
間
有
効
の
前
売
券
を
三
、
五
〇
〇
円
と

す
る
申
請
を
、
去
る
九
月
九
日
付
け
で
許
可
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
も
、
利
用
し
や
す

い
料
金
に
す
る
た
め
に
料
率
を
見
直
し
た
形
で
料
金
認
可

申
請
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
、
有
料
道
路
の
料
金

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
仕
組
み
と
、
料
金
を
め
ぐ
る
最
近

の
新
し
い
施
策
展
開
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一

料
金
に
つ
い
て
の
仕
組
み

有
料
道
路
制
度
は
、
主
と
し
て
借
入
金
に
よ
り
道
路
を

整
備
し
、
そ
の
返
済
を
道
路
の
利
用
者
か
ら
の
料
金
収
入

を
も
っ
て
行
う
制
度
で
あ
り
、
国
･
地
方
公
共
団
体
の
少

な
い
負
担
で
幹
線
道
路
網
を
早
期
に
整
備
す
る
こ
と
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。
道
路
整
備
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

有
料
道
路
の
種
類
は
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
高
速
自
動

車
国
道
、
都
市
高
速
道
路
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い

て
は
建
設
大
臣
が
計
画
を
策
定
、
各
公
団
等
は
そ
れ
に
基

づ
き
整
備
し
料
金
の
認
可
を
受
け
る
が
、
一
般
有
料
道
路

は
個
別
路
線
ご
と
に
事
業
主
体
が
許
可
を
受
け
て
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

料
金
の
額
は
、
建
設
及
び
管
理
に
要
す
る
総
費
用
が
総

収
入
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
返
済
を
要
す
る

す
べ
て
の
資
金
の
償
還
が
予
定
し
た
時
期

(償
還
期
間
)

内
に
完
了
す
る
よ
う
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
州
四
国
連
絡
道
路
及
び
一
般
有
料
道
路
に
つ
い

て
は
、
当
該
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
｢便
益
｣
(有

料
道
路
を
通
行
す
る
こ
と
に
よ
る
時
間
の
節
約
や
ガ
ソ
リ

有料道路の種類

高速自動車国道

路道絡

道

連

遠

国

高

四

市

州

部

本

首都高速道路公団

阪神高速道路公団

図 1 有料道路の種類と事業主体



ン
代
等
の
走
行
経
費
の
節
約
に
よ
る
利
益
)
の
範
囲
内
と

す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

三

百
料
道
路
に
関
す
る
道
路
審
議
会
答
申

前
記
の
と
お
り
有
料
道
路
で
は
建
設
、
管
理
に
要
す
る

費
用
を
賄
う
よ
う
に
料
金
の
額
が
設
定
さ
れ
る
た
め
、
多

額
の
費
用
を
要
す
る
大
規
模
な
有
料
道
路
の
場
合
、
料
金

も
比
較
的
割
高
な
も
の
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
道
路
審
議
会
は
平
成
九
年
一
月
の
中
間
答
申
に
お
い

て
、①

事
業
主
体
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
の
実
施
に
よ
り

建
設
費
、
管
理
費
の
一
層
の
節
減
を
図
る
こ
と

②

直
接
の
利
用
者
負
担
に
加
え
て
、
有
料
道
路
の
整

備
に
よ
る
幅
広
い
受
益
者
を
代
表
し
て
、
国
･
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
公
約
負
担
を
拡
充
す
る
こ
と

③

世
代
間
負
担
の
公
平
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
適
切

な
範
囲
で
償
還
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
直
接
の
利
用
者
に
対
し
て
過
度
の
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
措
置
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

三

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料
金

=

経
緯

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

(東
京
湾
横
断
道
路
)
は
、
川

崎
-
木
更
津
間
を
海
底
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
で
結
ぶ
一
五
･

一
如
の
道
路
で
あ
り
、
平
成
元
年
に
着
工
さ
れ
、
本
年
一

二
月

一
八
日
に
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
民
間
活
力
を
活
用
す
る
こ
と

と
し
、｢東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣

(昭
和
六
一
年
施
行
)
に
し
た
が
い
、
日
本
道
路
公
団
(J

H
)
と
建
設
協
定
を
締
結
し
た
東
京
湾
横
断
株
式
会
社
が

海
上
部
の
建
設
工
事
を
担
当
し
て
い
る
。
し
か
し
、
道
路

整
備
特
別
措
置
法
上
は
J
H
が
事
業
主
体
で
あ
る

｢
一
般

有
料
道
路
｣
で
あ
り
、
事
業
費
、
料
金
等
に
関
す
る
事
業

許
可
は
昭
和
六
二
年
七
月
に
J
H
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
。

当
初
の
許
可
に
係
る
事
業
計
画
は
、
総
事
業
費
約
一
兆

一
、
五
〇
〇
億
円
、
料
金

(普
通
車
)
四
、
九
〇
〇
円
、

計
画
交
通
量
三
三
、
0
0
0
台
/
日

(開
通
初
年
度
)
で
、

東京湾アクアラインの現況写真

全
体
を
三
〇
年
で
償
還
す
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
総
事
業
費
が
約
一
兆
四
、
八
〇
〇
億
円
に
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
事
業
変
更
の
許
可
を
行
っ
て
い
る
が
、
金
利

条
件
の
見
直
し
や
、
会
社
に
対
す
る
関
係
地
方
自
治
体
の

出
資
増
等
に
よ
り
、
料
金
の
額
は
五
、
○
五
〇
円
と
、
肖

費
税
三
%
分
の
み
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

②

今
回
の
事
業
変
更
許
可

(基
本
料
金
)

m

今
回
、
開
通
を
間
近
に
ひ
か
え
て
最
終
的
な
事
業
変
更

館

の
許
可
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
基
本
と
し
た
の

セ行

は
、
首
都
圏
の
幹
線
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
分
担
す

憤

る
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
、
な
る
べ
く
多
く
の
方
々
に

"　　

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
管
理
の
効
率
化
な
ど
に
努

図 2 海ほたる (木更津人工島) 完成予想図



め
る
こ
と
で
可
能
な
限
り
利
用
し
や
す
い
料
金
を
設
定
す

る
こ
と
で
あ

っ
た
。

料
金
に
関
係
す
る
諸
要
素
の
見
直
し
の
う
ち
、
交
通
量

に
つ
い
て
は
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
周
辺
地
域
に
お
け

る
開
発
の
遅
れ
や
、
近
年
の
経
済
の
低
成
長
を
踏
ま
え
る

と
と
も
に
、
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
な
ど
最
新
の
資
料
を
用

い
て
見
直
し
、
開
通
初
年
度
三
五
、
○
○
○
台
/
日
と
下

方
修
正
を
行
っ
た
。
他
の
条
件
が
同
一
な
ら
ば
、
こ
れ
に

よ
り
料
金
の
額
は
五
、
0
五
〇
円
を
上
回
る

(消
費
税
五

%
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
だ
れ
け
で
五
、
一
五
〇
円
)
こ

と
に
な
る
が
、
他
の
条
件
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
見
直

し
を
行
っ
た
た
め
、
基
本
料
金
を
四
、
九
〇
〇
円
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

①

総
事
業
費
及
び
管
理
費
…
事
業
費
の
清
算
、
建
設

中
の
金
利
負
担
の
低
減
等
に
よ
り
、
総
事
業
費
は
約

四
〇
〇
億
円
減
額
(約
一
兆
四
、
四
〇
〇
億
円
)。
開

通
後
の
道
路
管
理
費
に
つ
い
て
も
、
料
金
収
受
業
務

等
の
効
率
的
な
執
行
等
に
よ
り
節
減
。

②

将
来
金
利
…
最
近
の
低
金
利
情
勢
を
踏
ま
え
、
下

方
修
正
。
(五
･
九
%
を
過
去
一
〇
年
間
平
均
金
利

五
･
0
%
に
修
正
)

③

償
還
期
間
…
前
記
道
路
審
議
会
答
申
の
提
言
を
踏

ま
え
、
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
延
長
。

③

特
別
期
間
割
引
等

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
で
も
、
キ
ロ
当
た
り
料
金
が
三

二
五
円
と
、
他
の
有
料
道
路
に
比
べ
て
割
高
感
が
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
。
既
存
の
湾
岸
線
利
用
に
比
べ
て
六
〇
分

j

一
六
〇
分
も
の
時
間
短
縮
効
果
が
あ
る
こ
と
、
建
設
に

多
額
の
費
用
を
要
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の

料
金
の
額
は
妥
当
な
水
準
で
は
あ
る
が

(ち
な
み
に
現
在

の
川
崎
･
木
更
津
間
フ
ェ
リ
ー
料
金
は
七
、
0
三
〇
円
で

あ
る
。)、
割
高
感
に
よ
り
そ
も
そ
も
利
用
が
敬
遠
さ
れ
る

よ
う
で
は
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が
そ
の
役
割
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
J
H
に
お
い
て
は
、
地
元
自
治

体
、
経
済
界
と
と
も
に
、
対
岸
地
域
の
交
流
促
進
と
周
辺

地
域
の
活
性
化
を
通
じ
た
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
利
用

促
進
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
努
力
と
あ
わ
せ
て
、
開
通
直
後
か
ら
な
る
べ
く

多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
長
期
的
に
利
用
者

の
定
着
と
利
用
層
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

開
通
か
ら
五
年
間
を
特
別
割
引
期
間
と
し
て
、
料
金
を
約

二
割
引
の
四
、
0
0
0
円

(普
通
車
)
と
す
る
こ
と
と
し

た
。位

置
づ
け
と
し
て
は
、
事
業
主
体
の
経
営
判
断
に
よ
る

一
種
の
割
引
措
置

(割
引
率
は
通
常
の
回
数
券
の
最
大
割

引
率
で
あ
る
二
割
以
内
)
で
あ
り
、
本
措
置
を
含
め
て
四

〇
年
償
還
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
通
行
料
金
と
燃
料
費
を
あ
わ
せ
た
ト
i

タ
ル
の
経
費
で
湾
岸
線
利
用
の
場
合
と
比
べ
遜
色
な
い
も

の
と
な
り
、
時
間
短
縮
効
果
を
考
慮
す
る
と
多
く
の
交
通

表 1 川崎~木更津間の走行時間 ･経費の比較

＼
高速湾岸線他
利用

東京湾アクアライン
利用

比 較

走行距離 1ookm 30km

走行時間 90 ~ 190分(実測) 紛 贓“~走
行
経
費

通行料金 2
,
850円 鯏如

燃 料 費 1
,
000円 鯛卸

計 3
,
850円 砺劔 鱗

円450

量
転
換
が
見
込
め
る
と
と
も
に
、
観
光
･
レ
ジ
ャ
ー
交
通

の
誘
発
も
促
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
措
置
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
有
料
道
路
で
、

利
用
に
伴
う
便
益
は
大
き
い
も
の
の
、
開
通
当
初
の
割
高

感
が
特
に
強
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
地
元
も
含
め

た
積
極
的
な
利
用
促
進
策
と
あ
わ
せ
て
、
長
期
的
な
利
用

者
の
定
着
と
利
用
層
拡
大
を
図
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
措
置
に
加
え
、
開
通
前
か
ら
新
規
需
要
開

道イ〒セ 97.10 イノ



拓
努
力
を
行
う
た
め
、
基
本
料
金
の
約
三
割
引

(普
通
車

三
、
五
〇
〇
円
)
の
前
売
割
引
券
を
発
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
は
、
関
連
地
域
に
お
け
る
集
客
施
設
等
と
連
携

し
た
利
用
促
進
策
を
推
進
す
る
上
で
も
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
(前
売
割
引
は
前
記
道
路
審
議
会
答
申
に
お

け
る
提
言
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
)

*
前
売
割
引
券
は
開
通
日

(
三
一月
一
八
日
予
定
)

よ
り
六
ヵ
月
間
有
効
で
、
開
通
前
日
ま
で
発
売
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
○
○
七
〇
ー
八
〇

○
ー
八
四
六
ー
八
九
八

(
フ
リ
ー
フ
オ
ン
)
ま
で
。

四

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
料
金

鋤

本
四
道
路
の
概
要

本
州
四
国
連
絡
道
路
は
三
つ
の
ル
ー
ト
に
よ
り
本
州
と

四
国
を
結
ぶ
新
た
な
交
通
動
脈
と
し
て
、
近
畿
･
中
国
･

四
国
地
方
な
ど
西
日
本
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト

(瀬
戸

大
橋
)
に
つ
い
て
は
昭
和
六
三
年
四
月
に
開
通
、
神
戸
･

鳴
門
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
平
成
一
〇
年
四
月
に
明
石
海
峡

大
橋
が
開
通
し
、
大
鳴
門
橋
と
あ
わ
せ
て
全
通
す
る
。
ま

た
、
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
も
、
平
成
一
一
年
春
に
は
概
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

本
四
道
路
に
つ
い
て
は
償
還
計
画
上
三
ル
ー
ト
全
体
を

プ
ー
ル
計
算
し
、
全
路
線
に
つ
い
て
共
通
の
キ
ロ
当
た
り

料
率
を
設
定
し
た
上
で
、
各
区
間
の
料
金
を
計
算
す
る
方

式
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
陸
上
部
と
海
峡
部
で
は
建

設
費
及
び
便
益
が
著
し
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
料
率
を
設
定
し
て
い
る
。
(現
行
は
陸
上
部
三
五

円
/
畑
に
対
し
、
海
峡
部
は
そ
の
三
一倍
の
四
二
〇
円
/

　
　総

事
業
費
約
三
兆
円
の
大
事
業
で
あ
り
、
利
用
者
負
担

の
み
で
は
な
く
、
国
及
び
関
係
公
共
団
体
に
よ
り
こ
れ
ま

で
約
五
、
○
○
0
億
円

(う
ち
2
/
3
は
国
が
負
担
)
の

出
資
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②

経
済
委
員
会
意
見
書

三
ル
ー
ト
概
成
に
向
け
、
全
体
の
料
金
に
つ
い
て
、
本

四
公
団
総
裁
の
諮
問
機
関
で
あ
る
｢経
済
委
員
会
｣
(委
員

長
中
村
貢
東
大
名
誉
教
授
)
が
平
成
八
年
九
月
か
ら
精
力

的
に
検
討
を
加
え
、
去
る
七
月
一
七
日
に
意
見
書
を
取
り

ま
と
め
た
。
委
員
会
と
し
て
は
、

①

本
四
道
路
の
厳
し
い
採
算
に
鑑
み
、
料
金
に
よ
る

収
入
を
で
き
る
だ
け
確
保
。

②

本
四
道
路
の
効
果
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
利
用
し

や
す
さ
に
留
意
し
て
検
討
。

の
二
点
を
基
本
と
し
て
主
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
提
言
を

行

っ
た
。

o
償
還
期
間
三
三
年
か
ら
五
〇
年
に
延
長

o
料
率
を
以
下
の
通
り
見
直
す

D
陸
上
部
と
海
峡
部
の
比
率
は
一
…
九

の
特
に
多
額
の
建
設
費
を
要
し
た
明
石
海
峡
大
橋
の

海
峡
部
は
一
般
海
峡
部
の
一
･
六
倍

の
利
用
し
や
す
さ
等
を
勘
案
し
、
陸
上
部
三
五
円
/

如
、
海
峡
部
三
五
一
円
/
如

o
当
初
数
年
間
は
特
別
の
利
用
促
進
措
置
を
検
討

o
公
団
に
よ
る
組
織
形
態
の
見
直
し
、
維
持
管
理
の
効

率
化
、
利
用
促
進
努
力
が
必
要

0
幅
広
い
受
益
を
得
て
い
る
国
･
地
方
公
共
団
体
の
適

切
な
出
資
の
継
続
･
拡
充

こ
れ
に
よ
り
、
す
で
に
開
通
し
て
い
る
区
間
の
料
金
は

平
均
で
七
%
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
公
団
は
こ
の

意
見
書
に
沿
っ
た
新
た
な
基
本
料
金
を
認
可
申
請
に
盛
り

込
ん
で
い
る
o

③

特
別
な
利
用
促
進
措
置

前
記
意
見
書
に
お
い
て
、
｢本
四
道
路
を
有
効
に
活
用

し
、
関
連
地
域
に
よ
り
早
く
開
発
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
利
用
層
を
拡
大
し
、

そ
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
三
ル
ー
ト

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
発
揮
さ
れ
、
新
し
い
料
金
体
系

が
適
用
さ
れ
る
今
回
、
早
期
に
一
層
の
利
用
を
促
す
特
別

の
措
置
と
し
て
、
償
還
の
確
実
性
に
支
障
の
な
い
範
囲
内

で
、
当
初
の
数
年
間
に
限
り
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
に
と

っ
て
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
特
別
の
料
金
設
定
を
行

う
こ
と
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。｣と
提
言
さ
れ
た
の
を

受
け
、
本
四
公
団
は
、
平
成
一
〇
年
四
月
か
ら
五
年
間
、

前
記
②
の
新
た
な
料
率
で
計
算
さ
れ
た
基
本
料
金
か
ら
二

割
引

(三
ル
i
ト
、
全
車
)
と
す
る
措
置
を
盛
り
込
ん
だ

料
金
認
可
申
請
を
去
る
八
月
五
日
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
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こ
れ
に
よ
る
と
、
例
え

円

＼
現 行 料 金 金 特 別 措 置

(当初 5 年間)

橋

道
岡

橋

J
鴨
汰

呵

目
泳
蹴

胛

軒
煙
祠

鳴

路

明

大

淡戸神 鈎 5
,
800

(前売5
,
000)

明石海峡大橋 ー 鞠 2
,
600

(前売2
,
200)

大 鳴 門 橋 鰡 脚 鰡瀬戸中央自動車道 ･ 全線 彌 彌 翻
鎌
橋
橋
橋
嬬

道
大

口
島
鳩

車

島

三

戸

動

ブ

目

園

生

大

伯

戸瀬西 - 剱 贓因 島 大 橋 脚 脚 800

生 ロ 橋 520 500 400

大 三 島 橋 730 600 500

伯方 ･大島大橋 840 750 600

道イマセ 97.10 4J

平成 9 年 6月現在

ば
瀬
戸
大
橋
の
料
金
は
普

靴

通
車
四
、
六
〇
〇
円
で
、

現
行
の
基
本
料
金
か
ら
三

)

割
引
下
げ

(現
行
の
割
引

赫由
-

料
金
か
ら
も

一
割
引
下

敷

げ
)
と
な
る
。
ま
た
、
明

金

石
海
峡
大
橋
の
料
金
は
二
･

端

六
(U
O
円
と
な
る
が
東
京

圏

湾
ア
ク
ア
ラ
三イ
ン
と
同
様

俵

の
前
売
割
引
券
を
利
用
す

蹴

る
と
二
･

二
六
)0
円
と
な

贈

る
。

本

本
申
請
に
つ
い
て
の
認

2

車
表
騒

可
は
、
出
資
等
に
つ
い
て

(

の
調
整
を
経
て
、
年
末
に

五

今
後
の
施
策
展
開
に
つ
い
て

も
行
う
予
定
で
あ
る
。

有
料
道
路
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
六
月
の
道

路
審
議
会
建
議

｢道
路
政
策
変
革
へ
の
提
言
｣
に
お
い
て

｢我
が
国
の
有
料
道
路
料
金
の
割
高
感
か
ら
利
用
者
の
負

担
が
過
重
で
あ
る
と
の
意
見
も
多
い
。｣と
し
た
上
で
、
｢有

料
道
路
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
適
正
な
負
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。｣
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
通
勤
な
ど
近
距
離
多
頻
度
利
用
者
の
た
め
の
割

引
や
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
割
引
等
、
｢多
様
な
料
金
施
策
を

I1-左表は道路分
く2-鉄道分の供用は本四“端報蒙の324km
3この他に西神地区8,8kmかある、

襲

o

E
道　

　

造
の
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蟠獲錮錮“瘍多参燐
　　　　　　　　　

ふきさ包め 寒京覆アクアライ

T O K Y O 園風N A Q U A…LIN E
川鍋人工島

ベイオアシス

V、この｢海ほたるPA｣です。
は東京湾周辺が36G 展望で

ベイブリッジやウオ-ターフロントをながめる舘 轆
。また飲食施設やお買物コーナ

ーも充実して、まさにこれからの新しい海の広場といえ
茨或駐車場は約480台収容できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
浮島JCT←→木更津IC間
※海ほたるPAでのUターンも可能です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成9年12月18日(木)開通予定日~平成10年6月17日(水)

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成9年9月18日(木)~平成9年12月17日(水)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高速道路等の主な料金所、サービスエリア ･パーキング
エリアの売店などでとうそ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お得な割引通行券(片道券)をお1人様何枚でもお求めできます。

変事料ひアとク是董認老沼辯鬮藷嚢奢熊群
用意しましたJ ll崎と木更津をむすぶ｢水中のラインj
へのたくさんの興味にお応えするため、期間限定で発売
るチ ツ です。どうか記念にお求めいただき、ぜ

通
じ
た
道
路
利
用
の
促
進
｣
を
平
成
一
○
年
度
重
点
施
策

の
一
つ
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

有
料
道
路
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
国
民
や
利
用
者

するチケットで 。どう
ひ俶騙してあてください。

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
と
も
料
金
に

関
す
る
多
様
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
で

開
か
れ
た
事
業
の
実
施
に
努
め
、
有
料
道
路
制
度
の
一
層

の
活
用
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

東京湾犠断道路を利用すれば川崎~木更津間は走行距 、

　　　　　　　　　　　　　が期待きれています。

　　　　　
400円お得

　　　　　　
BOO円溺海

　　　　　
600円お鍋

　　　　　
1,350円お得

ハツロ アクア
く胤合わせめ日本′、ィヵ㈱ M◎鰯 榊瀞 鬘餓蟻我

JH東京第二管理局 四048-フ68-B426

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ぶ蕾離薙誇を務求めのお客様に、その煽でアンケート用紙を潴滅しします。応鱗耆の中から抽選で1磁0名猟漉賤念攝q
kをプレゼントします。海ほたるPAにアンケート回収箱め職圏きれています。アンケ…トに記入して投函してくた ･
きし、嫌またIば、木魔霰料錦蹄の係員に功壺到鞍雌お渡しください。)
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道
路
管
理
瑕
疵
訴
訟
判
例
の
動
向
第
六
回
)

廩
射
的
利
益
幅
関
す
る
事
偉
勲
び
審
の
他
⑭
事
篝

靴 97,10 45

高
鍋

誠
治

ブ
イ
ン
に
立
ち
寄
っ
た
た
め

｢利
益
｣
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
、
と
い
う
点
で
は
ま
さ
に
反
射
的
利
益
の
典

型
的
な
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
法
律
的
に
は
そ
の

｢利
益
｣
が
こ
の
例
の
よ
う

に
本
当
に

｢利
益
｣
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路

の
供
用
と
い
う
法
律
行
為
の
結
果
、
そ
の
道
路
を
通
行
す

る
こ
と
自
体
が
法
律
的
に
は
反
射
的
利
益
な
の
で
す
。

一
方
、
反
射
的
利
益
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
、
｢法
律
上

保
護
さ
れ
た
利
益
｣
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

当
該
利
益

(権
利
で
も
よ
い
)
が
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
選
挙
権
や
請
願
権
の
よ
う
な

明
文
上
規
定
が
あ
る
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

反
射
的
利
益
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
行
政
処
分
の
取

消
訴
訟
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

有
名
な
事
件
で
は
公
衆
浴
場
の
設
置
場
所
の
配
置
基
準

今
月
は
反
射
的
利
益
に
関
す
る
事
件
と
そ
の
他
の
事
件

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の

｢そ
の
他
の
事
件
｣
で
は
今
回
の
検
討
で
は
道
路

環
境
に
関
す
る
事
件
と
工
事
差
し
止
め
請
求
事
件
は
含
ま

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

一

反
射
的
利
益
に
関
す
る
事
件

ま
ず
、
反
射
的
利
益
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

道
路
管
理
の
実
務
上
、
｢反
射
的
利
益
｣と
い
う
言
葉
は

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
使

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

｢沿
道
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
経
営
し
て
い
た
人
が
、
バ
イ

パ
ス
が
で
き
た
た
め
旧
道
の
交
通
量
が
減
っ
た
の
で
道
路

管
理
者
に
賠
償
を
要
求
し
て
も
、
そ
れ
は
反
射
的
利
益
だ

か
ら
で
き
な
い
。｣

と
い
う
よ
う
な
使
わ
れ
方
が
一
般
的
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
そ
れ
で
全
く
正
解
な
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
の

一
面
だ
け
を

｢反
射
的
利
益
｣
と
理
解
さ
れ
て
日
常
使
用

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

｢反
射
的
利
益
｣
の
本
来
の
意
味
は
、
｢法
が
命
令
、
制

限
、
禁
止
等
の
定
め
を
し
て
い
る
こ
と
の
反
射
と
し
て
、

あ
る
人
が
受
け
る
利
益
を
い
う
。｣
(有
斐
閣
、
法
律
学
辞

典
)
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て

｢医
師

法
に
医
師
の
診
療
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
結
果
、
患
者

が
診
療
を
拒
ま
れ
な
い
と
い
う
利
益
を
受
け
た
り
す
る
こ

と
｣
(同
)
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
る
と
、
道
路
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
さ
き
ほ
ど

の
例
の
よ
う
な
場
合
は
道
路
の
供
用
行
為
と
い
う
法
律
行

為
に
よ
り
、
今
ま
で
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
が
ド
ラ
イ



に
関
す
る
条
例
に
違
反
し
て
浴
場
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、

既
存
業
者
が
不
利
益
を
被
っ
た
場
合
、
そ
の
違
反
者
に
対

し
て
行
政
上
の
措
置
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
訴
え

ら
れ
た
事
件
な
ど
も
反
射
的
利
益
論
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

こ
で
、
道
路
に
お
け
る
反
射
的
利
益
を
考
え
る
と
、

道
路
の
路
線
の
認
定
や
区
域
の
決
定
あ
る
い
は
占
用
許
可

等
の
処
分
に
よ
っ
て
発
生
す
る
利
益
･
権
利
は
す
べ
て
反

射
的
利
益
で
あ
る
と
言
え
ま
す
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

法
律
的
に
は
供
用
さ
れ
た
道
路
を
通
行
す
る
こ
と
自
体
が

反
射
的
利
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
考
え
て
み
る
と
、
道
路
の
沿
道
に
居
住
す
る

権
利
、
言
い
換
え
る
と
道
路
に
出
入
り
す
る
権
利
は
反
射

的
利
益
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
も
、
現
在
の
行
政
法
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
反

射
的
利
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
筆
者
は
こ
の
考
え
方
に
は
注
意
を
要
す
る
と

考
え
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
沿
道
に
出
入
り
す
る
利
益

(仮
に
ア
ク
セ

ス
権
と
呼
び
ま
す
。)は
、
住
宅
や
店
舗
を
建
て
る
た
め
に

他
の
法
律

(建
築
基
準
法
等
)
で
は
、
必
要
な
条
件
と
さ

れ
て
お
り
、
道
路

へ
の
出
入
り
は
、
人
々
の
生
活
の
た
め

の
基
盤
的
な
部
分
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
ア
ク
セ
ス
権
が
法
律
上

保
護
さ
れ
な
い
利
益
で
あ
る
か
ら
、
反
射
的
利
益
に
す
ぎ

な
い
と
の
結
論
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
道
路
管
理

者
が
供
用
中
の
道
路
の
拡
幅
工
事
を
行
う
た
め
に
道
路
端

に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
立
て
て
民
地
か
ら
の
出
入
り
を
不
可
能

に
し
た
場
合
は
、
法
律
的
に
は
反
射
的
利
益
で
損
害
賠
償

や
損
失
補
償
の
必
要
が
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
い
、
と
い
う
結
論
で
は
常
識
的
に
は
疑
問
の
残

る
と
こ
ろ
で
す
。

筆
者
は
、
も
し
こ
の
よ
う
な
事
例
で
民
事
訴
訟
に
な
っ

た
場
合
、
一
般
不
法
行
為
理
論
を
適
用
し
て
損
害
賠
償
請

求
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
過
去
の
判
例
で
検
討
し
よ
う
に
も
、

過
去
の
事
件
で
反
射
的
利
益
に
関
す
る
判
例
が
存
在
す
る

の
は
い
わ
ゆ
る
営
業
の
落
ち
込
み
の
事
件
し
か
な
く
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
反
射
的
利
益
論
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
、

道
路
管
理
者
が
敗
訴
し
た
例
は
全
く
な
く
、
参
考
と
な
り

ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
反
射
的
利
益
の
事
件
に
直
面
し
た
場
合

判
例
集
に
登
載
さ
れ
て
い
る
の
は
営
業
上
の
判
例
ば
か
り

で
あ
る
と
い
う
前
提
を
理
解
し
た
上
で
、
｢反
射
的
利
益
は

す
べ
て
認
め
ら
れ
な
い
｣
と
い
う
先
入
観
を
も
た
ず
に
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

① 判
決
要
旨

裁
判
所
、
判
決
年
月
□

概

要

一
被
害
状
況

結
果

例
規
集
巻
･
頁

-

事

件

名

-
道
路
種
別

･
反
射
的
利
益
に
関
す
る
事
件

そ
れ
で
は
、
反
射
的
利
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
具

体
的
に
見
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
が
、
現
在
把
握
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
八
件
の
判
例
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
検
討
で
は
さ
ら
に
三
つ
に
分
け
て
考
え
た
い
と

こ
の
形
態
の
事
件
は
六
件
あ
り
ま
す
。

思
い
ま
す
。
そ
の
分
け
方
は
、

0

道
路
工
事
や
供
用
行
為
に
よ
る
営
業
損
害
を
求
め

た
も
の

②

道
路
の
施
設
の
撤
去
を
求
め
た
も
の

③

横
断
歩
道
橋
の
撤
去
を
求
め
た
も
の

で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二

道
路
工
事
や
供
用
行
為
に
よ
る
営
業
損
害

を
求
め
左
も
の

1

一
日
平
均
約
二
万
台
以
上
の
交
通
量
が
あ
る
当
該
五
差
路
に
お
い

て
、
横
断
歩
道
者
の
安
全
を
守
り
、
増
加
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
本
件
歩
道
橋
が
現
在
の
位
置
に
そ
の
形
状
で
設
置
さ
れ
た

の
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
歩
道
橋
が
交
通
安

全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
が
本
件
歩
道
橋
の
設
置
に
よ
っ
て

広
告
が
不
利
益
を
被
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
予
知
し
、
現
に
不
利

益
を
被
っ
て
も
、
本
件
歩
道
橋
の
設
置
が
違
法
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。

2

憲
法
二
九
条
三
項
は
、
私
人
の
財
産
権
が
公
権
力
に
よ
り
直
接
制

限
さ
れ
る
か
、
収
用
さ
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本

福
岡
地
裁
小
倉
支
部

昭
和
四
九
年
三
月
二
二
日

“
“
■
“
“
膿

ま

“
■
“
■
“
溌

-精
神
被
害

棄
却

少
す
る

露
一主

計

-北
九
州
横
断
歩
道
橋
事
件

…市
道
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1

一
日
平
均
約
二
万
台
以
上
の
交
通
量
が
あ
る
当
該
五
差
路
に
お
い

て
、
横
断
歩
道
者
の
安
全
を
守
り
、
増
加
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
本
件
歩
道
橋
が
現
在
の
位
置
に
そ
の
形
状
で
設
置
さ
れ
た

の
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
歩
道
橋
が
交
通
安

全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
が
本
件
歩
道
橋
の
設
置
に
よ
っ
て

広
告
が
不
利
益
を
被
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
予
知
し
、
現
に
不
利

益
を
被
っ
て
も
、
本
件
歩
道
橋
の
設
置
が
違
法
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。

2

憲
法
二
九
条
三
項
は
、
私
人
の
財
産
権
が
公
権
力
に
よ
り
直
接
制

限
さ
れ
る
か
、
収
用
さ
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本



件
歩
道
橋
の
設
置
の
た
め
、
本
件
広
告
壁
の
広
告
価
値
が
減
少
し
、

そ
の
結
果
本
件
土
地
、
建
設
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る
べ
き
収
入
が
失

わ
れ
た
の
は
、
い
ま
ば
本
件
歩
道
橋
の
設
置
に
よ
る
反
射
的
影
響
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
二
九
条
三
項
の
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る

も
の
で
は
な
い
。

1

工
事
期
間
中
、
車
両
が
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
た
の
は
合
計
し
て

四
H
間
と
一
九
時
間
で
あ
り
、
そ
の
余
の
工
事
期
間
中
は
工
事
現
場

付
近
の
道
路
に
車
両
の
全
面
通
行
止
め
の
標
識
を
使
用
し
て
い
た
が
、

現
実
に
は
工
事
請
負
人
と
付
近
住
民
と
の
話
合
い
で
大
型
車
両
以
外

の
車
両
は
通
行
可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
、
原
告
の
営
む
旅
館
に

至
る
比
較
的
便
利
な
迂
回
路
が
存
し
た
こ
と
、
本
件
掘
削
工
事
は
公

共
工
事
で
あ
り
、
こ
の
工
事
の
結
果
、
消
雪
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
県

道
の
冬
期
間
に
お
け
る
車
両
の
交
通
が
円
滑
化
さ
れ
、
原
告
の
旅
館

の
営
業
も
便
益
を
受
け
る
こ
と
を
総
合
し
て
判
断
す
れ
ば
、
原
告
の

受
け
た
多
少
の
営
業
上
の
不
便
は
社
会
生
活
上
受
忍
す
べ
き
限
度
内

に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

2

工
事
施
工
に
際
し
、
県
が
付
近
住
民
に
な
ん
ら
の
通
知
を
し
な
か

っ
た
と
し
て
も
通
知
を
義
務
づ
け
た
法
令
は
な
く
、
た
だ
ち
に
工
事

の
施
工
が
違
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
し
、
井
戸
掘
削
場
所
の
選
定

に
誤
り
は
な
か
っ
た
。

山
形
地
裁
酒
田
支
部

昭
和
五
〇
年
三
一月
一
一
ロ

工
事
に
よ
る
顧
客
の
減
少

一営
業
損
害

棄
却

彗

上
説
こ
酒
田
市
道
損
害
賠
償
事
件

一市
道

②③
へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

一
般
に
私
有
財
産
が
公
共
の
利
益
の
た
め
に
侵
害
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
社
会
的
に
み
て
当
然
受
忍
す
べ
き
限
度
内
の
も

の
で
あ
れ
ば
、
損
失
補
償
を
要
す
る
特
別
の
犠
牲
に
は
当
た
ら
な
い
。

東
京
地
裁

昭
和
五
九
年

三
月

七
H

東
京
高
裁

昭
和
五
九
年
一
二
月
二
六
日

“““蜜
袋

馨

錦
窕
歳

町
侵害
無責

少
し
た
と
し
て
提
訴
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へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

一
般
に
私
有
財
産
が
公
共
の
利
益
の
た
め
に
侵
害
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
社
会
的
に
み
て
当
然
受
忍
す
べ
き
限
度
内
の
も

の
で
あ
れ
ば
、
損
失
補
償
を
要
す
る
特
別
の
犠
牲
に
は
当
た
ら
な
い

2

原
告
ら
が
国
道
に
面
し
た
場
所
に
お
い
て
店
舗
を
構
え
商
売
を
続

け
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
道
路
が
公
衆
の
一
般
的
利

用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
反
射
的
利
益
を
受
け
て
い
た
に
す
ぎ
な

い
か
ら
、
前
記
損
害
は
反
射
的
利
益
の
喪
失
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
当
該

損
失
は
憲
法
二
九
条
、
道
路
法
七
〇
条
の
補
償
の
対
象
に
な
ら
な
い

〈高
裁
判
決
要
旨
〉

原
告
の
立
体
交
差
化
工
事
に
つ
き
公
務
員
の
行
為
に
違
法
が
あ
る
と

し
て
国
家
賠
償
法
一
条
に
基
づ
い
て
出
し
た
請
求
、
交
通
事
故
の
発
生

が
営
業
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
と
し
て
同
法
二
条
に
基
づ
い
て
出
し

た
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
。

へ地
裁
判
決
要
旨
〉

工
事
の
長
期
化
に
は
や
む
を
え
な
い
理
山
が
あ
り
、
実
際
の
工
事
期

間
は
合
計
九
カ
月
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
工
事
期
間
中
の
歩
車
道
の
段
差

(
一
三
-
二
0
m
あ
っ
た
が
す
り
つ
け
が
さ
れ
て
い
た
)
は
車
の
進
入

を
著
し
く
困
難
に
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
原
告
は
工
事
の
完

成
に
よ
り
今
後
長
期
間
多
大
の
利
益
を
享
受
で
き
る
こ
と
、
原
告
店
舗

の
売
上
の
減
少
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
、
同
種
競
合
店
舗
の
乱

立
、
原
告
店
舗
の
老
朽
化
等
他
に
大
き
な
要
因
が
あ
る
こ
と
、
そ
も
そ

も
原
告
が
本
件
道
路
の
通
行
者
を
主
た
る
顧
客
と
す
る
と
い
う
形
で
享

受
す
る
本
件
道
路
か
ら
の
利
益
は
、
本
件
道
路
の
設
置
に
伴
う
反
射
的

利
益
に
過
ぎ
な
い
こ
と
等
か
ら
し
て
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
は
い
え
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
〉

地
裁
判
決
と
同
旨
。

東
京
地
裁

昭
和
五
九
年

二
月
二
七
日

東
京
高
裁

昭
和
六
一
年
一
〇
月
二
九
日

広
幅
工
事
に
よ
り
沿
道
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
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④

大
分
地
裁

昭
和
六
二
年
七
月
一
七
日

道イテセ 97.10 4 7

1

原
告
は
本
件
街
路
樹
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
土
地
の
利
用
等
に
関
す

る
何
ら
か
の
権
利
を
有
す
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
本
件
広
告
板
に

つ
い
て
原
告
が
享
受
し
て
い
た
広
告
の
効
用
及
び
こ
れ
に
由
来
す
る

営
業
上
の
利
益
は
、
本
来
、
広
告
板
の
前
面
に
そ
の
展
望
を
妨
げ
る

も
の
が
存
し
な
い
こ
と
に
よ
る
反
射
的
利
益
に
す
ぎ
ず
そ
の
存
在
自

体
が
当
然
に
私
権
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

2

被
告
が
原
告
の
宣
伝
広
告
業
務
に
損
害
を
与
え
る
目
的
で
故
意
に

不
必
要
な
街
路
樹
を
設
置
す
る
等
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を

へ地
裁
判
決
要
旨
〉

原
告
ら
に
は
本
件
渓
谷
の
自
然
景
観
利
用

(使
用
)
権
や
水
資
源
利

用

(使
用
)
稼
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
権
利
が
あ
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
本
件
請
求
は
理
由
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

1

本
件
工
事
に
よ
り
、
目
狭
豊
泉
観
等
に
旧
と
異
な
る
な
ん
ら
か
の
変

化
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
適
法

な
行
政
行
為
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

2

当
該
地
域
に
お
け
る
開
発
事
業
の
円
満
な
実
現
を
図
る
た
め
の
土

木
部
長
と
町
長
の
協
定
書
は
、
被
告
が
町
民
個
人
に
対
し
民
事
上
な

ん
ら
か
の
債
務
を
負
担
す
る
に
至
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、

債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
も
失
当
で
あ
る
。

3

本
件
国
家
賠
償
請
求
等
に
当
事
者
訴
訟
で
あ
る
憲
法
二
四
条
三
項

の
規
定
に
基
づ
く
損
失
補
償
請
求
を
追
加
的
に
併
合
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。

福
岡
地
裁

昭
和
六
一
年
九
月
三
〇
日

福
岡
高
裁

昭
和
六
三
年
五
月
二
六
日

路
工
事
に
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光
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⑥
超
え
た
行
為
を
な
し
、
こ
れ
に
よ
り
原
告
の
受
け
た
不
利
益
が
受
忍

す
べ
き
限
度
を
越
え
た
場
合
に
は
、
右
妨
害
行
為
は
違
法
と
な
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
街
路
樹
の
成
長
に
よ
る
不
利
益
は

広
告
の
受
忍
限
度
内
の
も
の
で
あ
り
、
街
路
樹
の
設
置
ま
た
は
管
理

に
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

背
′
の
高
い
街
路
樹
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
一
･
l
‘
:
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-
-絶

"
l
l

･ー
ー

ヒ

営
業
損
害

棄
却

÷

り
広
告
板
の
効
用
が
減
少
し
た
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ま
ず
、
①
の
事
件
で
す
が
、
横
断
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ

た
た
め
、
原
告
の
広
告
壁
が
見
え
な
く
な
り
、
契
約
を
解

除
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
事
件

で
す
が
、
歩
道
橋
設
置
の
必
要
性
、
正
当
性
に
つ
い
て
認

定
し
た
後
、
受
忍
限
度
論
と
反
射
的
利
益
論
を
も
っ
て
請

求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

次
に
②
の
事
件
で
す
が
、
市
道
に
面
し
て
営
業
し
て
い

た
旅
館
の
前
で
約
二
カ
月
に
わ
た
り
工
事
が
行
わ
れ
た
た

め
、
市
道
が
通
行
止
め
に
な
り
客
足
が
絶
え
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
事
件
で
す
が
、
裁
判
所

は
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
い
き
な
り
法
律
論
と
し
て
反
射

的
利
益
論
を
も
っ
て
棄
却
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
全

面
通
行
止
め
期
間
が
四
日
と
一
九
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
、

迂
回
路
が
存
し
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
お
り
、
一
応

の
事
実
認
定
は
経
由
し
て
い
ま
す
。

次
に
③
の
事
件
で
す
が
、
従
前
、
踏
切
で
あ
っ
た
道
路

が
立
体
交
差
に
な
り
、
踏
切
近
く
で
営
業
し
て
い
た
小
売

り
店
舗
の
前
の
交
通
量
が
な
く
な
っ
た
た
め
営
業
廃
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
事
件
で

す
。こ

の
事
件
も
裁
判
所
は
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
が
、

受
忍
限
度
論
と
反
射
的
利
益
論
の
双
方
か
ら
請
求
を
棄
却

し
て
い
ま
す
。

次
に
④
の
事
件
で
す
が
、
こ
れ
も
国
道
沿
い
で
営
業
し

て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ホ
テ
ル
の
営
業
主
が
、
バ
イ
パ
ス

拡
幅
工
事
が
長
期
に
わ
た
っ
た
上
、
ホ
テ
ル
の
敷
地
内
に

入
る
た
め
の
歩
道
切
り
込
み
部
に
段
差
が
あ
っ
た
た
め
、

客
足
が
遠
の
い
た
と
い
て
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
も
の
で

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
裁
判
所
は
、
工
事
が
長
期
に
わ

た
っ
た
理
由
や
歩
道
部
の
段
差
に
つ
い
て
十
分
に
実
態
審

理
を
行
っ
た
上
で
、
受
忍
限
度
論
と
反
射
的
利
益
論
の
双

方
か
ら
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
⑤
の
事
件
で
す
が
、
こ
れ
は
街
路
樹
が
生
育
し

た
た
め
沿
道
の
広
告
板
が
道
路
利
用
者
か
ら
見
え
な
く
な

っ
た
た
め
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
沿
道
土
地
所
有
者
が

道
路
管
理
者
を
訴
え
た
事
件
で
す
が
、
こ
の
事
件
が
一
番

明
確
に
、
原
告
が
そ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
利
益
は
反
射
的

利
益
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
受
忍
限
度
論
に
つ
い
て
も
、
道
路
管
理
者
が
原

告
に
損
害
を
与
え
る
目
的
で
故
意
に
不
必
要
な
街
路
樹
を

設
置
す
る
な
ど
の
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
違
法
性
を
帯

び
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
一
定
の
線
弓
き
を
行
っ
て
い

る
点
に
つ
い
て
注
目
で
き
る
判
決
で
す
。

最
後
に
⑥
の
事
件
で
す
が
、
こ
れ
は
ダ
ム
の
設
置
と
道

路
の
拡
幅
工
事
が
あ
い
ま
っ
て
自
然
景
観
が
破
壊
さ
れ
、

観
光
客
が
減
少
し
た
た
め
そ
の
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
も

の
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
原
告
に
は
こ
の
よ
う
な

自
然
景
観
利
用
権
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い
こ
と
を

理
由
に
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

以
上
が
営
業
上
の
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た

事
件
で
す
が
、
ご
ら
ん
の
よ
う
に
敗
訴
し
た
事
件
は
あ
り

1

遮
音
壁
の
撤
去
を
求
め
る
た
め
に
は
、
原
告
が
受
け
る
不
利
益
の

内
容
、
程
度
と
、
遮
音
壁
の
も
つ
社
会
的
価
値
と
を
比
較
衡
量
し
、

そ
の
被
害
が
社
会
生
活
上
受
忍
す
べ
き
限
度
を
超
え
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

遮
音
壁
は
付
近
住
民
の
た
め
公
益
性
を
有
し
、
原
告
の
蒙
る
被
害

は
、
こ
れ
を
撤
去
し
た
場
合
に
付
近
住
民
が
受
け
る
騒
音
被
害
に
比

し
、
社
会
通
念
上
受
忍
す
べ
き
限
度
内
に
あ
る
。

和
歌
山
地
裁

昭
和
五
六
年
五
月
二
六
日

‐笙
口
の
店
舗
前
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① ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
事
件
は
い
ず
れ
も
訴
え
た
方
の
内
容
に
少
し

無
理
が
あ
る
も
の
ば
か
り
で
敗
訴
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
裁
判

所
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
反
射
的
利
益
論
で
一
蹴
す
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
実
態
の
審
理
に
入
っ
て
受

忍
限
度
論
と
合
わ
せ
て
判
断
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
よ
>フ
。

し
た
が
っ
て
、
い
く
ら
営
業
上
の
利
益
は
反
射
的
利
益

で
あ
る
と
し
て
も
、
道
路
管
理
者
の
行
為
が
受
忍
限
度
を

超
え
る
よ
う
な
も
の

(例
え
ば
店
舗
の
入
ロ
を
何
の
代
替

措
置
な
く
ふ
さ
い
で
し
ま
う
よ
う
な
常
識
は
ず
れ
の
行
為
)

で
あ
れ
ば
、
敗
訴
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
御
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三

道
路
の
施
設
の
撤
去
を
求
め
た
も
の



こ
の
事
件
は
一
件
だ
け
で
す
。
こ
の
事
件
は
営
業
上
の

利
益
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
と
い
う
点
で
は

0
の
分
類
に
入
り
ま
す
し
、
遮
音
壁
の
撤
去
を
求
め
て
い

る
と
い
う
点
で
は
環
境
訴
訟
の
分
野
に
入
る
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
あ
え
て
こ
こ
に
分
類
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
裁
判
所
は
受
忍
限
度
論
を
も
っ
て
請

求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。
論
理
の
構
成
と
し
て
は
二
の
事

件
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
し
ょ
う
。

四

横
断
歩
道
橋
の
撤
去
を
求
め
だ
も
の

へ地
裁
判
決
要
旨
)

1

仮
に
国
民
の
公
道
利
用
が
行
政
措
置
の
反
射
的
利
益
で
あ
る
と
し

て
も
、
公
道
利
用
は
法
的
に
保
護
さ
れ
得
る
国
民
の
生
活
利
益
で
あ

り
、
反
射
的
利
益
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
訴
の
利
益
の
有
無
に

関
す
る
結
論
が
左
右
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
憲
法
二
五
条

に
よ
り
国
が
国
民
に
対
し
て
道
路
設
置
、
管
理
の
義
務
を
負
い
、
そ

の
反
面
と
し
て
国
民
は
公
道
を
利
用
す
る
憲
法
上
の
権
利
を
有
す
る

と
は
に
わ
か
に
断
定
は
で
き
な
い
が
国
民
の
公
道
利
用
に
対
す
る
法

的
保
護
の
程
度
、
態
様
は
実
定
法
に
従
っ
て
判
断
す
れ
ば
足
り
る
。

2

国
家
賠
償
法
二
条
に
定
め
る
損
害
は
社
会
通
念
上
法
的
救
済
に
価

す
る
不
利
益
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

本
件
歩
道
橋
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
肉
体
的
･
精
神

的
負
担
は
未
だ
本
件
通
路
を
瑕
疵
あ
る
道
路
と
す
る
も
の
と
は
い
え

ゐな
い
。

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

l

国
賠
法
二
条
に
い
う
瑕
疵
の
存
否
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用

名
古
屋
地
裁

昭
和
四
七
年
九
月
二
二
日

名
古
屋
高
裁

平
成

二
年
八
月

九
日

横
断
歩
道
橋
の
利
用
が
強
制
さ
れ
る

-精
神
被
害

棄
却

露
-■
-
‘

毀

名
古
屋
横
断
歩
道
橋
事
件

-市
道

①

法
、
利
用
状
況
等
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
個
別
的
、
具
体
的
に
判

断
す
べ
き
も
の
で
、
利
用
者
に
極
端
に
不
相
応
な
負
担
を
強
い
る
場

合
も
そ
の
判
断
要
素
の
一
つ
と
な
る
。

2

歩
道
橋
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
十
分
な
公
益
的
、
合
理
的
必
要
性

が
存
し
、
適
正
な
法
律
上
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、
交
通
事
故

数
も
減
少
し
て
お
り
、
訴
訟
人
の
負
担
感
等
と
比
較
衡
量
す
る
と
未

だ
受
忍
限
度
内
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
一
件
で
す
が
、
有
名
な
判
例
で
す
の
で
是

非
と
も
押
さ
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

事
件
は
、
あ
る
交
差
点
に
横
断
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
隣
の
住
民
が
平
面
の
横
断
歩

道
に
比
べ
て
肉
体
的
･
精
神
的
に
多
く
の
負
担
を
与
え
る

も
の
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
件
で
す
。

裁
判
所
は
、
｢仮
に
国
民
の
公
道
利
用
が
、
行
政
措
置
の

反
射
的
利
益
で
あ
る
と
し
て
も
、
公
道
利
用
は
法
的
に
保

護
さ
れ
得
る
国
民
の
生
活
利
益
で
あ
り
、
反
射
的
利
益
で

あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
訴
え
の
利
益
の
有
無
に
関
す
る
結

論
が
左
右
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
｣
と
ま
ず
判
示
し
、
道
路

を
利
用
す
る
権
利
は
反
射
的
利
益
で
あ
っ
て
も
保
護
さ
れ

得
る
権
利
で
あ
る
と
認
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ

こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
｢道
路
を
利
用
す
る
権
利
｣と
は
道

路
を
通
行
す
る
権
利
に
絞
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
す
べ

き
で
し
ょ
う
o

二
で
検
討
し
た
よ
う
な
沿
道
を
利
用
す
る
権
利
は
こ
の

範
嗜
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
訴
え
の
利
益
が

あ
る
も
の
と
し
て
実
体
審
理
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

受
忍
限
度
論
を
用
い
て
地
裁
、
高
裁
と
も
請
求
を
棄
却
し

て
い
ま
す
。

以
上
が
反
射
的
利
益
に
関
す
る
判
例
で
す
が
、
考
え
方

を
統
括
し
て
み
ま
す
と
、
｢道
路
を
供
用
し
た
結
果
、
そ
の

道
路
を
通
行
す
る
権
利
及
び
沿
道
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
権

利
に
つ
い
て
は
反
射
的
利
益
で
あ
る
と
い
え
ど
も
法
的
に

保
護
さ
れ
得
る
権
利
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
訴
え
の

利
益
が
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
沿

道
で
営
業
を
行
う
行
為
や
沿
道
に
看
板
を
立
て
て
利
益
を

上
げ
る
行
為
な
ど
は
ま
さ
に
反
射
的
利
益
で
あ
る
と
言
い

切
っ
て
よ
い
。｣と
い
う
の
が
判
例
を
検
討
し
た
結
果
か
ら

言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

五

そ
の
他
の
事
件

そ
の
他
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
順
番
に
事
件

を
解
説
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
摂
氏
八
〇
度
の
熱
湯
が
流
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
転
落
す

れ
ば
こ
の
熱
湯
に
よ
っ
て
重
大
な
傷
害
を
う
け
る
可
能
性
は
極
め
て
大

で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
本
件
道
路
及
び
溝
の
管
理
者
と
し
て
は
、
本

件
満
へ
の
転
落
受
傷
を
防
ぐ
た
め
、
本
件
満
に
蓋
を
す
る
か
、
少
な
く

と
も
温
泉
源
所
有
者
に
対
し
本
件
溝
に
熱
湯
を
安
全
な
場
所
ま
で
導
く

パ
イ
プ
を
付
設
す
る
こ
と
を
許
し
て
事
故
発
生
を
防
止
す
べ
き
義
務
が

あ
り
、
こ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
本
件
道
路
溝
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ

大
分
地
裁
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和
四
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年
七
月
二
一
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過
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な
し

旧
泉
の
熱
湯
を
側
溝
に
流
出
さ
せ
、
そ
こ
に
-
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と
も
温
泉
源
所
有
者
に
対
し
本
件
溝
に
熱
湯
を
安
全
な
場
所
ま
で
導
く

パ
イ
プ
を
付
設
す
る
こ
と
を
許
し
て
事
故
発
生
を
防
止
す
べ
き
義
務
が

あ
り
、
こ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
本
件
道
路
溝
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ



亨

た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

-

り
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
事
件
は
、
道
路
の
側
溝
に
地
元
の
温
泉
の
排
水
を

流
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
側
溝
に
小
学
生
が
転
落
し
て

大
や
け
ど
を
負
っ
た
事
件
で
す
が
、
道
路
管
理
者
の
責
任

と
し
て
、
①
側
溝
に
蓋
か
け
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
②
温

泉
源
の
所
有
者
に
熱
湯
を
安
全
な
場
所
ま
で
導
く
パ
イ
プ

を
敷
設
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
管
理
瑕
疵
を
認
め

て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
件
で
は
後
に
道
路
管
理
者
が
温
泉
源
管

理
者
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
し
た
訴
え
を
起
こ
し
ま
し

た
が
、
そ
の
半
分
に
つ
い
て
の
み
訴
え
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

②1

通
常
、
道
路
は
連
続
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
途
中
で
行
き
止
ま

り
に
な
っ
て
い
る
例
は
あ
ま
り
な
く
、
そ
の
予
測
は
困
難
で
あ
る
。

2

し
か
も
、
川
に
よ
っ
て
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
極
め
て
異
常

で
か
つ
、
危
険
で
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
は
道
路
交

通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
十
分
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

3

そ
の
措
置
は
、
最
悪
の
条
件
-
本
件
の
場
合
に
は
夜
間
で
あ
り
、

し
か
も
集
中
豪
雨
下
で
あ
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
交
通
の
安
全

が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

本
件
に
お
い
て
道
路
管
理
者
は
、
通
行
者
に
対
し
て
渡
船
場
の
存

在

(交
通
に
対
す
る
危
険
)
を
知
ら
し
め
る
措
置
に
つ
き
瑕
疵
が
あ

旭
川
地
裁

昭
和
四
八
年
五
月
一
八
日

過
失
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1

通
常
、
道
路
は
連
続
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
途
中
で
行
き
止
ま

り
に
な
っ
て
い
る
例
は
あ
ま
り
な
く
、
そ
の
予
測
は
困
難
で
あ
る
。

2

し
か
も
、
川
に
よ
っ
て
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
極
め
て
異
常

で
か
つ
、
危
険
で
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
は
道
路
交

通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
十
分
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る

3

そ
の
措
置
は
、
最
悪
の
条
件
-
本
件
の
場
合
に
は
夜
間
で
あ
り
、

し
か
も
集
中
豪
雨
下
で
あ
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
交
通
の
安
全

が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

本
件
に
お
い
て
道
路
管
理
者
は
、
通
行
者
に
対
し
て
渡
船
場
の
存

在

(交
通
に
対
す
る
危
険
)
を
知
ら
し
め
る
措
置
に
つ
き
瑕
疵
が
あ

5

夜
間
で
し
か
も
豪
雨
で
極
め
て
見
通
し
の
悪
い
状
況
の
下
で
は
、

相
当
速
度
を
落
と
す
か
、
一
時
停
止
な
ど
、
ま
た
道
路
標
識
に
注
意

し
て
進
行
す
べ
き
で
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
道
路
の
誤
り
に
も
気

づ
か
ず
進
行
し
本
件
事
故
に
遭
遇
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
発

生
に
つ
い
て
は
同
人
に
も
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
。

6

被
害
者
に
お
い
て
は
相
当
速
度
を
落
と
す
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は

一
時
停
止
す
る
な
ど
す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
過
失

が
あ
り
、
そ
の
割
合
は
七
割
で
あ
る
。

1

原
告
と
被
告
道
路
公
団
と
の
本
件
道
路
利
用
関
係
は
、
そ
の
内
容

一
切
を
公
団
側
で
定
め
る
い
わ
ゆ
る
附
合
契
約
で
あ
り
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
公
団
は
利
用
者
に
対
し
事
故
防
止
に
適
切
な
巡
回
や
防

護
設
備
の
設
置
管
理
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
義
務
を
負
う
も
の
で
あ

る
↓。

2

本
件
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
歩
行
者
の
本
件
道
路
内
へ
の
立
入
り

は
被
告
公
団
の
巡
回
に
お
け
る
不
手
際
等
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の

で
は
な
く
、
通
常
な
ら
ば
到
底
予
想
し
得
な
い
場
所
に
お
い
て
本
件

大
阪
地
裁

昭
和
四
八
年
一
〇
月
二
四
日

目
専
道
を
走
行
中
衝
突
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霊
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③
こ
の
事
件
は
、
夜
間
、
し
か
も
雷
雨
の
中
で
通
行
し
て

い
た
自
動
車
が
渡
船
場
の
存
在
に
気
づ
か
ず
に
川
に
転
落

し
た
事
件
で
す
が
、
そ
の
危
険
個
所
に
転
落
防
止
の
措
置

を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
管
理
瑕
疵
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
被
害
者
の
過
失
も
七
割
認
め
ら
れ
て
お
り
、

雷
雨
の
中
と
い
う
悪
条
件
も
考
慮
す
る
と
客
観
的
に
瑕
疵

が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
微
妙
な
案
件
で
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

歩
行
者
が
板
片
を
利
用
し
て
こ
と
さ
ら
に
侵
入
し
た
異
常
な
行
為
の

結
果
で
あ
っ
て
、
被
告
公
団
は
事
故
防
止
に
通
常
必
要
な
適
切
な
措

置
を
尽
く
し
て
お
り
そ
の
措
置
･
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
。

運
転
者
は
、
中
央
分
離
帯
に
佇
立
し
て
い
た
歩
行
者
を
そ
の
手
前

約
一
四
一
m
の
地
点
で
認
め
な
が
ら
こ
れ
を
里
…い
木
箱
の
よ
う
な
も

の
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
通
常
高
速
道
路
に
そ
の
よ
う
な
も

の
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
十
分
の
注

意
を
払
っ
て
走
行
し
て
い
れ
ば
予
め
減
速
措
置
等
を
と
る
こ
と
に
よ

り
、
本
件
被
害
を
よ
り
低
い
程
度
に
止
め
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
、
そ

の
点
に
つ
き
過
失
が
あ
る
。

へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

本
件
道
路
は
、
通
常
歩
行
者
が
い
な
い
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る

が
道
路
管
理
者
は
、
｢横
断
注
意
｣
等
の
標
識
を
設
置
す
る
の
み
で
、

し
か
も
こ
の
標
識
は
運
転
者
の
確
認
を
得
る
こ
と
が
不
可
能
に
近
い

状
態
で
あ
り
、
営
造
物
が
本
来
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
き
、
危
険

な
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

2

運
転
者
が
減
速
せ
ず
、
ま
た
横
断
歩
行
者
を
予
想
し
な
か
っ
た
こ

と
は
本
件
道
路
が
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
あ
り
、
か

つ
、
横
断
歩
行
者
に
対
す
る
注
意
を
促
す
措
置
が
全
く
採
ら
れ
て
い

千
葉
地
裁

昭
和
四
八
年
八
月
二
八
日

東
京
高
裁

昭
和
五
〇
年
五
月
二
九
日

目
専
道
を
走
行
中
衝
突

三
名
死
亡

生
坐
貝

上
毛

魂
嶽

1
“
“
“
“
“
“
“
“
‘
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④
こ
の
事
件
は
、
高
速
道
路
を
乗
用
車
で
通
行
し
て
い
た

原
告
が
、
道
路
上
を
走
行
し
て
い
る
人
間
を
発
見
し
、
急

転
把
し
た
が
間
に
合
わ
ず
歩
行
者
と
衝
突
し
、
さ
ら
に
乗

用
車
も
防
護
柵
に
衝
突
し
た
事
件
で
す
が
、
歩
行
者
が
高

速
道
路
上
に
侵
入
し
た
行
為
が
道
路
管
理
者
の
通
常
予
測

で
き
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
た
め
、
道
路
管
理
者
の
管
理

瑕
疵
責
任
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。



こ
の
事
件
は
運
転
者
の
投
げ
捨
て
た
た
ば
こ
に
よ
り
沿

道
の
法
面
が
火
災
に
な
っ
た
事
件
で
道
路
公
団
の
管
理
が

不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
事
件
で
す
が
、
管

理
瑕
疵
責
任
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト

は
以
下
の
通
り
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

①
道
路
設
置
者
は
沿
道
の
火
災
の
発
生
を
予
想
し
て
防

止
す
る
義
務
は
な
い
。

②
こ
の
よ
う
な
火
災
は
運
転
者
の
注
意
で
完
全
に
防
止

で
き
る
。

③
注
意
看
板
の
設
置
と
草
刈
り
は
道
路
管
理
者
に
お
い

て
十
分
な
措
置
と
い
え
る
o

1

道
路
を
設
置
し
た
か
ら
と
い
っ
て
沿
道
の
建
築
物
や
竹
林
に
火
災

が
発
生
す
る
と
は
そ
の
性
質
上
通
常
予
想
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

道
路
設
置
者
と
し
て
は
設
置
に
あ
た
り
火
災
の
発
生
を
予
想
し
て
こ

れ
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
は
な
い
。

2

自
動
車
運
転
者
の
タ
バ
コ
の
投
げ
棄
て
に
よ
る
火
災
は
自
動
車
運

転
者
が
注
意
義
務
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
防
止
で
き
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
自
動
車
運
転
者
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
の
発
生
ま

た
は
そ
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
容
易
に
実
施
で
き
る
効

果
的
な
方
法
が
他
に
存
在
す
る
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
注
意
看
板

を
設
置
し
、
草
刈
り
を
す
る
と
い
う
道
路
管
理
者
が
し
た
処
置
は
、

道
路
管
理
の
な
す
べ
き
管
理
と
し
て
十
分
で
あ
る
。

東
京
地
裁

昭
和
五
一
年
二
月
二
七
日

捨
て
れ

“
“
バ
だ

す

法
面
“
“
上

山
林
焼
失

無
責

な
っ
た

蜷
マ
ニ
ヨ
テ

名
痿

而火
災
事
件

‐有
料
道
路

へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

事
故
現
場
付
近
の
当
該
市
道
に
は
中
央
分
離
帯
が
あ
っ
て
そ
の
分

離
帯
上
に
高
さ
一
･
七
m
、
間
隔
お
よ
そ
一
m
を
も
っ
て
山
茶
花
が

植
え
ら
れ
て
い
た
。
事
故
現
場
で
あ
る
交
差
点
に
お
い
て
は
約
一
七

m
に
渡
っ
て
中
央
分
離
帯
が
切
れ
て
い
る
も
の
の
交
差
点
に
接
続
す

る
中
央
分
離
帯
上
の
樹
木
が
著
し
く
繁
茂
し
て
い
た
た
め
、
対
向
車

線
左
方
の
見
通
し
が
悪
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

2

一
般
に
、
道
路
上
に
中
央
分
離
帯
が
設
け
ら
れ
樹
木
が
植
え
ら
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
樹
間
を
十
分
に
と
り
、
樹
木
の
種
類
も
針

葉
樹
と
し
、
葉
が
あ
ま
り
繁
る
こ
と
の
な
い
よ
う
手
入
れ
を
行
う
こ

と
、
ま
た
さ
ら
に
、
中
央
分
離
帯
に
切
れ
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
そ
の
切
れ
目
に
面
し
た
部
分
の
樹
木
を
特
に
低
い
種
類
の
も

の
と
す
る
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

3

し
か
る
に
本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
が

容
易
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
怠
っ
た
た
め
こ
れ
が
事
故
原

因
の
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
道
路
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
え
る
o

高̂
裁
判
決
要
旨
)

1

道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
と
は
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
道
路
交
通
の
安
全

確
保
は
ひ
と
り
道
路
設
置
･
管
理
の
安
全
保
持
措
置
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
道
路
利
用
者
と
く
に
車
両
運
転
者
の
交
通
法

令
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
方
法
と
相
ま
っ
て
初
め
て
果
た
し
得
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
危
険
な
運
転
を
し
た
こ
と
が
専
ら
事
故

の
原
因
を
な
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
道
路
の
状
況
と
事

故
発
生
と
の
間
に
は
因
果
関
係
は
な
く
、
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕

疵
を
問
題
と
す
る
余
地
は
な
い
。

2

中
央
分
離
帯
の
植
樹
が
対
向
車
線
の
状
況
を
見
通
す
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
が
、
中
央
分
離
帯
の
効
用
か
ら
い
っ
て
対
向
車
線
の
見
通
し

が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
効
用
を
増
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
こ
れ
を

減
殺
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
中
央
分
離
帯
に
は
対
向
車
線
と
の

津

地

裁

昭
和
五
一
年
五
月
ニ

ロ

名
古
屋
高
裁

昭
和
五
二
年
八
月

三
日

中

分
離
帯
の
植
樹
が
繁
茂
し
て
い
た
た
め
ご

i

』

ノ
l
′
-
7
ネ
;
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;
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一
名
死
亡

無
責

÷

診
･

‘
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右
折
車
に
気
づ
か
ず
衝
突

路
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1

事
故
現
場
付
近
の
当
該
市
道
に
は
中
央
分
離
帯
が
あ
っ
て
そ
の
分

離
帯
上
に
高
さ
一
･
七
m
、
間
隔
お
よ
そ
一
m
を
も
っ
て
山
茶
花
が

植
え
ら
れ
て
い
た
。
事
故
現
場
で
あ
る
交
差
点
に
お
い
て
は
約
一
七

m
に
渡
っ
て
中
央
分
離
帯
が
切
れ
て
い
る
も
の
の
交
差
点
に
接
続
す

る
中
央
分
離
帯
上
の
樹
木
が
著
し
く
繁
茂
し
て
い
た
た
め
、
対
向
車

線
左
方
の
見
通
し
が
悪
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

2

一
般
に
、
道
路
上
に
中
央
分
離
帯
が
設
け
ら
れ
樹
木
が
植
え
ら
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
樹
間
を
十
分
に
と
り
、
樹
木
の
種
類
も
針

葉
樹
と
し
、
葉
が
あ
ま
り
繁
る
こ
と
の
な
い
よ
う
手
入
れ
を
行
う
こ

と
、
ま
た
さ
ら
に
、
中
央
分
離
帯
に
切
れ
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
そ
の
切
れ
目
に
面
し
た
部
分
の
樹
木
を
特
に
低
い
種
類
の
も

の
と
す
る
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

3

し
か
る
に
本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
が

容
易
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
怠
っ
た
た
め
こ
れ
が
事
故
原

因
の
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
道
路
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
え
る
o

高̂
裁
判
決
要
旨
)

1

道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
と
は
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
道
路
交
通
の
安
全

確
保
は
ひ
と
り
道
路
設
置
･
管
理
の
安
全
保
持
措
置
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
道
路
利
用
者
と
く
に
車
両
運
転
者
の
交
通
法

令
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
方
法
と
相
ま
っ
て
初
め
て
果
た
し
得
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
危
険
な
運
転
を
し
た
こ
と
が
専
ら
事
故

の
原
因
を
な
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
道
路
の
状
況
と
事

故
発
生
と
の
間
に
は
因
果
関
係
は
な
く
、
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕

疵
を
問
題
と
す
る
余
地
は
な
い
。

2

中
央
分
離
帯
の
植
樹
が
対
向
車
線
の
状
況
を
見
通
す
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
が
、
中
央
分
離
帯
の
効
用
か
ら
い
っ
て
対
向
車
線
の
見
通
し

が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
効
用
を
増
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
こ
れ
を

減
殺
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
中
央
分
離
帯
に
は
対
向
車
線
と
の

“
'
“
“
参
る

“
葵

焚
燕

一二
名
負
傷
無
責

び
出
し
、
急
制
動
で
車
が
転
倒

12

七
二
七
九
･

一
四
九
･

一
三

束
名
高
速
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
衝

突
事
件

有
料
道
路

静
岡
地
裁

昭
和
五
〇
年
六
月
二
〇
日

⑦
分
離
を
目
的
と
す
る
効
用
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

切
れ
目
に
お
い
て
は
車
線
分
離
と
見
通
し
と
い
う
二
律
背
反
的
な
関

係
が
あ
り
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
を
決
す

る
他
な
い
。

他
の
道
路
に
お
い
て
も
分
離
帯
の
切
れ
目
ま
で
植
樹
さ
れ
て
お
り
、

本
件
道
路
の
状
況
が
他
の
一
般
道
路
に
比
し
配
慮
を
欠
い
て
い
た
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

本
件
分
離
帯
の
切
れ
目
は
一
七
･
六
m
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
間
の

位
置
で
自
動
車
の
先
端
が
わ
ず
か
に
数
一
〇
饅
対
向
車
線
に
入
っ
た

位
置
で
対
向
車
線
の
前
方
を
完
全
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
対
向
車
線
に
進
入
し
よ
う
と
す
る
車
と
対
向
車
線
走
行
車
両
と
の

衝
突
の
危
険
性
に
対
し
て
何
ら
の
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

4

本
件
事
故
は
双
方
の
運
転
者
の
前
方
不
注
意
等
の
注
意
義
務
違
反

が
原
因
で
あ
り
、
中
央
分
離
帯
の
植
樹
の
状
況
が
そ
の
一
因
と
す
る

原
判
決
の
判
断
は
失
当
で
あ
る
。

道イテセ 97.10 5ノ

分
離
を
目
的
と
す
る
効
用
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

切
れ
目
に
お
い
て
は
車
線
分
離
と
見
通
し
と
い
う
二
律
背
反
的
な
関

係
が
あ
り
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
を
決
す

る
他
な
い
。

他
の
道
路
に
お
い
て
も
分
離
帯
の
切
れ
目
ま
で
植
樹
さ
れ
て
お
り

本
件
道
路
の
状
況
が
他
の
一
般
道
路
に
比
し
配
慮
を
欠
い
て
い
た
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

本
件
分
離
帯
の
切
れ
目
は
一
七
･
六
m
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
間
の

位
置
で
自
動
車
の
先
端
が
わ
ず
か
に
数
一
〇
饅
対
向
車
線
に
入
っ
た

位
置
で
対
向
車
線
の
前
方
を
完
全
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
対
向
車
線
に
進
入
し
よ
う
と
す
る

と
寸
向

‐丁

訓
と

衝
突
の
危
険
性
に

4

本
件
事
故
は

が
原
因
で
あ
り
、
中
央
分

原
判
決
の
判
断
は
失
当
で
あ

こ
の
事
件
は
中
央
分
離
帯
の
植
樹
に
よ
り
、
右
折
し
て

く
る
対
向
車
が
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
件
で
す
が
、
一

審
判
決
で
は
見
通
し
が
悪
い
こ
と
に
管
理
瑕
疵
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
控
訴
審
で
は
、
結
局
双
方
の
運
転
者
の

前
方
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
請
求
が
し
り
ぞ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
記
の
高
裁
判
決
要
旨
は
、
道
路
管
理
瑕
疵
の
判
断
に

つ
い
て
冷
静
か
つ
的
確
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
判
決
で

あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

⑥

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
と
推
認
で
き
、
本
件
道
路
に
平
面

交
差
が
な
け
れ
ば
本
件
事
故
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
か
ら
、
標
識
の
不
備
に
よ
る
瑕
疵
と
本
件
事
故
発
生
と
の
間
に
因

果
関
係
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

⑤



へ地
裁
判
決
要
旨
〉

l

キ
セ
ル
乗
り
を
防
止
し
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
本
件
事
故

現
場
付
近
の
中
央
分
離
帯
に
フ
ェ
ン
ス
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が

不
心
得
者
に
よ
っ
て
破
ら
れ
た
り
乗
り
越
え
ら
れ
た
り
す
る
等
上
下

線
の
横
断
を
禁
止
す
る
柵
と
し
て
不
十
分
あ
ん
場
合
に
は
高
速
道
路

の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
り
、
ま
た
、
フ
ェ
ン
ス
に
事
故
当
時

穴
が
あ
い
て
い
て
人
が
通
り
抜
け
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
こ
と
は
、

さ
ら
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
を
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

2

専
ら
キ
セ
ル
乗
り
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
フ
ェ
ン
ス
に

穴
が
あ
り
、
人
が
そ
の
穴
を
通
り
抜
け
た
た
め
事
故
が
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
本
件
事
故
と
フ
ェ
ン
ス
の
穴
と
の
間
に
相
当
因
果
関

係
が
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

l

控
訴
人
は
、
巡
回
や
立
入
防
止
冊
に
よ
っ
て
キ
セ
ル
乗
り
を
防
止

し
て
お
り
、
本
件
中
央
分
離
帯
の
立
入
防
止
柵
も
、
高
さ
･
強
度
に

お
い
て
通
常
十
分
に
そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
金
網
に
穴
が
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て

管
理
な
い
し
施
設
に
欠
陥
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

本
件
金
網
の
穴
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
控
訴
人
の
管
理
の
欠
如
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
キ
セ
ル
乗
り
の
不
法
な
所
為
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
穴
を
キ
セ
ル
乗
り
が
通
り
抜
け
て
道
路
を
横
断
し
て
事

故
が
起
き
て
も
控
訴
人
が
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
筋
合
で
は
な
い
。

へ最
高
裁
判
決
要
旨
)

高
裁
判
決
と
同
旨
。

東
京
高
裁

昭
和
五
一
年
四
月
二
一
目

最
高
裁

昭
和
五
三
年
八
月
二
三
日

東
京
高
裁

昭
和
五
一
年
四
月
二
一
目

最
高
裁

昭
和
五
三
年
八
月
二
三
日

こ
の
事
件
は
中
央
分
離
帯
に
キ
セ
ル
乗
り
を
防
止
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
た
フ
ェ
ン
ス
に
穴
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
人
が
出
て
き
た
た
め
、
通
行
中
の
自
動
車
が
急

制
動
の
た
め
転
倒
し
て
運
転
者
が
負
傷
し
た
事
件
で
す
が
、

一
審
判
決
で
は
そ
の
穴
を
道
路
管
理
者
が
ふ
さ
が
な
か
っ

た
た
め
に
事
故
が
起
こ
っ
た
も
の
と
し
て
管
理
瑕
疵
責
任

を
認
め
て
い
ま
す
が
、
控
訴
審
で
は
、
管
理
の
欠
陥
に
よ

り
穴
が
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
不
法
な
行
為
に
ょ

1

道
路
の
通
行
量
に
比
し
て
幅
員
の
狭
い
場
合
と
か
、
幅
員
を
拡
張

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
あ
る
い
は
バ
イ
パ
ス
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
に
こ
れ
ら
の
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
を
も
っ
て
道

路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
あ
る
場
合
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

原
告
ら
は
、
慢
性
的
交
通
渋
滞
や
危
険
物
積
載
車
両
を
野
放
し
に

し
、
何
ら
か
の
措
置
を
と
ら
ず
放
置
し
た
点
に
過
失
あ
り
と
主
張
す

る
が
、
国
と
し
て
そ
の
主
張
の
よ
う
な
交
通
政
策
を
詩
ず
べ
き
政
治

的
責
任
は
と
に
か
く
、
斯
る
具
体
的
な
本
件
事
故
に
つ
い
て
ま
で
責

任
は
な
く
、
従
っ
て
建
設
大
臣
に
過
失
あ
り
と
為
す
こ
と
は
で
き
な

神
戸
地
裁
姫
路
支
部

昭
和
五
二
年
六
月
六
日

,
1
“
“
‘
“
“
･
1
･
議

さ

ず

屋
損
害
無
責

水
素
ガ
ス
が
爆
発
し
た

聡
一‘
三好尹仇
コニ
顫
鱗
1
1
--,
“
“
“
““
“
一直
轄
国
道

⑧ り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
瑕
疵
は
認
め
ら
れ
な
い
と
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
こ
の
判
断
に
は
全
面
的
に
安
心
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
瑕
疵
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
は
、

穴
が
開
い
て
い
た
時
期
が
ど
れ
く
ら
い
か
に
も
よ
り
ま
す

し
、
ま
た
、
被
害
が
幸
い
に
も
死
亡
事
故
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
、
道
路
管
理
者
の
無
責
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑨

こ
の
事
件
は
、
水
素
ガ
ス
を
運
搬
し
て
い
た
前
車
に
後

車
が
衝
突
し
て
爆
発
、
沿
道
の
建
物
を
焼
失
し
た
事
件
で

す
が
、
原
告
は
、
道
路
管
理
者
が
幅
員
の
狭
い
道
路
を
改

良
し
な
か
っ
た
た
め
渋
滞
が
頻
発
し
て
い
た
か
ら
こ
の
よ

う
な
事
故
が
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、
道
路
管
理
者
を

訴
え
た
事
件
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
請
求
は
棄
却
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
拡
幅
が
必
要
で
あ
る
と
か
バ
イ

パ
ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と
そ
の
も
の
が
道
路
管
理
者
瑕
疵

に
は
当
た
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
件
は
歩
道
の
面
取
り
部
分

(車
道
か
ら
民
地
へ

館

乗
り
入
れ
る
た
め
の
傾
斜
)
の
傾
斜
角
度
が
急
で
あ
っ
た

ャ　

た
め
、
歩
行
者
が
滑
っ
た
事
件
で
す
が
、
過
失
相
殺
三
割

満

の
み
で
管
理
瑕
疵
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
非
常
に

?

厳
し
い
判
断
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

1

道
路
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
歩
行
者
の
み
で
な
く
車
両
の
通
行

あ
る
い
は
当
該
道
路
に
面
し
て
居
住
す
る
住
民
の
道
路
利
用
や
生
活
、

営
業
上
等
の
便
宜
か
ら
の
要
求
に
も
応
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
要
求
と
の
調
整
に
お
い
て
歩
行
者
の
通
行
の
安
全
が
あ
る
程
度
犠

牲
に
な
っ
た
と
し
て
も
こ
れ
を
必
ず
し
も
道
路
設
置
の
瑕
疵
と
は
い

い
得
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
趣
旨
に
お
い
て
本
件
面
取
り
の
存
在

自
体
は
道
路
設
置
の
瑕
疵
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

被
告
が
歩
道
に
面
取
り
を
設
け
る
に
当
た
り
、
そ
の
傾
斜
を
急
角

度
に
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
合
理
的
理
由
が
認
め
ら

れ
な
い
。

3

注
意
能
力
は
高
低
懸
隔
の
あ
る
不
特
定
多
数
の
歩
行
者
が
通
行
し
、

ま
た
、
時
と
し
て
気
の
ゆ
る
ん
だ
歩
行
者
も
通
行
す
る
こ
と
が
あ
り

得
る
一
般
の
歩
道
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
歩
行
者
側
に
標
準
以
上

の
注
意
能
力
な
い
し
注
意
義
務
の
遵
守
を
期
待
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

長
野
地
裁
伊
那
支
部

昭
和
五
三
年
二
月
二
〇
日

過
失
相
殺
三
割

■
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
ぬ

,
義

‐名
負
傷

有
責

転
倒
し
た

難
-圭
三
銃
二
僑
頻

輻
“
“
“
“上
県
道



へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

本
件
事
故
原
因
は
、
運
転
者
が
前
方
注
視
を
怠
り
、
且
つ
制
限
速

度
を
超
え
て
走
行
し
、
作
業
員
を
認
め
な
が
ら
徐
行
も
せ
ず
、
ハ
ン

ド
ル
操
作
の
み
に
よ
っ
て
こ
れ
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

2

自
動
車
専
用
道
路
に
お
い
て
は
、
自
動
車
運
転
者
の
歩
行
者
に
対

す
る
前
方
注
視
義
務
は
歩
行
者
の
往
来
す
る
道
路
上
で
の
前
方
注
視

義
務
に
比
較
し
、
そ
の
程
度
に
お
い
て
軽
減
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。

3

本
件
に
よ
う
に
瞬
時
に
完
了
す
る
作
業
に
つ
い
て
は
道
路
標
識
を

設
置
し
、
区
間
を
定
め
て
通
行
を
禁
止
し
又
は
制
限
を
す
る
な
ど
の

措
置
は
必
要
が
な
い
。

4

作
業
員
と
運
転
者
の
行
為
は
各
々
本
件
事
故
と
因
果
関
係
が
あ
り

両
者
は
本
件
事
故
に
つ
き
共
同
不
要
行
為
者
と
し
て
の
責
を
負
う
。

5

被
告
公
団
と
清
掃
会
社
と
は
、
形
式
的
に
は
独
立
の
事
業
体
で
あ

る
が
、
実
際
に
は
支
配
服
従
の
関
係
が
恒
定
し
て
い
る
と
見
る
べ
く
、

被
告
公
団
に
対
し
民
法
七
一
五
条
に
基
づ
き
当
該
清
掃
作
業
員
の
使

用
者
責
任
を
公
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

へ高
裁
判
決
要
旨
)

1

清
掃
会
社
は
作
業
時
間
、
方
法
、
作
業
結
果
な
ど
作
業
全
般
に
公

団
の
指
揮
監
督
を
受
け
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
被
用
者
と
認
め
る
の
が

相
当
で
あ
る
。

2

被
害
者
側
の
過
失
は
、
損
害
額
の
算
定
に
つ
き
出
酌
す
べ
き
で
、

被
控
訴
入
ら
の
損
害
額
は
一
〇
分
の
五
の
限
度
に
止
め
る
の
が
机
当
。

横
浜
地
裁
横
須
賀
支
部

昭
和
園
九
年
二
月
二
七
ロ

東
京
高
裁

昭
和
五
三
年
一
月
二
六
日

過
失
相
殺
五
割

“
“
“
“
■
“
“
〆

ぬ
き

』

-名
死
亡
有
責

に
よ
り
横
転
し
た

為

三

皿
穰

“
“
“
“
1
1
1
1
1

一有
料
道
路

⑩

こ
の
事
件
は
、
道
路
上
で
清
掃
作
業
車
か
ら
急
に
作
業

員
が
出
て
き
た
た
め
、
運
転
者
が
急
制
動
を
行
い
同
乗
者

が
車
外
に
投
げ
だ
さ
れ
た
事
件
で
す
が
、
裁
判
所
は
事
件

の
原
因
を
作
業
員
と
運
転
者
の
過
失
が
半
々
と
し
、
共
同

不
法
行
為
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
判
断
は
概
ね

妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
(
つ
づ
く
)

(前
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係
長
)



秋
鬮
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
通
路
事
業
』

秋
田
県
土
木
部
道
路
建
設
課

は
じ
め
に

群
≧

　　
　

　

一
.･、'

秋田県管内図

な〉＼
‐＼

＼

秋
田
県
は
、
本
州
北
の
日
本
海
側
に
位
置
し
、
南

北
一
八
一
如
、
東
西

=
一
如
と
南
北
に
長
い
長
方

形
を
な
し
、
そ
の
面
積
は

=
、
六
一
三
婦
と
全
国

六
位
の
広
さ
を
有
し
て
い
る
。

東
側
の
県
境
部
に
は
、
奥
羽
山
脈
が
縦
走
し
、
そ

の
西
の
県
中
央
部
に
は
出
羽
山
地
、
南
西
部
に
は
東

北
第
二
位
の
標
高
を
誇
る
鳥
海
山
が
そ
び
え
て
い
る
。

県
内
三
大
河
川
で
あ
る
米
代
川
、
雄
物
川
、
子
吉

川
の
河
川
沿
い
に
は
、
県
北
の
能
代
平
野
や
花
輪
･

大
館
･
鷹
巣
盆
地
、
県
中
央
の
秋
田
平
野
、
県
南
の

仙
北
平
野
や
横
手
盆
地
な
ど
、
肥
沃
な
平
野
や
盆
地

が
広
が
り
、
我
が
国
を
代
表
す
る
穀
倉
地
帯
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
県
は
、
東
北
地
方
の
中
で
も
代

-;“ ス置行セ 97.10



表
的
な
積
雪
寒
冷
地
帯
で
も
あ
り
、
最
深
積
雪
は
平

野
部
で
五
○
伽
-
-
m
と
少
な
い
も
の
の
山
岳
部
で

は
三
m
を
越
え
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
全
国
で
も
有
数

の
雪
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ニ

ニ
ー
世
紀
に
向
け
を
道
路
網
整
備
の

基
本
方
針

ー

道
路
網
計
画
の
基
本
方
針

秋
田
県
で
は
、
昭
和
二
六
年
の

｢秋
田
県
総
合
開

発
計
画
｣
以
来
、
そ
の
時
々
の
社
会
経
済
情
勢
に
応

じ
た
基
本
目
標
や
テ
ー
マ
の
設
定
を
行
い
な
が
ら
総

合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
平
成
三
年
に
は
、
二
一

世
紀
に
お
け
る
新
し
い
流
れ
に
対
応
し
産
業
、
経
済
、

福
祉
、
文
化
、
地
域
社
会
、
さ
ら
に
は
県
民
生
活
に

い
た
る
ま
で
、
広
い
分
野
に
活
き
活
き
と
し
た
状
況

を
つ
く
り
出
す
事
を
目
標
に
、そ
の
基
本
理
念
を
｢ゆ

と
り
と
活
力
に
満
ち
た
新
し
い
ふ
る
さ
と
秋
田
を
め

ざ
し
て
｣
と
す
る

｢秋
田
県
総
合
発
展
計
画
｣
を
策

定
し
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
施
策
や
事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
県
で
は
、
秋
田
県
総
合
発
展
計
画
の
基
本
理
念

を
前
提
に
次
の
整
備
目
標
を
設
定
し
て
、
道
路
整
備

を
進
め
て
い
る
o

o
全
国
一
日
交
通
圏
へ
の
参
入

高
規
格
幹
線
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
県
内

全
域
か
ら
概
ね
三
〇
分
以
内
、
空
港
ま
で
一
時
間

　　　
　　　　　　　　

　　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　

、

【の
基
本
理
念

,翻の繁関、地域の活性化
や国際化、定住の推進に資
する 遡‐･

逐
螂
洲
'“
◎

田
全
国
富
交
癲
圓
漱雛
霧
鍬
嬢
熟

総合交通計画の基本的目標
(21世紀初頭の実現を目指します)

道行セ 97 1 0 ･熨す



2

｢新
た
な
道
路
計
画
｣
の
策
定
方
針

｢秋
田
県
総
合
発
展
計
画
｣
を
上
位
計
画
に
位
置
づ

け
、
こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
に
県
民
の
意
見
を
反
映

す
る
た
め
、
｢あ
な
た
の
声
が
、
秋
田
の
道
を
つ
く
り

ま
す
。｣を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
す
る
意
見
募
集
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
平
成
九
年
四
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
、
一
般
の
方
々
か
ら
意
見
を
募
集
し

い た 五 の ま す け
、 o ノゞ る 、ま

た
、
県
内
各
市
町
村
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
道
路
を
利
用
す
る
人
々
の
意
見
を
十
分
に
反
映

薑新たな交演イメージ‐ M m“' 〉ふ

る
高
規
格
幹
線
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
網
や
生
活
主
要
道
路
の
整
備
を
行
い
、

二
次
生
活
圏
中
心
都
市
ま
で
各
市
町
村
三
〇
分
以

内
と
し
、
県
民
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実
現
を
図

o
県
内
九
〇
分
交
通
体
系
の
形
成

県
都
秋
田
市
ま
で
九
〇
分
以
内
、
県
内
都
市
相

互
の
流
動
の
殆
ど
を
九
〇
分
以
内
と
す
る
こ
と
に

よ
り
速
達
性
･
定
時
性
の
高
い
道
路
整
備
を
進
め
、

均
衡
あ
る
発
展
、
県
土
の
一
本
化
を
図
る
。

o
生
活
圏
三
〇
分
交
通
体
系
の
形
成

以
内
、
新
幹
線
駅
ま
で
九
〇
分
以
内
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
ロ
定
着
･
工
業
立
地
･
市
場
県
域
の

拡
大
等
を
促
進
し
、
県
経
済
全
般
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ 拡 に
を 大 よ
図 等 り
る を

【望ましい秋田の姿】

･国内外との活発な交流

･足腰の強い産業の展開

･若者が定住する魅力ある地域の形成

･すこやかで個性豊かな生活の実現

これまでに寄せられた地域の将来像や道づくりに関す

◎地域の将来像
市町村長が考える地域の将来像は ｢自然 ･文化を

活かした活発な交流の拡大｣ が多くなっています。

恵まれた自然 ･文化と観光資源等を;舌
用し他地域との活発な交流のある地域
の形成

活力にあふれた特色ある自立定住團の
形成

豊かな自然と共生できる地域の形成

くらしの安心が橇保される地域の形成

高齢者が生きがいを持って活動できる
地鰡の形成

閖境に配慮した地域の形成

地域の文化･伝統を継承するゆとりあ
る地燬の形成

その他

67お

注解 数値は回答のあった66市町村に対する割合(% )

滓2 "記述式の回答より内容を分類しているため合計値は100% を超える

　　　　　　　　　　
13,8

　　　　　　

10,6

る意見の一部をご紹介します。

◎道づくりのニーズ

高速道路など基幹となる道路の整備を求める
人が過半数を占めています。

秋田県

全 体

55,3 32,0 l2,7

　
　　

　　　　 　　　 　 　
･ 、 にミニミミヘここミミ*ふき

高速などの基幹道路 ,‘身近な生活道路

都心･市街地の趙路 □無回答
りに向けての意見公算
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さ
せ
た
、
二
一
世
紀
に
向
け
た

｢新
た
な
道
路
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

市
町
村
や
地
域
の
民
間
団
体
等
が
特
に
促
進
を
要

望
す
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
関
連
施
設
整
備
計
画

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
次
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
選
定
し
た
。

･
秋
田
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画

･
雄
物
川
流
域
地
方
拠
点
都
市
の
整
備

･
大
館
能
代
空
港
の
建
設

･
秋
田
新
幹
線
の
整
備

四

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

ー

秋
田
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画

(目
的
)

秋
田
市
、
河
辺
町
、
雄
和
町
の
一
市
二
町
、
約
九

万
畑
を
対
象
に
、
産
学
住
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
遊

機
能
に
も
配
慮
し
た
、
新
た
な
人
ロ
定
住
に
ふ
さ
わ

し
い
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
る
と
と

も
に
地
域
内
に
蓄
積
さ
れ
た
高
度
技
術
等
を
地
域
外

に
も
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
秋
田
県
の
経
済
活
性

化
を
図
る
。

(事
業
内
容
)

a

工
業
開
発
の
目
標
分
野

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
新

材
料
、
資
源

･
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
四
分
野
と
し
、
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
を

戦
略
産
業
と
し
て
育
成
導
入
す
る
。

b

主
要
産
業

㈱
秋
田
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
の
拡
充

公
設
試
験
研
究
機
関
の
整
備

秋
田
新
都
市
の
整
備

七
曲
臨
空
港
工
業
団
地
の
拡
張
整
備

秋
田
港
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
21
事
業

c

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
直
轄
国
道

国
道
七
号

秋
田
外
環
状
道
路

昭和町

擬セ

　　
港
村

田
一

秋
ポ

国
道
七
号

秋
田
南
バ
イ
パ
ス

国
道
七
号

秋
田
大
橋
架
替

国
道
一
三
号

河
辺
拡
幅

･
地
方
道

(主
)
秋
田
昭
和
線

手
形
工
〆

(市
)
豊
岩
仁
井
田
線

(都
)
川
尻
広
面
線

(都
)
横
山
金
足
線

手
形
工
区

外
旭
川
工
区

仁
井
田
工
区

桜
工
区

豊
岩
…
仁
井
田

旭
北
寺
町
工
区

飯
島
工
区･

1ヮムタ　ニユ…タウン)
ト
(回
Y
J

秋田テクノポリス開発計画
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2

雄
物
川
流
域
地
方
拠
点
都
市
の
整
備

(目
的
)

｢地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設

の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣
い
わ
ゆ
る
地
方

拠
点
法
に
基
づ
き
、
雄
物
川
流
域
の
大
曲
市
、
横
手

市
、
湯
沢
市
を
中
核
と
す
る
地
域
に
つ
い
て
、
都
市

機
能
の
増
進
や
居
住
環
境
の
向
上
な
ど
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に

産
業
業
務
施
設
の
集
積
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地

至
北
上
市

　
　

湯

0
市

亀
沢

匡
湯
に
町

勝

勝

　給

107
　

　

方
の
発
展
の
拠
点
と
な
る
地
域
を
つ
く
る
。

(事
業
内
容
)

a

地
域
の
概
要

･
構
成
市
町
村
…
大
曲
市
、
横
手
市
、
湯
沢
市
を

中
心
と
す
る
二
五
市
町
村

･
人
ロ

"
三
二
三
、
七
五
五
人

･
面
積
"
二
、
九
五
三
蜜

b

主
要
事
業

･
赤
坂
総
合
公
園
整
備

･
雄
湯
郷
ラ
ン
ド
整
備

･
秋
の
宮
温
泉
周
辺
整
備

c

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

　幽艶

･
直
轄
国
道

国
道
一
三
号

湯
沢
横
手
道
路

国
道
一
〇
八
号

鬼
首
道
路

･
補
助
国
道

国
道
三
四
二
号

真
人
道
路

国
道
三
九
八
号

山
谷
拡
幅

･
地
方
道

(
一
)
川
連
増
田
平
鹿
線

羽
場
工
区

(
一
)
野
崎
十
文
字
線

浅
舞
工
区

(都
)
旧
国
道
線

大
町
工
区

(都
)
中
央
線

蛇
の
崎
橋
工
区

湯沢横手道路と秋田自動車道が結ばれている横手インター
チェ ンジ

雄物川流域地方拠点都市の整備

秋の宮濁票

58 道イテセ 97.lo



3

大
館
能
代
空
港
の
建
設

(目
的
)

高
速
交
通
体
系
の
空
白
地
帯
で
あ
る
県
北
地
域
の

全
国
一
日
交
通
圏
へ
の
参
入
を
図
り
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
。

(事
業
内
容
)

号

　　　
　

し =○.8km

縁　
　

大

線

フ

　
　
　

　
　

　
　
　

駈

市

〃
=
"
湯
田　

a

空
港
整
備
計
画
の
概
要

･
空
港
種
別
…
第
三
種
空
港

･
建

設

地
…
鷹
巣
町
大
野
台
中
屋
敷

･
面

積
"空
港
本
体
用
地
面
積
一
一
三
如

･
総
事
業
費
…
約
三
五
五
億
円

･
開
港
予
定

"
平
成
一
〇
年
七
月

b

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
直
轄
国
道

国
道
七
号

琴
丘
能
代
道
路

国
道
七
号

大
館
西
道
路

･
補
助
国
道

国
道
一
〇
三
号

大
館
南
バ
イ
パ
ス

国
道
一
〇
五
号

米
内
沢
バ
イ
パ
ス

国
道
二
八
五
号

水
沢
バ

村

イ
パ
ス

態
冲鍬

国
道
二
八
五
号

南
沢
バ

の短
酊

ト

イ
パ
ス

上

･
地
方
道

(主
)
鷹
巣
川
井
堂
川
線

蟹
沢
工
区

没

(
一
)
木
戸
石
鷹
巣
線

夫

市

建

'

野
合
工
区

大館能代空港の建設

至五所川原市

能℃
二ツ井 l.C

完成予想図

道イテセ 97.10 59



4

秋
田
新
幹
線
の
整
備

(目
的
)

首
都
圏
等
と
の
連
絡
時
間
の
短
縮
及
び
利
便
性
の

向
上
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

(事
業
内
容
)

a

秋
田
･
盛
岡
間
新
幹
線
直
行
特
急
事
業
内
容

･
秋
田
、
盛
岡
間
の
軌
道
改
良
一
二
七
･
三
如

田
沢
湖
線

(盛
岡
-
大
曲
)

標
準
軌
へ
の
全
面
改
軌

奥
羽
本
線

(大
曲
ー
秋
田
)

単
線
の
標
準
軌

狭
軌
の
並
列
方
式

･
駅
構
内
の
一
線
ス
ル
ー
化

･
軌
道
強
化
に
よ
る
列
車
の
高
速
化

･
奥
羽
本
線
刈
和
野
i
峰
吉
川
の
線
路
増
設

･
奥
羽
本
線
神
宮
寺
-
峰
吉
川
の
三
線
軌
化

･
駅
舎
改
築

(秋
田
駅
、
大
曲
駅
、
角
館
駅
、

田
沢
湖
駅
)

b

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
直
轄
国
道

国
道
一
三
号

刈
和
野
バ
イ
パ
ス

国
道
四
六
号

生
保
内
改
良

･
補
助
国
道

国
道
一
〇
五
号

岩
瀬
バ
イ
パ
ス

国
道
三
四
一
号

鎧
畑
拡
幅

･
地
方
道

　
　ひ

が
　
　
　諭凌

ぎ至

(主
)
大
曲
田
沢
湖
線

真
崎
工
区

(都
)
中
央
線

岩
瀬
工
区

(都
)
駅
北
線

岩
瀬
工
区

五

今
後
の
課
題
と
展
望

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
間
幹
線
道
路
網

の
整
備
等
、
地
域
間
交
通
の
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
る

中
で
、
多
様
な
特
性
を
持
つ
市
町
村
や
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
と
い
っ
た
従
来
の
圏
域
を
越
え
た
交
流
圏
の
形
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
交
流
の
活
発
化
を
図
る

た
め
に
は
、
地
域
固
有
の
資
源
を
最
大
限
に
活
か
す

と
と
も
に
地
域
間
の
交
流
･
連
携
な
ど
に
よ
り
、
互

い
に
機
能
を
補
完
し
、
圏
域
相
互
間
で
新
た
な
文
化

6 0 道行セ 97,10

秋田新幹線の整備

(主) 大曲田沢湖線 真崎工区



や
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
さ
に
交
流
基
盤
整
備
の
根
幹
と
な
る
道
路
整
備

　　　　
　　

に を

轍“縣節総迩動(
至弘前市

彎 。 趨l潮 黎　　 　　　　　　　　　　 　　
　

　 　 　　

Lし＼灘もう＼〆
･も ′

鰓ぬ螂絵

大館能代空港予定地

北緯40o
　　　　　　 　　　

A森吉山畑54)鮨淺そ く俗気)
はは
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る

　　　　　 　

　　
　　

I19.川邊3 開通予定 ; 秋
　 　　　　　　　

　

　　　　　　
　 　 　　

　 　
　 　

　　　　　

避難た で滋養 榊 田中央LC ⑱ A駒ヶ岳(1

‐き 嚇さト 秋田話
火田 Lc 涵 ふ鰄儲

東
北
縦
貫
自
動
車
道

も 協和LC

灘
新人労繊彎 ⑳簑嚢　　

　 　 　

横手LC ;北上凹め l,C

　　 　
　　　　　　

　　 　 (1628)

＼＼ 、ノ 至仙台市
至仙台市 値圓園

秋田県内観光 M A P
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月
･
日

世

界

の

動

き

○
中
国
最
大
の
三
峡
ダ
ム

(長
江
=
揚
子
江
)
の
国
際
入
札
で
、

ダ
ム
の
中
核
で
あ
る
発
電
設
備
を
欧
州
、
カ
ナ
ダ
の
企
業
連
合
が

受
注
。
日
本
は
H
立
製
作
所
、
伊
藤
忠
商
事
な
ど
八
社
が
連
合
で

参
加
し
た
が
価
格
や
技
術
移
転
で
欧
州
勢
に
劣
り
、
敗
れ
た
。

○
英
国
の
ダ
イ
ア
ナ
元
皇
太
子
妃

(三
六
)
の
乗
用
車
が
、
パ
リ

の
自
動
車
道
路
ト
ン
ネ
ル
内
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
ダ
イ
ア
ナ

さ
ん
ら
が
死
亡
し
た
。

○
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

(I
O
C
)
総
会
は
、
二
〇
〇
四

年
五
輪
の
開
催
都
市
に
つ
い
て
委
員
に
よ
る
決
戦
投
票
の
結
果
、

ギ
リ
シ
ヤ
の
ア
テ
ネ
を
選
ん
だ
。

○
国
際
通
貨
基
金

(I
M
F
)
が
世
界
経
済
見
通
し
で
、
九
七
年

の
日
本
の
実
質
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
成
長
率
を
四
月
の
見
通

し
よ
り
一
･
…
ポ
イ
ン
ト
下
方
修
正
し
、
一
･
一
%
と
し
た
。
こ

れ
は
主
要
七
カ
国
で
は
最
低
の
成
長
率
。

○
香
港
で
の
主
要
七
ヵ
国
蔵
相
･
中
央
銀
行
総
裁
会
議

(G
7
)

が
合
意
文
書
を
発
表
し
て
閉
幕
。
対
外
貿
易
黒
字
が
増
大
す
る
日

本
に
つ
い
て
は
、
力
強
い
内
需
主
導
型
の
成
長
が
求
め
ら
れ
た
。

事

項

9 8

脚
月
･
日

国

内

の
動

き

○
厚
生
省
発
表
の

｢
一
九
九
六
年
簡
易
生
命
表
｣
に
よ
る
と
同
年

の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
七
七
･
0
一
歳
、
女
性
八
三
･

五
九
歳
で
過
去
最
高
。

○
政
府
の
行
政
改
革
会
議

(会
長
･
橋
本
龍
太
郎
首
相
)
が
、
現

在
の
二
二
省
庁
を
一
府
一
二
省
庁
に
再
編
す
る
こ
と
や
内
閣
機
能

の
強
化
を
柱
と
し
た
中
間
報
告
を
決
め
た
。

○
三
塚
博
蔵
相
が
一
九
九
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
と
財
政
投
融

資
計
画
の
概
算
要
求
の
集
計
結
果
を
閣
議
に
報
告
し
た
。
一
般
会

計
は
四
･
一
%
増
の
八
〇
兆
五
、
五
三
五
億
円
。
一
般
財
政
は
三

七
兆
四
、
四
七
二
億
円
で
、
九
七
年
度
当
初
計
画
に
比
べ
四
･
八

%
減
と
な
り
、
要
求
段
階
で
初
め
て
前
年
度
計
画
を
下
回
っ
た
。

○
経
済
企
画
庁
発
表
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
今
年
四

-
六
月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
は
、
実
質
で
前
期
比

(
一

-
三
月
)
二
･
九
%
減
、
年
率
換
算
で
一
･
二
%
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
と
な
っ
た
。

○
第
二
次
橋
本
改
造
内
閣
が
発
足
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
か
か
わ

っ
た
佐
藤
孝
行
･
自
民
党
行
政
改
革
推
進
本
部
長
が
総
務
庁
長
官

と
し
て
入
閣
し
た
が
、
国
民
の
批
判
で
、
そ
の
後
、
辞
任
し
た
。

○
東
京
地
検
が
山
一
証
券
の
元
専
務
･
井
山
H
出
邦
容
疑
者

(五

八
)
ら
五
人
を
商
法
違
反
と
証
券
取
引
法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
。

○
同
t
庁
が
今
年
七
月
一
日
現
在
の
基
準
地
価
を
発
表
。
住
宅
地
、

商
業
地
と
も
全
国
平
均
で
六
年
連
続
の
下
落
と
な
っ
た
。

事

項

郛鯖
月
･
日

道

路

行

政

の
動

き

○
道
路
防
災
週
間

(三
一
H
ま
で
)。

○
建
設
省
は
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(平
成
一
〇
年
-
平

成
一
四
年
)
案
を
と
り
ま
と
め
、
概
要
を
発
表
し
た
。

○
中
国
自
動
車
道

美
祢
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
。

事

項
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ン夕 一

　
　
　
　

前
々
月
号
で
易
六
四
卦
の
配
列
は
、
人
類
の
栄
枯

盛
衰
の
叙
事
詩
の
体
を
な
し
、
そ
の
一
番
初
め
の
卦

が
水
雷
屯
で
あ
る
。
と
述
べ
た
と
こ
ろ
で
字
数
が
尽

き
て
し
ま
っ
た
。
と
す
る
と
次
は
ど
う
展
開
す
る
の

か
、
易
の
配
列
順
に
従

っ
て
述
べ
て
み
た
い
。
字
数

の
都
合
で
出
だ
し
の
八
つ
の
卦
を
と
り
上
げ
た
。

そ
の
前
に
、
易
の
道
具
の
算
木
に
つ
い
て
説
明
し

て
お
き
た
い
。
算
木
は
長
さ
五
糎
ほ
ど
の
矩
形
を
し

た
木
片
で
、
二
面
に
…
陰
の
マ
ー
ク
、
他
の
二
面
に

は
晒
陽
の
マ
ー
ク
が
あ
る
。
三
本
組
合
せ
た
の
を
小

成
の
卦
と
い
う
。
八
卦
と
い
う
の
は
こ
の
小
成
の
卦

天
地
水
火
凰
雷
山
澤

の
こ
と
で
霊
㈲帯
出
薹
-霊
田
龍
薹
の
自
然
現
象
を
か
た

ど

っ
て
い
る
。
こ
の
小
成
の
卦
を
も
う

一
つ
重
ね
た

の
が
大
成
の
卦
で
、
算
木
を
六
本
組
合
せ
六
四
卦
と

な
る
。
前
置
き
は
こ
の
位
に
し
て
、
陰
と
陽
が
最
初

に
交
わ
る
水
雷
屯
か
ら
こ
の
叙
事
詩
は
始
ま
る
の
で

あ
る
。

水
雷

ら
い

H
粥
霊
屯
(す
い
ら
い
、
ち
ゅ
ん
)。
水
と
雷
の
組
合

せ
で
あ
る
。
雷

(震
)
と
は
地
震
と
い
う
よ
う
に
ふ

る
え
動
く
こ
と
で
、
水

(藁
)
の
底
の
原
始
生
物
が

水
の
重
圧
か
ら
逃
れ
、
脱
出
し
よ
う
と
も
が
き
動
い

て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
卦
の
一
番
下
に

あ
る

-
陽
が
そ
の
生
物
の
象
で
あ
る
。
屯
の
字
は
、

地
中
の
草
の
芽
が
地
上
に
伸
び
よ
う
と
も
が
い
て
い

かたち

る
象
形
文
字
で
あ
る
。
算
木
に
示
さ
れ
た
象
は
水
の

中
だ
が
、
い
づ
れ
も
新
し
い
環
境
へ
の
胎
動
を
表
し

て
い
る
。
次
の
卦
は
水
中
か
ら
陸
に
あ
が
っ
た
人
類

の
祖
先
の
生
態
を
表
す
。

山
水

□
-m霊
…蒙
(さ
ん
す
い
、
も
う
)
の
卦
で
あ
る
。
算
木

が
示
す
象
を
H
の
屯
と
比
べ
る
と
上
に
あ
っ
た
粥
が

下
に
な
り
、
上
は
難
と
な
っ
て
い
る
。
陸
に
上
っ
た

人
類
の
先
祖
は
、
山
林
の
中
に
も
ぐ
り
込
み
一
段
と

進
化
を
遂
げ
る
。
が
ま
だ
知
能
が
発
達
し
て
い
な
い
。

蒙
と
は
物
事
に
く
ら
い
と
か
、
知
恵
が
足
り
な
い
の

小

意
味
で
あ
る
。

水
天

曰
蝸群
雲
需
(す
い
て
ん
、
じ
ゅ
)。
需
と
は
モ
ト
メ
ル

の
意
で
あ
る
。
山
林
の
中
で
生
活
し
進
化
を
遂
げ
た

人
類
は
数
も
増
え
、
森
林
の
果
実
で
は
満
足
し
な
く

な
り
、
穀
物
な
ど
の
平
地
の
食
糧
を
求
め
て
大
陸
の

各
地
へ
四
散
す
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
知
能
の
進

化
も
一
段
と
進
み
条
件
が
恵
ま
れ
た
所
で
は
文
明
を

作
る
。
中
国
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の

文
明
が
花
開
く
。
だ
が
、
文
明
社
会
は
人
々
の
間
に

格
差
を
生
じ
さ
せ
争
い
が
生
ず
る
。

天
水

⑭
-藁
霰
婆
て
ん
す
い
、
し
ょ
う
)。
⑭
の
算
木
を
上

下
逆
に
し
た
卦
で
、
訟
と
は
個
人
間
の
争
い
の
こ
と

で
あ
る
。
争
い
は
や
が
て
民
族
間
の
生
存
を
賭
け
た

争
い
に
な
る
o

地
水

岡
田
m粥
師
(ち
す
い
、
し
)。
師
と
は
戦
闘
集
団
。
軍

隊
の
出
動
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
闘
で
負
け
た
民
族
の

文
明
は
勝
者
に
吸
収
さ
れ
る
。

水
地

閑
麗
田
比
(す
い
ち
、
ひ
)。
囮
の
算
木
を
上
下
逆
に

ひ

ひ

し
た
卦
で
あ
る
。
比
の
字
は
ヒ
と
ヒ
の
合
字
。
勝
者

と
敗
者
が
親
し
み
、
仲
よ
く
一
つ
の
方
向
(目
標
)を

しようけ
い

見
て
い
る
象
形
で
あ
る
。
戦
闘
に
負
け
た
民
族
は
勝

者
の
文
明
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
ロ
ー
マ
帝

国
の
文
明
を
受
け
入
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
想
像

し
て
も
ら
い
た
い
。

風
天

ち
く

④
-群
霊
小
蓄
(ふ
う
て
ん
、し
ょ
う
ち
く
)。蓄
は
貯
蓄

の
こ
と
で
豊
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
敗
者
と
勝
者

の
文
明
が
混
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
文
明

が
創
ら
れ
国
民
の
生
活
は
豊
か
に
な
る
。
時
代
は
変

わ
る
が
第
二
次
大
戦
の
敗
者
、
日
本
と
ド
イ
ツ
は
勝

者
の
文
明
を
受
け
入
れ
経
済
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
。

夫
澤

囚
-豊
麗
履
(て
ん
た
く
、
り
)。
履
と
は
倫
理
の
こ
と

で
あ
る
。
文
明
の
混
合
に
よ
っ
て
一
時
は
経
済
的
に

豊
か
に
な
る
が
、
敗
れ
た
民
族
の
文
化
は
そ
う
簡
単

に
勝
者
の
文
化
に
同
化
で
き
な
い
。
勝
者
の
援
助
に

よ
る
経
済
発
展
の
裏
で
、
荒
廃
す
る
敗
れ
た
民
族
の

倫
理
観
は
、
新
し
く
構
築
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
代

は
違
う
が
今
の
日
本
や
ド
イ
ツ
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
こ
れ
だ
ろ
う
。

-
素
履
ー
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